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Ⅰ環境に問する調査研究1  

（大気、陸）   



大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射線医学縫合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  
l．諸富  

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査するために、千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの   

外気浮遊塵を採取し、放射性核種の分析測定を昭和40年10月より実施してきた。昭和56年3月まで   

は電気式連続集塵器を用いて試料採取を行ったが、同年4月からは本研究所で開発試作した集塵器による   

採取を継続している。   

2．調査研究の概要   

（1）試料採取  

捕集効率が0．955以上のグラスファイバー濾紙（20．3c¶×25．4cm）に連続集塵した。  

流量はマイクロコンピュータによって一定量を保つように制御されている。濾紙の目づまりは約2か月   

程度の集塵ではおこらなかったが、日づまりを生じて凍土が下がった場合でも、積算流量は正しく表示さ   

れるように設計きれている。   

（2）分析測定  

浮遊慶を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大ききに折りたたんで、Ge（Li）検出蕃に   

よるガンマスペクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種定生後、NaOHとHClによりS rを抽出し、   

発煙硝酸法で精製した。ストロンチウムー90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バッ   

クグラウンドベータ線スベクトロメータにより定量を行った。  

本年度よりGe（Li）半導体検出器の更新を行い検出効率等基礎データの蓄積を行った。   

2．結果  

本年10月初めのソ連原子炉衛星落下に備え、新しく採取した浮遊慶試料の分析を優先し昭和63年4   

月から63年10月までのガンマ線放出核種の定圭値を表－1に示した。他の試料のγ線スペクトルは測   

定中である。表－2に昭和61年3月から9月までのストロンチウムー90の分析結果を示した。チェル   

ノヴィリ事故直後の大気中濃度は高かったが、その後検出限界以下に下っている。   

3．結語  

大気浮遊麿中の放射性核種濃度変動を縫時的に観測する上で、きらに詳細なデータを得るために、放射   

能の自動モニタリング装置の開発を検討し、変動を認めた時点での浮遊塵サンプルに関して詳細な分析測   

定を行うなど、放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関しての分析方法の再検討を行う。  

－ 3 －   



義一1大気浮遊農中のγ縫放射性核種濃度  

大気浮遊鷹   通風量  放射性核種漉度（×1J玩i／㌔）   

採取期間   ＃∋（×103〉   13Tcs   

1988 4／7一－4／21   8．62   0．275   

4／21・－5／6   7．63   0．133   

5／6・－5／26   12．04   0．諮4   

5／26・－6／9   8．23   測定中   

6／9・－6／23   7．93   0．267   

6／23・－7／7   6．94   0．258   

7／7・－7／21   7．93   0．853   

7／21・－8／11   14．42   測定中   

8／11・－9／1   10．51   測定中   

9／1・－9／14   6．44   0．誠   

9／14・－10／5   14．12   0．112   

10／5・－10／14   8．09   0．213   

義一2 大気浮遊農中の80sr濃度  

大気浮遊廣   通凰量        －3 放射性核種濃度（×10ポi／tヨ〉   

採取朔同   H∋（×103）   90sr   

1鋪6 3／30・－4／38   18．9   0．015   

4／30・－ 5／6   5．30   0．44   

5／6一－5／8   1．73   0．58   

5／8一－5／12   3．22   0．98   

5／12・－5／16   2．71   2．18   

5／16・－5／19   4．01   0．58   

5／19・－5／21   2．98   0．三輪   

5／21・－5／26   6．59   0．15   

5／26・－6／10   15．88  

6／10・－6／24   16．28  

6／24－7／9   20．10  

7／9・－7／22   12．13  

7／22・－8／7   17．76  

8／7・－9／5   12．69  

ーー；検出限界以下  

－ 4 －   



環境中の14cの濃度調査  

放射線医学捻合研究所  

岩倉哲男 井上義和 植木千意  

（1）緒言   

核爆発実∃如こよって、大気中に放出きれた14cの環境における濃度の経年変動を調査し、人工14Cに  

よる人体への被曝線量評価に資するデータを得る目的で、昭和34年度から主として植物精油、および発  

酵アルコール中の14C濃度を測定してきた。これは、1年生植物においては、その体成分中の炭素がそ  

の年の大気中二酸化炭素を光合成過程を通じて摂取きれることから、そのユ4C濃度をよく反映するばか  

りでなく、植物が地球上の炭素サイクルにおける14cの生物圏への移行の初期段階のプールであり、前  

記の目的に合うデータを得ることが可能であるとの考えによる。   

これまでに得られたデータから、これら植物成分中の14C濃度の経年変動を見ると、1961、1兆2年の  

米ソ両国による大規模核爆発実附こよって、1％3年には、自然平衡レベルときれている14d叩／g炭素  

く0．238q／g炭素）の約00％増に相当する最高値に達した。その後、数年にわたっては、成層軌こおける  

ユ4cの滞留時間に依存すると考えられる指数間数的な減少を示した後、中国、フランスの核爆発実掛こ  

よる1■cの放出と、化石燃料消費量の消長に伴うと思われるレベルの変動を伴いながらも、長期的には  

漸減傾向を保ちつつ、現在に至っている。最近では、15～17d叩／g炭素（0．25－0．288q／g炭素）の範囲  

で推移しており、注目すべきレベルの変動は横側されていない。   

（2）調査方法の概要   

産地、収穫年の判っている国産ワイン7銘柄を人手した。2回の分溜および清如こより、濃度約95％  

のアルコールを待た。これらのアルコール10nlを、PPO（4g／り、POPOP（0．1g／l）を溶解したトルエン  

シシチレ一夕10扉と混合し、容量20れlの低カリガラスバイアルに入れた後、低バックグラウンド液  

体シンチレーションカウンターPackard2000CA／LLで300分間測定した。バックグラウンド（BG）計数用  

試料としては、化石系原料より合成された合成アルコール（日本合成（株）製）を用い、試料アルコー  

ルと同様の調製をしたものを用いた。測定試料とBG試料は、各々2個調整し、測定した。この測定法  

で、シンチレ一夕中に＃人できる炭素圭は約4gであり、14C計数効率は紀～鋪％であった。  

ー 5 －   



測定結果を表1に示す。  

表1． 国産ワイン（1987年収穫）中のC－14濃度  

産 地  測 定 数  C－14濃度（dpm／gC）＃  

長野県  
山梨県－1  

山梨県－2  

山梨県－3  

山形県  
北海道・池田－1  
北海道・池田－2  

l
 
l
 
l
 
■
■
▲
 
l
 
l
 
1
 
 

0
0
0
0
0
0
0
 
 
 

±
±
±
士
土
±
±
 
 
 

1
7
0
8
9
8
9
 
 
 

5
4
5
4
4
4
4
 
 

1
 
1
 
1
1
・
▲
－
1
1
1
 
 
 

2
2
2
2
2
2
2
 
 

平均値 14．9 ± 0．04   

米15．Od pm ＝ 0．251∋q   

これらの値は、前年度までの結果から予測される使に比べて若干低めである。この原因は、使用した  

測定器を変更したためと思われるので、新たに試料を人手して再測定をすべく検討中である。  

（3）結語  

ここ数年間の調査結果をまとめて見ると、植物成分中の14C濃度は僅かながら漸減傾向を保っている  

が、自然の平衡レベルに比べると、まだ10－15％増の値である。今後とも、長期的なレベルの変動を調  

査していきたい。  
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五島列島におけるバックグラウンド  

空間放射線の測定  

放射線医学縫合研究所  

阿部史朗、 藤高相信、 新井清彦  

1．緒言  自然放射線によ る体外被喋は避ける こ とが出来ない。国  

民全体に及ぼすその線圭寄与を明らかにするため、 また原子力利用  

の進展に伴って生じ るいわゆる環境問題の解決のための資料とする  

こ とを考慮し、 全国的なバックグラウンド空間放射線レベルの測定  

を行っている。 前回までに四国、 九州、 東北、 北陸、北海道、 中国、  

近畿、東海・東山地方、 南西諸島、関東、佐渡島、 淡路島、 小笠原  

地方、 大東島地方、 対馬地方、 隠岐地方、 広島市、 小豆島の順で発  

表してき たが、 今回は五島列島の測定結果を発表する。 測定は昭和  

6 3年3月 に行った。 人口密度の高い市町村地域に重点を置き、か  

つ地質分布、 測定密度を考牒 し た上で測定地を選んでい る。  

2． 調査研究の概要  

（1）測定地  

測定地は長崎県五島列島のう ち福江島と中通島であ るが、 それ  

ぞれ島全体で1測定地と して扱う。 測定地点（市町村）は福江島で  

は福江市、 南松浦郡富江町、 同郡玉之浦町、 同郡三井楽町、 および  

大瀕崎の突端の 5箇所、 中通島では南松浦郡奈良尾町のl箇所であ  

る。 測定点（実測点）ばでき るだけ聞けた平坦な土地で表面に土壌  

が露出 してい る と こ ろ を選んだ。 測定点の合計は 31であ る。 ただ  

し、 大瀬崎の地勢が海に突き 出 し た細長い岬であ る こ と、 海面から  

かな り の高度であ る こ と を考え、 島ごとの平均レベルを計算する陰  

にはこ れを除い た。  

（2）測定器と測定万富去   

測定器と しては1”¢ Ⅹ1’’N aI（Tl）シンチレーシ ョン・  
サーベ イ メ ー タ お よび 2 0 0 m m 、 3 m m厚のプラ スチ ック電離  

籍、 振動容量型電位計、 記録計を凍み合わせた システムを用いた。  

サーベ イ メ ータの読み取 り値は後に標準線源で校正 した電離籍の値  

に換算す る。 いわばサーベイ メ ータを仲介と し た電離籍測定と言え  

よ う。 本測定における測定器の誤差は標準偏差で表すと サーベイ メ  

ータについては＋ 4％、 電離箱については＋ 3． 5％である。 測定  

器の再現性は標準線源によ り 各測定地点毎にチェ ック し た。 今回の  

測定では異常は認め ら れなか っ た。 測定す る高き は地上約1m、 ま  

たサーベ イ メー タ の検出部は水平に して使用 し た。 さ ら に降雨開始  
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時を避けるようにしたが今回は晴れのち曇りであった○  

〈 3）結果   

五島列島のバックグラウンド放射線線圭率（宇宙線の寄与を含む）  

のサーベイメータの値を表lに示す。ただし、電離籍値への換算が  

まだ済んでいないため、 これ らは仮の値である。  

表1 各測定地点の仮の抜土率 く宇宙線、大地、大気、 フォールア  

ウト からの放射線を含む）  

長崎県五島列島  

測定地  測定地点  照射線量率の仮の値（〟R／h）測定点数  

平均値  土  標準偏差  
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屋内における空間放射線線土調査一西日本  

放射線医学捻合研究所  

阿部史朗、 ＃高相信  

1．緒言  自然放射線によ る国民線圭を推定する ことを目的とし、  

居住環境における放射線被曝を全国的な実態に合わせて把掘する調  

査研究を行っている。 E】本の家屋構造の大部分は木造であ るため空  

間放射線に対する遮蔽効果は小きい。 そのため第一近似的な国民技  

量なら 当グループが昭和4 2年一昭和5 2年にかけて実測 した全国  

の屋外空間放射線圭データから も求める こ とができ る。 しか し、人  

々の屋内における生活時間の割合が屋外のそれに比べて圧倒的に大  

き い こ と、 各地方の生活様式の差も無視できないこ とを考え る と、  

詳し い国民練圭を知るには屋内・外の線量の関係を実際に測定して  

みる必要がある。 そこで現実の居住環境中の空間放射線線土を建築  

構造別に全国規模で順次調査研究してき た。 今回は西日本のデータ  

を整理 し た ものを報告する。  

2． 調査研究の概要  

（1）測定期間   

昭和5 3年11月 よ り 昭和5 5年3月 まで沖縄県那覇市周辺、 昭  

和5 5年7月 よ り 昭和5 6年10月 まで鹿児島県鹿児島市周辺、 昭  

和5 8年3月 よ り 昭和5 9年7月 まで佐賀県佐賀市周辺、 昭和5 9  

年8月よ り昭和61年1月まで島根媚＝公江市周辺の民家を訳筆した。   

（2）対象家屋の選定   

計測対象とす る家屋は、 建築構造によ る遮蔽効果の差異などを考  

慮して鉄筋コ ンクリ ート 造り、 防火木造、 コンクリ ート・プロ、ソク  

造 り、 および木造の4つのカテゴリーに分精し た。 但し コ ンクリー  

ト・ブロ ック造り の家屋は一群を除いて急激に婆を消しつつある。  

（3）計測方法   

各地で実行 し たのは珪酸マグネ シウム・タ イ プのT L D（熱蛍光  

線主計）によ る 3 カ月 間積算線壬の計測で、l点に 4素子づつ置い  

て、 5 回（合計約1年半）連続的に計測 し、 さ ら に T L D を配布す  

る 際の軸送中被喋繰重、 フ ェ ーデ ィ ン グの影響も考正し た。 T L D  

設置に先立ち、 直径1イ ンチのN aI（Tl）シンチレーシ ョ ン・  

サーベイ メータ を用いて全計測対象家屋の屋内・屋外について空間  

放射線線量の分布を計測 し、 T L D設置点に空間放射緑分布上の異  

常がない こ と を確かめ る と共に線土分布の状況例の収集に努めた。  

ま た測定地ごと に各構造の代表的家屋を1軒づっ凄んでそこ ではT  
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L D を特に多数設置し た。 ま たそ こでは直径3 イ ンチの球形N aI  

（Tl）シンチ レ 一 夕 を用いてガンマ線スペクト ロ メトリ ー計測も  

合わせて行っ た。  

（4）結果   

表1には 5 つの小期間のT L D計測結果を平均し た建築構造別の  

年間線圭と その標準偏差を示す。 ま た屋内・外の年間線量の比につ  

いても示す。  

3． 結語   

建築構造毎の屋内・外の線玉値およびそれらの比の値にはかなり  

の分布暗が認め ら れ、 その標準偏差は約 ユ 0％～ 3 0％の範囲にあ  

る。 これを見る限 り、 建築構造によ る線土値には有意な差が認めら  

れない。 屋内・外の比の値に関 しては鉄筋コンクリ ート 造 り の家屋  

が他のものよ り 若干低い値を示してお り、 遮蔽効果が効いているこ  

とが窺われる。 ただ し今回の結果に反映きれてい るのは西日本の一  

部の様相に過ぎず、 日本全体について結論を出すにはさ ら に各地で  

デー タ を得なければな ら ない。  

表1 ：西日本で実測した屋内・外の年間線量  

屋内／屋外の比  建築構造   
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屋内・外のラドン等による被曝線量調査   

放射線医学総合研究所  名古屋大学・工学部 東京理科大学  
阿部史朗，阿部道子，藤高和信 池辺幸正，飯田孝夫 児島 紘   

1．緒言  

本調査には，名古屋大学・工学部 池辺研究室の方々，国立公衆   

衛生院，建築衛生学部吉沢部長ならびに部内研究者の方々，北海道，   

秋臥 宮城，新潟，千葉，愛知，大阪，島根，広島，愛媛，佐賀，   

鹿児島，沖縄の各道府県内の機関に属する方々．さらに自宅等にモ   

ニタの設置を許された方々の絶大な協力を得たことを記し，感謝の   

意を表したい。  

ラドン（トロンも含む）ならびにそれらの娘核種による日本国民   

への線量寄与を求めるために調査研究を行っている。第一にラドン   

娘核種群を中心とし，生酒環境の中での線量算定上必要欠くことの   
できない各種バラメータについて難多く容易ではない調査研究を行   

いつつあり，第二にラドンを対象とした日本国内の全国分布に関す   

る調査研究を行っている。ここでは，特に後者のラドン対象の全国   

調査について報告し，またその結果得られた国民線量への寄与をあ   

げる。  

2．網査の概要ならびに結語  

目的を達成するために必要な地域，対象での測定を行った。  

用いた測定器は，名古屋大学で開発された静電式積分型ラドンモ   
ニタの市販型モデル，アロカ製E R M型ラドンモニタである。これ   

は低濃度，悪環境の場でも使用可能であり，2ケ月間の設置期間を   
標準としている。詳細は，他に譲るとしてl〉，木器を用いた測定シ   

ステムは，多くの利点を持ち安定性に秀れたものと考えている。こ   

の装置を約500台用い，1985年11月ごろより順次測定を開   

始し各地域ほぼ1年半以上の第1次測定を終了した。  

日本における平均的な値を得ること，時間的，地域的な分布を得   

ることを直接の方針として次のように県を選定した。すなわち，先   

ず各地方ごとに約2県，特に離隋県について配慮することとし，大   

陸，日本海，瀬戸内海，太平洋，東シナ海の影響を考えた。選んだ   

ところは，北から北海道，秋田，宮城，新潟，千葉を中心とする関   

東各都県，愛知を中心とする各県，大阪を中心とする各府県，島根，   

広島，愛媛，佐賀，鹿児島，沖縄の各都道府県である。  
選ばれた各県に於いては，コンクリート造り，木造の一般住居が   

含まれるように各建物を選んだ，それらの建物について屋外．屋内  

1）拭ealth Pbysics，54，（1988）No．2，139－148  
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に各1個ずつ，1戸つき2偶のラドンモニタを設置した。屋外は地  

域分布，屋内は地域分布と家屋構造．各戸ごとの違いを見るためで  

ある。屋外の値は屋内の値のチェック用としても使える。設置家屋  

は，各県ともおおよそ県庁所荏地とその周辺である。   

計測上の校正は，器差のチェックと同時に同型の15台の計測器  

を用い5回以上にわたって行っている。校正を行った場所は名古屋  

大学であるが，傑物学会ラドン・トロン（珊定）研究専門委貞会を  

通じ国内的な，またO E C D／N E Aの組織を通じて国際的な比較  

を行っており十分満足し得る成果を待ている。   

屋外，屋内とも季節的な変勤がある。濃度レベルが軟から春にか  

けて高く，夏に低い傾向はどの地方でもはぼ同様にみられるが地域  

によってはこの傾向があまり顕著でないところとか最高値が秋のと  

ころ，冬のところ，春のところなど特徴的な傾向を示すものがある。   

普通の状態では屋外にく らペ屋内の濃度レベルが高い．測定結果  

の平均として，屋外は約58q／m8，木造家屋内は約10Bq／㌦・を待  

ている。地域な濾度の違いもあるが，それついてくわしい鋭明は他  

でおこなう。  

図1．ラドンー22 2濃度の全国的分布  

馳＝甚1／迫  

［コ  

国 労一 158  

1邑 潤一 器8  

■ z謁－ 3閉  

園 3調－ 4調  
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パッシブモニターによる屋内ラドン濃度全国調査  

放射緑医学総合研究所  

総括安全解析研究官  

小林定喜・藤元憲三・岩崎民子  

内山正史・完倉孝子・中村裕二  

（1）緒言  

自然に存在するラドンおよぴラドン娘様種からの国民の被曝♯量を求めるため、一般居住家屋内のラ   

ドン濃度の全国調査を実施している。この調査では日本の平均的な濃度および濃度の高い家屋を見いだ   

すことを目的としている。したがって、多数の家屋を対象にしなければならないため、比較的安価、簡   

便でかつ必要とする測定精度が得られる測定婦として西独カールスルエ原子力センターが開発した「固   

体飛跡法に基づくパッシブラドン測定器」を採用している。以下に測定の進展状況を報告する。   

（2）調査家屋敷および調査家屋の遁走  

屋内ラドン濃度の調査に当たっては家屋補遺を考慮に入れると共に、全国のすべての彿道府県を対象   

として、冬季および夏季をそれぞれ含む6ケ月間の測定を2同行い、年間の平均濃度を求めるように努   

めた。また、当調査では一軒で2ケ所を測定することとし、屋内における濃度の差異、犠かな屋内ラド   

ン濃度を評価できるように計画した。81年度の第一回測定器配布家屋敷は18都道府県の3，452軒、62年度   

は19県の2，936軒で、全国の世帯数の約0．817％（約6，080軒に1軒の割合）にあたる。昭和63年度には主   

として未着手となった10県の調査のため、約1，000軒（＋1硝）の測定を行う予定である。   

（3）エッチング処理  

6ケ月間の疇霜後、回収された測定♯のフイルム上に残るアルファ繚飛跡を計数することによって、   

その測定器が置かれた部屋の空気中のラドンの平均濃度（6ケ月間の平均濃度）が算定される。エッチ   

ング処理はまず6がROH（80‡）とエチルアルコール（2硝）の混合蒋液で1時間化学エッチングをし、続い   

て2kHzの高圧（800V）を印加して電気化学エッチングをし、フイルム上のアルファ線飛跡を釣10000倍に   

拡大する。可視化されたα線飛跡の計数は、処理能筆を上げるため南條解析装置を用いて自動計測を行   

っている。ただし、トラック教が308僧／C轟2以上のものは解析装讃の分別能力を超えるため、目視によ   

りカウントベンを使用して計測を行っている。  
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（4）中間結果  

これまでに北海道、関東地方（埼玉、千葉、東京、神奈川）、近畿地方（滋賀、京都、大阪、兵庫、   

奈良、和歌山）、広島、鹿児島の1，984軒（フイルムは約4，000枚）について、その濃度分布を求めると   

図1となる。固から分かるように濃度分布は対数正規分布に近く、その中央値は39Bq／m3 で、幾何標準   

偏差は1．7である。すなわち、約90％の家屋の平均ラドン濁度は鋸Bq／皿3以下となっている。この億はあ   

くまでも調査途中における暫定的な億であり、今後の調査の進行により、変更される性質のものである。  

なお、当調査においては、調査家屋の選定ならびに湘定器の配布・回収等にあたって、下記の日本名   

他の大学・研究所等のご協力を仰いだ。記して謝意を表する。   

北海道大学獣医学部、福島県会津若松保健所、日本原子力研究所、滋賀医科大学、金沢大学低レベル放   

射能実験施設、大阪府立放射線中央研究所、広島大学原爆放射能医学研究所、産業医科大学  

屋内ラドン濃度分布（中間報告：1984軒）   

中央値：3）Bq／m3、幾何標準偏差：1．7  
300  

258  

28日  

158  

1〔】8  

58  

8  

8  1i狛  2匂8  3〔氾  4∈氾  58田  

ラ ド ン 湧 度 （Bq／m3）  
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環境中のトリ チ ウ ム の調査  

放射線医学捻合研究所・ 環境衛生研究部  

井上義和、宮本霧子、岩倉哲男、植木千恵  

（1）緒言   

茨城県東梅村には、原子力発電炉、研究用重水炉（」RR－2）、廃棄物  

処理施設、核燃料再処理施設（NFRP）な どが互い に隣接 し て立地 し、  

トリチウム（3H）を環境中に放出 し・ている。3H が環境生態系（大気、 陸水、  

土壌、植物な ど）に及ぼす影響の程度や主な発生源の特定、3H の環  

境挙動などを調査研究する 目的で、主対象の水試料の3H濃度の縫時  

変化と地域分布を昭和56年度以来観測を続けてい る。  昭和61年度  

ま での成果に よれば、 日本原子力研究所（」AERりと動力炉核燃料事業  

団（‖C）と の中間に位置す る村松・宿地区で施設由来のヲH の影響の  

程度が最も大き く、 こ れは放出源情報や凛度分布の解析か ら主と し  

て」，AERlの影響であ る と報告 し た。  

（2）調査研究の概要   

1987年に毎月採取 し た試料は、河川水（水戸市1、東海村2地点）、  

池水（東海村1地点）、雨水（千葉市1地点、東海村15地点）、井戸  

水（棄梅村9地点）であ る。 これ らの他、四半期ま た は半年毎に採取  

し た試料は、 水道水 〈茨城県10地点）と海水（茨城県3地点）であ る。  

ま た、不定期に東海村の土壌お よび植物試料を採取し た。   

降雨の採取地点については図1に示す通 り、JAERlか ら南～南西の  

方向約0．5～2．Ok mお よび PNCの西～北北西約0．6～2．Ok mに当た  

る 東海村村松・宿地区を中心に降雨採取器を約15地点に設置し、 月  

間降雨を採取 し た。 ま た、一般環境のしへ“ルを知 る ため千葉市の月 間  

降雨を採取 し た。 試料は蒸留精製摸その40mlをテフロンハ“イアル中に秤取 し、  

液体シンナレタ60mtと混ぜ安定化さ せた後、液体シシチし一ション計数器 Aloka  

LBlで500 分計測 し た。 ま た、一部の低3H濃度の試料は、電解濃縮  

に よ り 濃度を約25倍高 く し た後、 Aloka600LBで計測 し た。   

東海村の全ての採取地点お よ び千葉市にお け る1987年の月 間降雨  

の3H濃度および沈着圭の測定値は別に報告するご） これらのテ、、一夕の  
中で、施設の3 H 放出強度と 風向頻度か ら判断 し て3H 濃度の分布を  

代表する と 考え ら れ る 図1中のPl，P2，P3，Pll，お よ び P15の4地点  

を選び、 千葉のテ“一夕と と も に3H濃度の月 変化を図 2 に示 し た。 解析  

の結果、」AERIと PNCと の中間の村松・宿地域に お ける 月 間降雨の3H  

濃度分布が、 必ず し も両施設か らの3H月 間放出率の相対強度を反映  

し て い な い こ と が分か っ た。 月 間放出薬は、 NFRPの方が」RR－2よ り も  

9月 を除い て2～6倍程度常に大で あ っ たが、 降雨の3H 漉度は、常に  

、】AERlの南～南西数百nlの地域で高 く、 一般的には PNCの近傍で は相  
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対的に低かった。これは、この地域の主風向が北寄り（春秋で北東  

風、冬期では北西風）のためと考え ら れ る。 し か し、4月ではPNCの  

近傍の地点 Pll，P15，P16 の地点でも」EARtの近傍と同程度でかつ  

他の月の濃度の2倍以上が観測されたが、これは NFRP の放出率が  

」RR－2の7．2倍と他の月 と比較して大であったためであろ う。このよ  

う に PNCの影響が明確に認め ら れる よ う にな っ て きたのが1987年の  

特徴であ る。 ま た降雨の子H濃度お よび沈着圭が、2～5 月の前半に  

高 く、6～12 月の後半に低かっ たのも今年の特徴であ る。東海村の  

降雨の3H濃度は対照地点の千葉の降雨の3H濃度と比較す る と、最  

大25倍程度に達し た地点があ っ たが、規準濃度の1000分の1以下で問  

題は無か っ た。  

（3）結語   

近年、3H放出強度が、相対的にJAERlよ り PNCの方が大になる傾向  

にあ るので、JAERlの影響を主と し て受けてい る現在の対象地域では  

大気や降雨中の3H漉度が低下す る と とも に、他の環境試料の3H濃  

度も低下す る と予測さ れる。 今後こ の傾向を確認する。 ま たNFRPか  

ら放出され る3Hの化学形には水素（HT）が相当含ま れるので、対象地  

域をPNCの南西側に移し てHT漉度を測定し、その環境への影響も評価  

す る 必要が あ る。  

参考文献1）放射能調査研究報告者  

（昭和62年度）ト＝RS－R－14  

放射線医学総合研究所  
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囲2．東海村の代表地点および千葉市における  
1987年の月間降水♂H濃度の近時変化  

（1年／£ミュアOpCイ且）  

囲1．茨城県東梅村における月間降水などの  

環境試料の採取地点  
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62年度におけ る牛乳の放射能訴査  

農水省畜産試験場  

三橋俊彦・須藤ま どか・古川良平  

農水省北海道農業試験場  

山岸規昭・宮谷内留行・早坂土代史  

農水省九州よ業試験場  

相井孝允・高橋繁男・久米新一・栗原光規   

1． 綿「言  

わが国の牛乳の人為放射能に関する調査研究を行っ た。 長寿命核   

種の経常的な測定は畜試で， 核爆発実験や原子炉事故および原子炉   

衛星落下などの非常事態発生ま た乙ょそれが予想される場合には， 北   

農試， 九農試も加わ り 緊急時測定に備え た。  

2． 調査研究の概辛   

く1）経常測定  

前年と同様， 北海道（新得畜産試験場）， 岩手（岩手県畜産試験   

場）， 秋田（秋田県畜産試験場）， 福島（福島県音産試験噂）， 茨   

城（農水省畜産試験場）， 静岡（静岡県畜産試験場）， 福井（福井   

県育産試験犠）， 香川（香川県畜産試験場）および福岡（福岡県農   

業捻合試験噂）の9カ所か ら測定試料 く原乳）を採取 し た。 62年度に   

おけ る牛乳中の＝srお よび137cs測定結果を表lに示す。 前年度に比   

べ98srではほとんど変化がない と言え る。 ただ全国の平均値では僅   

かながら，減少の傾向にあ る こ とがわかる。137csでは前年チ ェル ノ   

ブ イリ 原発事故の影響を受けてかな り 汚染濃度が上昇 し たが， 今年   

度は急減し た。 しか し， 大群分の地域で原発事故以前の状態に戻っ   

てはお らず， 今後 しばら く は尾を引 く ものと思われる。 地域別にみ   

る と， ＝srは従来どお り， 北海道が一番高 く， 次いで岩手， 秋田と   

なってお り，福井パ旨川，福岡が低い値を示し た。13Tcs も従来もま地   

域別にみ る とg8srと 同様の傾向を示 し ていたが， 原発事故以来モの   

順位が入れ替わ る こ と が し ば し ばあ っ た。 年間平均値で い う と， 今   

回は若手が一番高 く， 次いで静岡， 北樽遵， 秋田の職であ っ た。 こ   

のよ う な状態は前年も同様で， ソ連原発事故の影響が地域的にかな   

り 差があ っ た こ と が示唆きれた。 そのこ とか ら， 今年も一時的に汚   

染濃度が従来と は連 っ た傾向を示 し た も の と 思われ る。   

（2） 緊急時の測定体制  

今年もひ き つづ き緊急時に備え， 畜試， 北貞＝試， 九■試で測定体   

制を整えて待機 し たが幸い緊急事態は起こ らず， 測定法の改良と測   

定機昔の校正を行う程度で済んだ。 北農試では， 測定者の校正を行   

う 際に飼料と牛乳の137Csを測定 し，バ ック グラ ウ ンド鰭と し た。 そ  
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の結果， やや高い値で乾草が168．2pCi／Kg，牛乳は20．6pCi／£ であ っ  

た。 九農試では， ソ連原発事故で汚染 し た乾草（61年産）と， 非汚  

染乾草（62年産）の乳牛への給与試験を行い， それぞれ牛乳への移  

行圭を検討し た。 その結果， 非汚染乾草給与で1．6pCi／£， 汚染乾  

草給与では10．5pCi／t と い う 値を得た。  

表1 牛乳の98sr，137cs（pCi／セ）  

核 種   98sr（pCi／t）   l＝cs（pCi／ヱ）   

62年5月   62年8月   62年11月  63年2月   62年5月   62年8月  62年11月   63年2月   

北海漣  8．4士0．7   6．2±0．6  19．0±0．8   5．6±0．6  
（3．4±0．3）（4．3士0．3）（2．9±0．2）（4．0±0．3）  （12．9±0．7）（35．1士1．0）（15．8±0．8）（16．1±0．8）  

岩手  
（2．5±0．2）（2．5±0．2）（2．6±0．2）（3．1土0．2）  （4l．4±1．1）（33．6±1．0）（23．1±0．9）（17．0±0．8）  

秋田  13．8±0．7   3．6±0．5   4．8±0．5   2．6±0．4  
（2．0±0．2）（2．1±0．2）（1．7±0．2）（1．4±0．2）  （18．7±0．8）（11．4±0．7） （7．4±0．6）（7．5士0．6）  

福島  9．4土0．7   3．8±0．6   4．1±0．5   2．1±0．5  
（l．0±0．2）（1．3土0．2）（1．1±0．2）（0．9士0．2）  （2．7±0．5）（6．2土0．5）（7．2士0．6）（4．0±0．5）  

茨城  3．2士0．5   2．3±0．5   2．1±0．5   2．1士0．4  
（0．7±0．2〉（1．0±0．2）く0．5±0．1）（0．5±0．1〉  （2．2±0．4）（38．2±1．1） （2．9±0．4）（2．8±0．4）  

静岡  
（1．4土0．2）（1．2±0．2）（l．7±0．2）（l．2±0．2）  （8．1土0．6） （3．6土0．5〉 （14．0±0．7）（21．9±0．9）  

福井  5．7±0．6   3．3±0．6   2．8±0．5   2．4土0．5  
（1．0士0．2）（1．1±0．2）（1．2±0．2）（0．6士0．1）  （2．9±0．5）（30．8士0．9）（6．9±0．6）（3．4±0．6）  

香川  2．8±0．4   2．7士0．5   4．6土0．6   2．0±0．4  
（0．6±0．1）（0．3±0．1）く0．5±0．1）（0．5±0．2）  （1．7±0．4）（13．5±0．7） （5．0±0．5）（1．9±0．4）  

福岡   3．6±0．5   3．3±0．6   1．4±0．5   1．4±0．5  
（0．4±0．2）（0．7±0．2）（1．1±0．2）（0．7±0．2）  （3．6±0．5）（4．2±0．5）（7．0±0．6）（11．6±0．7）  

く ）内は前年同時期の憤   

3． 結語  

前年は， ソ連原発事故に よ る影響が牛乳にも現れ， と く に長寿命   

核種では137csが顕著であ っ た。 その後，経常的に牛乳中の放射能を   

調査す る なかで，137csの減少の し かた，＝srの影響の有無などを検   

討 し た。 その結果1年後には137cs は急減 し，事故前の レ ベル ま でほ   

下が ら なか っ た もののかな り 薄ち着いて き た。 た だ， 汚染の ピ ーク   

時期が地域に よ っ て， ずれてい る と こ ろがあ り， 飼養管理方法， 飼   

料の流通経躇などを今後調査する必要がある。 ＝srについては今年   

もその影響を注意深 く 概察 し たが， 大き こな変化はな く 事故のそれは   

あ ま り 無かっ た ものと思われ る。 ま た， 北農＝試で測定器の校正時に   

測定し た牛乳の137csが多少高めであ っ たが，この原因については 目   

下検討中であ る。 九農＝試の汚染飼料給与試験では， 給与直後に牛乳   

は影響が出は じめ， 7日 日頃から移行土は飽和に達し た。  
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家畜の骨中 9 0 S r濾度調査（19 8 7 年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支鳩  

第2研究室 加藤憲夫、  近山之並  

1 緒  言  

19 5 7 年以来、   

染を 家畜の骨9日S   

析結果では、 家畜   

較的良 く 反映 し て、   

に減少 し て い る。   

の強 い硬組織親和   

そ の 98S r 濃度は、   

は高水準であ る。   

放射性降下物によ る家畜飼養環境の放射能汚  

r濃度の推移から調査している。 これまでの分  

の骨中∈一8S r濃度は、 放射性物質の降下量を比   

ユ 9 6 5 年前後を二頂点と し て、 その後は次第  

しかし、 その長い物理的半減期と Sl一元素自体  

性のために、 現在もなお汚染が持続して お り、   

分析調査開始時の家畜の骨中濃度や人骨よ り  

こ の推移を継続調査するために、 前年度と同様  

に家畜の骨中  9a S r濃度を測定 し た。  

2  調査研究の概要   

（1）材料と 方法  

測定試料は、19 8 7 年3 月から 7 月の間に、北海道内の  

各地から採取 し た馬11例、 午10例の腕前中指骨である。  

湘定方法は試料を乾式灰化し た後、 ジー（2 －エチルへキシ  

ル）－リ ン酸に よ るミ■8Yの溶媒抽出法によ っ た。   

（2）  測定結果  

馬の骨では8．93± 7．34 pCi／g・Ca（表1）、 牛の骨では  

4■27±3・＝ pCi，／g・Ca（表2）であった。これらの億は、前年  

度の平均値（馬：7．73 pCi／g・Ca、 午：5・18 pCi／g・Ca）と同  

程度であっ た。 今年度の試料は比較的高濃度の検体がな  

また、 午では今年度も高齢午から採取できなかった（表2  9
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これは、 午の飼養形態上やむを えないこ と と思われる。  

的推移を見る と、 測定開始年度と ほぼ同水準を維持し  

（図1）。  

3  結  語  

骨の98s r は、19 6 5 年を頂点と し て以後は次第に減少 し て、   

今年度は測定開始年度に近い水準となった。 しかし、現在の環境 

条件が保持される と して も、 野外には まだ比較的高水準の汚染土   

壌が存在するものと考え られる。 また、今年度の採取試料につい   

ては、ソ連原発事故（’86年4月）によると思われる変化は認狩   

られない。 今年度を含むこ こ数年の横ばいの測定値は、今後の汚   

染環境変化を予測す る基準値にな り 得 る もの と 思われる。  
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表1 馬の分析結果（11例）  表 2  牛の分析結果（10 例）  

jF齢  測定偵（pCi／g・Ca）  年齢  測定値（pCi／g・C8）  

11．95±l．29  

4．90土1．16  

2．84士0．68  

2．06士0．74  

l．20士0．65  

1．81土0．58  

6．12土0．96  

2．99土0．71  

2．60士0．48  

3．15土0．77  
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5．98土0．95   

4．72土0．97   

5．02±0．98   

6．49士1．22   

4．87土U．88  

13．39±1．15   

6．80士1．61  

1．40土0．60   

9．25土1．91  

11．78士2．17  

28．56士2．10  

り
U
 
n
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q
U
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
8
 
Q
V
 
 

全体平均   8．93土7．34  全体平均 l．27士3．04  

pCi／g・Ca  

図1 骨中＝S rの年次的推移  
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土 壌 及 こド 米 麦 子 実 の 放 射 能 鋼 査  

農林水産省農業環境技術研究所  

駒村美佐子 結田康一 小山雄生  

1．緒言  

昭和3 2年以来、農耕地（水田・畑作土）土壌及びそこに栽培   

生産された米麦子実を対象に、降下放射性核種による汚染状況と   

それらの経年変化を調査してきたが、今回は90srの謝査結果につ   

き、その概要を報告する。  

2．諦査研究の概要  

（1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全回16ケ所の国公立農業試襲研究機関の特  

定圃場から、それぞれの収穫期に採取された水田・畑作土及び  

そこに栽培された水満と小麦を分析用に調整し供試した。  

土壌は嵐乾紳士 200gを1M中性酢酸アンモニウム抽出法に  

ょり置換慾90sr合音を定量した。また米麦子実については1kg  

をそれぞれ 500℃で灰化後、発煙硝酸法により全，Osr合音の定  

董を行っ た。   

（2）諸査結果  

イ  農耕地土壌  

昭和6 2年度の収穫期に水田及び畑開場よりそれぞれ採取  

した作土中の1M中性酢酸ア ンモニウム抽出法により置換態  

90sr含量を表1、2に示した。またこれらの全国平均の経年  

変化を図1に示 した。  

これらの調査結果から経年変化をみると、両土壌と も昭和  

3 9年をど－クに減少傾向を示している。また、土壌中の置  

換悪90sr合音は著しい地域差が認められ、前報同様日本海側  

～東北日本＞太平洋蘭～西南日本の傾向を維持しているこ と  

が今回も盗め ら れた。  

ロ  米麦子実  

昭和6 2年産水桶（玄米）及び小麦（玄麦）中の90sr合音  

を∵表1、2 に示した。またこれらの全国平均健の経年変化を  

図 2 に示 し た。  

これらの分析結果から、玄米及び玄麦中の90sr含量は土壌  

と同様昭和3 9年をど一クに減少傾向を示している。また地  

域別に比較すると土壌と同様日本海側～東北日本＞太平洋側  

～西南日本の地域差を示した。  

3．結語  

農耕地土壌（水田・畑作土）と米麦子実の90sr汚染は、はば横  
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ぱい～減少傾向を示して推移している。土壌中の90sr含要は、地  

域差が依然と して謎められ、全国平均で水田土壌5mCi／kmZ（  

185MBq・km‾2）、畑土壌7柑Ci／kmZ（259MBq・km‾Z）とかなり  

少ない値であるが、6 2年度の米麦子実への主要な汚染顔は、土  

壌中に残留している90srが扱から吸収されたことによる間接汚染  

と考え られる。  

表1玄麦及び穎作土中の，OSr含量  

昭 和 6 2 年 ま  

拭料 採取地  玄 よ  ■加 作 土  

収覆日  
〆i／lt  甚i∧‡  正i／b壬   

日本海側  札 幌（北海道）  7．26   3．9   ¶   8   

長 円（薪 幕）  6．訪   12．5  200   24   
太平洋側  重 岡（書 手）  T．20   丁．0   109   10   

誉 再（宮 城）  6．23   2．5   49   6   

水 戸く茨 城）  6．25   4．6   封   5   

燕 谷（尊 王）  6．9   5．5   
立 川（某 京）  6．9   2．3   19   
茨 薫（山 梨）  6．4   4．5   15   

山 陽（岡 山）  6．11   2．2   11   

平 均  5．0   63   

衷2 玄米及び水田作土中が■Sr含量  

昭 和 6 2 年 よ  

試料 採取地  玄 米  ●水田作土  

収穫甘  
〆i／t■  〆iル‡  止i／klt   

日本海也 札 抜く北海道）  10．4   0．9   26   
秋 田（秋田）  10．5   1，6   100   
上 越（薪 幸）  g．24   5．S   1刃   19   
野ノ市（石 川）  9．14   1．0   訪   
A 取（」■ 取）  10．3   1．0   

太平洋側  生 田（着 手）  10．1   0．8   21   2   

名 取（富 繊）  10．13   1．0   92   13   
水 戸（天 城）  9．18   0．9   恕   3   

立 川（文 京）  10．14   0．3   
茨 薫（山 梨）  10．S   0．3   4   

羽曳野（大 阪）  10．2   0．5   12   2   

山 陽（岡 山）  11．6   0．4   10   2   

茨蒼野（有 岡）  1（〉．さl   0．2   丁   

平   均  1．1   11   5   

●置換慈，℃r  
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浮 遊 じ ん 放 射 能 の 測 定  

気象庁概測部測候諌  

藤本貞夫土田正夫  

1 緒  言   

気象庁は、1957年以降環境放射能訴査の一環として浮遊じん放射能の観測を   

全国5気象官署（札幌、仙台、東京、大阪、福岡）で実施しており、平常時に   

おいては、毎週中間に一回、核爆発実験後などの異常時には毎日、9時から集   
じん串を用いて試料を採取し、全β線放射能浪度の測定を行っている。   

昭和61年度の論文抄録集に、1984年1月から1987年3月までの浮遊じん放射能   

経年変化について綿査し報告したが、本稿においては、引き続いて1987年4月   

から1988年3月までに得た測定結果について報告する。   

2 調査研究の概要   

（1）試料の採取  

ろ紙式集じん装置によって釣5時間連続して吸引し、吸引パイプの途中  

に装着したセルローズフィルター（東洋ろ紙恥5A）に浮遊じんを吸着させ  

る。空気吸引量は約300汀ど、フィルターの有効径は9．6q丑¢である。   

（2）卸定法  

採取した吸引フィルターを電気炉内で灰化細粉ののち、少量の蒸留水を  

加えて試料皿に移し、赤外線ランプ等で席射加熱して蒸発残留物を試料皿  

底に乾固する。  

放射能の測定は、端慈型GM管を用いて鉛しやへい番申でを測定する。  

（20時間更正値）   

（3）調査結果  

19る7年4月から1988年3月までの間における全β放射能濃度の月別平均  

値を囲1に示す。この期間の平均値は、札幌0．2pCl／d、仙台0．5pC  
i／ポ、東京0．3pCi／d、大阪1．O pCl／正、福岡0．3pCi／ポであり、  
これは、大気中の核爆発実験が行われなくなった1981年以降1985年までの  

平均値とほぼ同レベルである。  

各官署の放射能濃度月別変化をみると、東京、大阪を除きほぼ横ばいの  

傾向にあるが、大阪については夏期に低く冬期に高くなる傾向が読み取れ  

るほか、東京については冬期にピークが現れている。しかし、これが大気  
中の核嬢発実験が行われなくなった1981年以降の季節的な傾向あるいは地  

形的影響によるものか原因は解明できなかった。   

3 結  語   

浮遊じん放射能は、近年横ばいの傾向にある中で、観測値の月別変化をみる   

と各官署の全β放射能濃度に異なった傾向が示されること及び大阪の観測値が   

大きな振幅を示すなどから引き続き調査を重ねる必要がある。  
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囲1 浮 遊 時 じ ん 全 β 放 射 能 濃 度 月 別 変 化  
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日本における大気中の放射性クリプトン濃度  

気象研究所 地球化学研究部  

鈴木款 井上久幸 杉村行美  

大気中の放射性クリプトン（Ⅹr－85）は原子力施設（発電所・核燃料  

再処理工せ）や軍事施設等から放出される。Kr－85 は空気の移流拡  

散に伴って全地球的規模で拡がり、その濃度lざ増加の一途をたどっ  

ている。当研究部では、1979年以降、日本の各地（札幌、仙台、筑  

波、東海村、大阪、福岡）の地表大気中のⅩr－85 の濃度を測定して  

いる。   

表に1979年から1987年までの日本の地表大気中のKr－85濃度の観  

測結果を示した。1979年の日本における平均値は、16．4 pCi／m3で  

あったが、1985年には 23．g pCi／1aまで増加した。 札幌における  

Ⅹr－85濃度の億は他の地点に比べると、毎年高い。特に、1982年に  

は約 3 pCi／㌔高い。日本における大気中のKr－85濃度の増加率は、  

1979年から1980年が 2 pCi／■a，19る0年から1981年が1．3pCi／n3，  

1981年から1982年が 0．6pCi／1さ，1982年から1983年が1．5pCi／■a，  

1983年から1984年が1．7pCi／1a，19も4年から1985年が 0．3pCi／■3，  

1g85年から1986年が 0．3pCi／■a，1986年から1987年が 0．3pCi／13  

と、ここ3年間の増加串は同じである。   

大気中のKr－85濃度は増加の一途をたどっている。この増加が地  

球の生態系にどのような影響を与えるかは、まだ、良くわからない。  

しかし、今後とも、原子力政兼の重要な桂として、研究を継続して  

いく必要がある。今後はさらに、増加の原因を定量的に説明するこ  

とや、トレーサーとしてのⅩr－85の有用性についても、研究が一層  

必要である。  

Concentration of Xr－85in surface airinJapan  

（pci／■a）  
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日本における人工放射性降下物について  

気象研究所 地球化学研究部  

■綾川圭 井上久幸 青山道夫  

1．緒言   

1g57年4月から気象研究所（東京都杉並区∴1980年4月からは筑   

波）で採取した月間降下物について、1‥cs，…srの測定が開銀   

され、1963年より aHの測定が加わり、現在まで継続されている．   

今回は約aO年に及ぷ測定結果について示すとともに、ユHの河川   

水中の濃度についても報告する。  

2．訴査結果の概要  

（1），O sr，1＝cs，aHの経年変化  

1963年から1987年までの年間降下量を国1に示す。この期間  

では1963年に最大値（90sr；19■Ci／kL2，1a7c8；52．3hCi／k■2，  

さH；4．2 Ci／k■Z）を観測している。その後、1967年まで降下  

量は掲載関数的に減少し、それ以降1981年まで一連の中国核実  

験の影響により増減を漁り返している。1980年に行われた第  

26回中国核実験の影響により1981年の降下量は 0．51■Ci／k■2   

（＝sr）及び 0．65■Ci／k12（1＝cs）まで増加したが、その後減  

少を続け、1985年には ＝sr，1aT csともにこの期間での最小  

値となった。一方 3Hは、1981年には 72mCl／k㌔に増加する  

もののほとんど一定であった。  

（2）チェルノブイリ原子力尭t所事故後の観測慈果  

1g86年 4月のソ連チェルノブイリ原発事故の影響で、同年の   

1ユーcsの年間降下土は、19き5年の降下量の約200倍に増加した。  

これに対して aHは、1＝cs の極大がみられた5月前半の降水  

についても、それ以前の億とほとんど変わらなかった。  

（3）河川水中の 3Hの観測結果  

1978年以来、日本の主要26河川（北緯45度～32度）水中の 3H  

濃度を測定している。囲2に1987年までの全河川水についての  

測定値の経年変化をまとめて示した。1978年から1980年はじめ  

にかけて、日本列島上で広い範囲に分布していた測定値が、穣  

実験の影響が少なくなった近年、低いレベルで狭い分布哺に落  

ち着いてきたことがわかる。また、図2中に♯グラフで合わせ  

て示した筑波における降水中の a H濃度の経年変化は、地理的  

に最も近い利根川（●印）と類似している。  
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日本の主要河川水中の人工放射性核種  

気象研究所 地球化学研究部  

＊広瀬勝己 青山道夫 杉村行勇  

1．緒音  

大気圏核実験や原子炉事故などで放出された人工放射性核種は、   

フォールアウトによって地上に降下する。地上に降下した放射性   

核種がその場に長く留まるか、あるいは河川水によって速やかに   

流亡するのかを明らかにすることは、人工放射能の人類等への影   

響を考える上で重要である。 河川の役割を明らかにするため、  

1g78年以来、日本の主要河川水中の人工放射性核種の含量を求め   

てきた。今回は河川水中の137csと＝9，2＝ puの濃度の経年変化、   

及びチェルノブイリ原子力発電所事故の影響について報告する。  

2．調査結果の概要   

1978年から1987年までに採水を行った河川と採水地点を囲1に  

示す。匡12で示すように、  

河川水中の蒋存137cs濃度  

は、測定期間内では、1978  

年に最も高い値（0．6～2．2  

力Bq／丘）を観剤した。その  

後、濃度は減少し、1984年  

10月に、由良川で最も低い  

値（0．0151Bq／超）を観測し  

た。   

チェルノブイリ事故以後、  

固2に示すように、137cs  

濃度の増加がみられた。ま  

た、表1で示すように、チ  

ェルノブイリ事故に由来す  

る、1a●csを各河川で検出  

した。  

図1．1g78－87年までの採水を  

行った主要河川  

表1．チェルノフィリ事故以後の河川水中のセシウム同位体  
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チェルノブイリ原子力発毛所事故に由来する、放射能申の137cs  

／1a4cs放射能此を考慮すると、1986年6月の利根川水中の再存  

1a7csの約gO％が、同年5～6月に降下したチェルノブイリ由来の  
1a7csによって占められていることがわかった。   

溶存プルトニウム、粒子状プルトニウム及び全プルトニウム濃  

度の経年変化を囲3～5に示す。年ごとに、137csと同様に減少  

の横向を示すが、Z＝，ヱ＝ puの場合には、チェルノブイリ事故の  

影響はみられなかった。  
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河川水中の288uぉよび234uについて  

国立衛生試験所  

亀谷勝昭  松村年郎  

1．緒言  

河川水中の2さ8Uおよび之31U濃度は，河川によ りかなり遠いがあ   

ることが明らかとな りつつある。本研究では，日本のおもだった   

河川の之き8Uおよび2さ4U濃度を継続測定している。  

2． 調査研究の概要  

（1）／含折方法 河川水20上中（7）之88Uおよび之さ4Uを一担陽イ オン交  

換樹脂で濃縮分離し，さらに陰イオン交換樹脂を用いて2さ8Uお  

よびZ34Uを分離精製する。：最終的にこれをス テ ン レス板に電着  

し，Si半導体検出器を用いて測定する。  

（2） 測定結果  

2さ8U  

。。i／2。ヱ。。。．£ ごフ冨之さ4㌣さ8u  

O，．04±0．01 0．06±0．01 1．5  

0．09ヒ0．01 0．13±0．01 1．4  

採水年月 日  採水場所  拓
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 
 

旭 川（久世）   

〃 （建都）  

吉井川（嘆津）   

ク （佐伯）  

利根川（水上）   

〃 （高崎）   

〃 （館林）  

那珂川（水戸）  

久慈川（山方）  

61． 8．11  

61． 8．11  

61． 8．12  

61． 8．12  

62．12． 4  

62．12， 3  

62．12． 3  

63． 5．28  

63． 5．28  

0  0  

0  0  

0．16±0．01 0．20±0．01  

0．08tO．01 0．09±0．01  

0．16ヒ0．01 0．20±0．01  

0．06±0．01 0．07±0．01  

0．18±0．01 0．17±0．01  

0．27±0．01 0．28±0．01  

3
 

一
・
・
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

63． 5．29 鮫 川（勿来）  

上記測定結果から明らかなよ うに，河川によ り已き8UおよぴZさ4U   

濃度はかな り異なるよ う な結果を得た。  

3． 結語  

河川水中の之88Uおよび234Uは，河川によ りその濃度が異なるが   

その起因については，今後さ らに検討を加える。  

－31一   



高空にお け る 放射鼻た農の測定  
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国 2  仝β 放射能濃度  

1986年4月 ～1g87年3月 ま での平常時に採取 し て仝 β 放射能測定  

の終了した蓼＝隋について即s r，／∫7c＄＼の放射化学分析をおこ  
な っ た。各空域での年間平均濃度を表1に示し たが前年度分の  

鈷果よ り 減少し ている。  

表1即sr，／37csの平均濃度  

3  枯官  

本其繹間の上層大気中の全 β 放射能濃度は前年度と ほぼ同 じ であ り、  

1986年4月のソ連原発事故の影響はその後あ らわれていない．こ れ  

は、事故時に上空にまで到達した放射性物賞が比較的少なかっ た  

ためと考え られる．また、全β放射能濃度の季節によ る変動も顕  

著でない．これは大気圏内での核実験がな く、成層軍に滞留して  

いる放射性物井が少なくなったためと考えられる．しかし、環境  

放射能汚染監視のため引 き続き調査が必事と考え られ る．  



松葉の放身寸能の月変動  

新潟県衛生公害研究所 諏訪成雄 安達 意 斉藤真一  

新潟県上越保健所  鈴木 修  

1．緒言   

松葉は相模植物として利用されているが、放射能の月変動についてはあまり珊定例がない。モニタリン  

グ結果を評価するうえでは放射能の月変動を把握することも必要と考え137cs等γ線放出株種及び’Osrの  

月変動を錦査した。また、Ca，Srについても併せて鋼査した。  

2．網査研究の概要  

（1） 方法   

柏崎市荒浜で83年11月から，86年11月にかけて松葉を出芽年別に採取した。’84年5月から’85年12  

月までは概ね1月毎に採取した。松葉は約80■cで約48時間乾燥した後、450から500℃で約48時間灰化し、  

r線スベタトロメトリー及び90sr，Ca，Srの分析を行った。  

（2） 結果と考案   

ア ●O K，】37csの月変動  

137cs，40Kは共に出芽期に高く、次第に減少する傾向にあった。出芽耕と出芽一年後の放射能を比べる  

と40Kの場合は70～80％、137csの場合は約30冤に減少しており、137csのほうが減少割合が大きかった。  

同時期の一年葉と二年薫の放射能を比較すると両掠種とも一年葉の方が高く、出芽斯に近いはど一年菓と  

二年薫の善は大きかった。137csの結果は松岡ら1）と異なったが、松岡ら1）に比べて本鞘査の実施時新の  

フォールアウトが少なかったことが原因と思われた。（図1A，B）   

イ Ca，Sr，90srの月変動   

90sr，Ca，Srはいずれも出芽時に低く次第に増加する傾向にあった。叩Srは次年葉が出芽する7月以後に  

急増する傾向が認められた。同時期の一年葉と二年葉の放射能及び安定元素を比較すると、いずれも二年  

葉の方が高かった。（図1C，D，E）   

ウ 7Beの月変動   

出芽期に垣端に低いが、急激に増加し敷か月で二年棄と同レベルになった。（図1F）   

エ 薬指部の影響   

松葉の放射能は葉鞘部の濃度に影響されると言われている1）ので、葉鞠部を除去した場合と除去しない  

場合の放射能を比較した。どちらの鳩舎も叩Sr，Ca，Srの構に大きな羞は経められなかった。137csは’81  

年採取の松葉では薬指部を除去しない場合が高かったが、’85年採取の松葉では善が組められなかった。  

アと同様、，凱年に比べで85年はフォールアウトが少ないためと思われた。（表1）   

3．結語  

137cs及び90srはそれぞれ同族元素と同様の月変動を示しており、一年葉と二年葉の放射能庵比較した  

場合、137csは一年葉、，Osrは二年葉が高かった。137csの結果は松岡ら1）と逆であったが、本桐査の実  

施時斯のフォールアウトが少かったことが原因と思われた。また、松葉を指標植物として利用する場合は  

一年葉、二年葦の区別だけでなく、採取月についても考臆する必要のあることがわかった。   

また、薬指部の影響について検討した結果、13－csは，81年採取の松葉では葉鞍部付きのものが高かっ  

たが、，85年採取の松葉では葉輪郭の有無の差は縫められなかった。このことは、’81年に比べで85年  

のフォールアウトが少ないことが原因と思われた。叩Srの場合は善が経められなかった。   

参考文献 1） 松岡信明 他：弟26固放射化学討論会予稿集，26，124，（1982）．  
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表1松葉の放射能および安定元素濃度に対する葉鞠部の影響  

放射簾（pCi／kg 生）  安定元素（■g／k‘生）  
採取年月日  葉鞘部  

78e   ▲OIく   l＝cs   ▼Osr   Ca   Sr   

181．7．8  有   1500 ±26  61 ±1．6  430±4．2   
無  

1TOO   
1500 ±17  39 ±0．87  380±3．5   2000   14   

1800 ±17  960   8．5  
無  1100 ±13  2400 ±23  7．2±0．68  140±2．6   890   7．6   
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大阪府における環境及び食品中ストロンチエウムー90  

及びセシュウムー137の濃度推移（1982年～1987年）  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村幸子、渡辺功、布清雅子  

1． 緒 言  

チェルノブイリ事故以来、環境及び食品中セシュウムー1㌍（l＝c＄）濃度に対する関   

心が深まっている。そこで、従来科学技術庁の委託により行われていた核種分析調査結   

果より、1962年から1987年（昭和う7年一同82年）迄の期間、大阪府における環境及び食   

品中のストロンチエウムー90（98sr）及び137Csの濃度推移を調査した。  

2． 調∵査 の 概 要  

対象とした試料は、採取場所，採取方法等の変更が少なく継続性のあると思われる降   

下物．原水，蛇口水，原孔，日常食とした。これらの試料は、科学技術庁の依託により   

当所で採取，前処理して元財団法人日本分析研究所，財団法人日本分析センター及び科   

学技術庁放射線医学総合研究所に送付し、それらの機闇が分析を行ったものである。こ   

れらの測定結果は、放射線医学捻合研究所の編集により rR＆dioactiYity Surveyl）ata  

inJapanjで逐次報告されている。この恥．1（196う年）～恥．81（1988年）中から当所採取   

試料の 98Sr及び137Csの測定括果を用いて各種試料の濃度とその年次推移を検討した。  

3． 結 果  

調査期間中、大阪府における上記試料中丙核種濃度は、大半の試料において全田平均   

債より低く、両横種とも1985年迄減少を示した。それらの減少傾向は全国平均値のそれ   

とほぼ同様であった。両核種濃度の減少は大気中核実験の減少，停止によるものである。  

上記試料の内、最も著しい減少を示したのは降下物試料である。降下物中雨模様ほ  

1963年に最大値を示し、その後減少して1985年には 98Srが最大債の1／102～1／103、  

13Tcsが1／10〇～1／104の値を示している［図1，1962，1963年の降下物中両核種濃度ほ   

大阪管区気象台の試料による億；三宅泰男他：日本におけるCs－137，Sr－90の降下、第6   

回環境放射能調研究成果論文抄録集（1964）］。上水（原水、蛇口水）及び食品（原乳、   

日常食）では降下物試料と比べて両横種の減少は小さく1983年の各試料中濃度を1とし   

た比の饉ほ、1985年では降下物試料の102一－103倍であった（図2一－4）。 また、両核   

種が最大濃度を示す時点は、試料により異なることも明かになった。即ち、食品中88sr   

濃度は、降下物試料より仁一2年遅れた時点で最大饉を示し（図2）、上水中l＝Cs濃度   

は、降下物試料より2～3年連れた時点で最大値を示していた（図4）。   

19鋸年にチェルノブイリ事故が起こり、大半の試料に1＝c古漬度の上昇が認められた。   

それらの儲は事故直前の数倍から150倍の債を示したが、この調査の開始当初（196う～  

19純年）と比べると低く、それらの債ほ各試料における過去最大錯の0．2から数％の俵で   

あった。その後l＝Cs濃度ほ減少したが、1987年前半においても多くの試料は事故直前   

の債に戻らず、数年前の濃度レベルにある。  

この報告をするにあたり、科学技術庁原子力安全局防災環境対策室及び日本分析セン   

ター等間係諸機関に謝意を表する。  

本報告の一部は、第47回日本公衆衛生学会（1988，9月．札幌）及び 大阪府立公衆衛   

生研究所所報、公衆衛生編、第加号（19細、9月）で報告した。  
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自然環境γ線、Rn短寿命娘核種濃度および気象要素などの同時連続測定  

島根県虻生公害研究所  

音岡農広  

1．緒言   

自然環境γ線の特性を知り動態を把達することは、その測定データを解釈する場  

合にもっとも重要なことである。すなわち、エネルギースペクトル、方向分布、高  

度分布および気象要素、地象国子などの時間変化を同一場所で長期間連続測定し、  

その測定データを廓析することが必要である。   

自然環境γ線を発生源で大別すると大地γ線、大気γ線、降水γ線に分けること  

ができるが、これを一つの測定者で弁別測定することは非常に困難でありそれぞれ  

の成分別寄与分を求めるためには同一場所における各因子の同時測定データを解析  

する方法が最適と考えられる。そして、このデータ解析方法が確立されることはフ  

ォールアウト調査や原子力発電所などの施設周辺の環墳放射能を監視する場合に有  

効である。  

2．調査研究のせ妻   

研究所敷地内において、自然環境γ線量串、大気中のRn短寿命娘核種濃度、日  

射量、放射収支量、降水量、風速、風向、気温、湿度、土壌含水比などの連続測定  

を行っている。それぞれの測定方法および解析に用いた測定データの選別は以下の  

とおりである。  

（1）自然環境γ線量率（〝R・h‾1）；2′ ¢×2′ NaI（Tl）シンテレ一  

夕を用いて50～3000k eVのγ線をDB放線i串計で瀾定  

（2）Rn短寿命娘核種濃度（B q・m‾3）；大気浮遊塵をミリポアフィルタで  

15分捕集しその後Z n S（Ag）シンチレ一夕で40分計測、R a A，  

R a B，R a Cの放射平衡を仮定して濃度計算  

（3）土壌乾燥度；N aI（Tl）シンチレ一夕と同じ測定ポイントの深さ5cm  

の地中に石膏ブロック電極を埋めてその電気抵抗を滑走、土壌サンプルを採  

取して電気抵抗の温度特性を補正しまた含水比の校正曲線を求め、乾燦土壌  

密度に対する湿潤土壌密度の比として土壌乾煽度を計算  

（4）日射量、放射収支圭（MJ・m‾】）；無電対型の測器で測定  

（5）降水量（mm・b‾1）；0．1mm転倒桝型儒水量計で観測  

（6）風；微風向風速計で観測  

（7）気温（O c）、湿度（％）；白金温度計および毛髪湿度計で観測  

測定値は一時間ごとに求めた。そして、降水および積雪の測定データと照合してそ  

れらが観測されていないときの測定値から日平均値を求めた。1，遷 すなわちγ線量  

串においては大地γ娘と大気γ線とによる線量串である．求めた日平均せの時系列  

を園2に表す。  

3．結領  
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囲2に示した時系列から自然環境γ線i率（発生源は大地γ線と大気γ撮）をみ  

ると、日平均値データにおいてもっとも影響のある田子は土犠乾燥度であることが  

読み取れる。‥．このことは国1に示した両者の相関関係をみるとなお一層明らか  

である。また、Rn短寿命娘核種濃度は風速、日射量、放射収支iなどの影響をう  

けて大きな日変化をするが、γ線の日平均値データにはその影響はあまり顕著には  

表れない。Rn短寿命娘核種濃度の変化を明らかにするためにはこれらの項＝】をも  

っと長期間連続倒定する必要があると考えている。一方、ここでは霹析対象データ  

から除いた降水γ線（降水中のRn短寿命娘核種濃度）についても相当量のデータ  

が得られているがそのバラツキが大きいためもっと測定データを蓄積して簾析する  

予定である。  

参考文献  

1．Hinato，S．：Seasonalvariation of short．－1ived radon daughter act：ivity of  

rain vat．er，Proc．2ndInt．SyTLP．On Nat．uralRadiation Environment  

，Bozbbay，India，（1981），In Press．  

2．Beck，H．L．：TetLPOralvariations of the nat：uralradiation fields，Proc．2nd，  

Int．Synp．on NaturalRadiation EnvironAent，Bonbay，India，（1981）  

，In Press．  

3．吉相広：自羞掴†暮と土抽銅桝，霹2絹‡工学にお肌醜元甜黄銅会≠旨集，182（1988）  

4．8eck，H．L．：The physics of environnentalga”a radiation fields，Proc．2nd．  

Int．Synp．on NaturalRadial：ion ETIVironnent，Houston，（1972），工n  
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居住環境におけるγ線線量率分布の調査研究  

ⅠⅠ．東京都内電車路線での調査  

日 本原子力研究所  

長岡 銭，坂本隆一，堤 正博，斎藤公明、森内 茂   

1．緒言   

従来、環境γ緯線量率の分布調査といえば、主に屋外平坦地での  

自然環境における線量率分布調査のことを示していた。しかし我々  

か生活する環境は屋外平坦地だけではない。生痛時間の約80％は屋  

内で費やされていると言われ、また屋外でも道路や電車など人工環  

境に接している時間は長い。人工環境下では、その地域本来の自然  

（放射線喝）に別の（自然）放射榛原（または適蔽体）を持ち込んだこと  

と同じになり、本来の自然放射線頓に変化かもたらされる。従って、  

現実的な国民線量評価を行なうためには、実際の居住環境における  

放射線頓に関する知識が不可欠である。このような観点から我々は  

ここ数年来、典型的な人工環境と して東京都を対象にγ線線量率分  

布の調査研究を進めて来た。昨年度は都内のγ緯線皇軍分布とその  

特徴について報告したか、今回は都内主要電車路線ての線量率分布  

調査結果について報告する。都市圏では通勤・通学、移動時間が比  

較的長く、またその手投は電車による割合が高いため、集団繚量評  

価上も屋内（性居、オフ ィ ス）に次いで重要な部分てある。  

2．調査研究の概要   

測定はJR（10路線）、私鉄（18路線）、地下鉄（10路繚）について行  

なった。各路線と も基本的に始点から終点まで測定し、隣接県まで  

鍔がる場合には大宮、西船橋、横浜などの主要駅まで測定した。測  

定した距離は延べ約900k mてある。   

測定には3”¢Nat（Tl）シンチ レーション検出器を用いたD B M型  

又はSⅥrIN G型樗帯線量率測定器を使用し、電車内において10、  

60秒の平均線量率を連続的に判定した。ここで宇宙緑緑量率は、3  

Mel’以上の計数宰98cp曲が3．4〟R／hに相当すると して換算した。   

各蕗繚について γ練成分（平均値、最大値、最小値）及び宇宙♯成  

分（平均値）を図1に示す。γ練成分は、JR及び私鉄の平均値か1．3  

、3．0メJR／ノhであるのに対して地下鉄では3．3、5．1〟R／hと高めであ  

った。これはJR及び私鉄が主に郊外（バ、ゾクグラウンドの比較的  

低い関東ローム層、多琴丘陸地城）の地上を走行するのに対して、  

地下鉄ては一般に周辺の土壌よ り放射能濾度の高いコ ンクリート壁  

のトンネル内を走行し、繚源密度、立体角ともにγ線線量率がより  

高くなる要因を有するからである。一方宇宙線成分は、JR及び私  

鉄では地下走行部分の長い新玉川様を除き平均値か 3．0、3．7〟R／h  
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相当てあるのに対して、地下鉄では0．7、 2．0〟Rノh相当で、地上値  

の約レ2、1′′5と低い。これは地面と地下ト ンネルとの間の土やト ン  

ネル構造材により宇宙線の低エネルギー成分が吸収されたためであ  

り、トンネルの探さによって吸収の度合いは異なる。ここに示した  

値は全区間での平均値であり、地下鉄拍緑の地上走行区間を除けば  

この値はさ らに低く なる。  

γ線成分  
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河 川 に お け る137csの 移 行  

日 本 原 子 力 研 究 所  

松 永  武、 天 野  光、 柳 瀬  信 之   

1． 緒 言   

地 表 面 に 蓄 積 し た 放 射 性 核 種 の 移 行 挙 動 を 明 ら か に す  

る こ と を 目 的 に、 河 川 水 中 の137csを 対 象 と し て そ の 濃 度  

レ ベ ル と 輸 送 特 性 に つ い て の 調 査 研 究 を 行 っ た。  

2． 調 査 研 究 の 概 要   

（l） 調 査 地 点   

茨 城 県 の 久 慈 川 の 下 涜（常 陸 太 田 市） に お い て 行 っ た。  

（2） 対 象 核 種  

被 曝 線 量 評 価 上 の 重 要 性 と 測 定 の 容 易 き の 観 点 か ら、  

移 行 挙 動 を 知 る 上 で のト レ ー サ ー と し て137csに 注 目 し た。  

（3） 調 査 方 き去  

晴 天 が 続 い た 平 水 時 お よ び 降 雨 に よ る 増 水 時 の 2 つ の  

条 件 で、 河 川 水 中 の137csを 溶 存 態、 懸 濁 態 に 分 け て 定 量  

し た。 フ ェ ロ シ ア ン 化 コ バ ルト カリ ウ ム 添 書 繊 維 と フ ィ   

ル タ に 約1000上の 河 川 水 を 通 水 し て137csの 捕 集 を 行 っ た。  

（4） 調 査 結 果   

本 調 査 に お け る、 久 慈 川 河 川 水 中 の137csの 濃 度 を 表1、  

2 に 示 す。  ま た、 水 中 濃 度 に 河 川 流 量 を 乗 じ て 求 め た  

河 川 全 体 で の137csの 輸 送 量 を 図1、 2 に 示 す。   

河 川 涜 況 の 観 点 か ら の 特 徴 は、 降 雨 時 に137csの 極 め て   

大 き な 流 出 が 見 い だ さ れ た こ と で あ る。 季 節 的 な 特 徴 と  

し て は、 年 間 で 低 水 位 の 時 期 で あ る11－1月 の 平 水 時 に 水  

中 の137cs濃 度 は 夏 季 の 平 水 時 よ り も 低 か っ た。 形 態 別 に   

は、 降 雨 時 に は、 懸 濁 態 が、 平 水 時 に は 薄 青 態 が そ れ ぞ   

れ 卓 越 し て い た。  
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3． 結 語  

本 調 査 に よ り、 久 慈 川 河 川 水 で の137csの 水 中 濃 度 と  

河 川 全 体 で の 輸 送 量 の 大 要 を 把 握 し た。 こ の 結 果 か ら、  

濃 度、 輸 送 量 は 降 雨 の 有 無 等 の 河 川 の 流 況 に よ り、 最 も  

支 配 さ れ る と 考 え ら れ る。 一 方、  季 節 的 変 動 も 大 き く、  

こ れ は 地 表 面 流 出 量、 地 下 水 流 出 量 の 変 化 と い う 年 間 で  

の 流 況 変 動 に 対 応 す る も の と 推 定 さ れ る。  

蓑1 久慈川河川水中の137cs濃度 一平水時－  （fCi／り  

87／11／14 87／12／04 88／12／10 88／01／09 88／06／01 88／08／10  

薄存態  7．0  3．5  3．0  1．9  2．3  2．5  

懸濁態  1．4  0．8  1．3  0．5  1．8  1．6  

蓑2 久慈川河川水中の137cs濃度  一降雨時－  （fCi／t）  

88／04／14 88／04／15 88／04／16 88／04／17 88／04／18  

溶存態  5．4  1．9  1．6  3．8  5．1  

懸濁態  13．5  5．7  3．8  1．9  1．9  
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図1久慈川に捌ナるセシウムー137の  
輸送量  一平水時－  

4／17 4／18  

図2 久慧川におけるセシウムー137の  
油送量  一陣雨昭一   
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環境中でのトリチウムの動態について  

動力炉・核燃料開発事業団  

片桐裕実，渡辺 均，柱谷秀一，成田 情  

1．緒 言  

動燃事業団においては、大気，雨水，土壌水及び植物中のトリチ  

ウム濃度の関係から環境中でのトリチウムの動態に関する調査研究  

を実施して来ている。  

本法では、トリチウム水について、大気，土壌水等から植物への  

移行についてこれまで得られた結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

（1） 採取及び分離方法  

検討に用いた試料は、  

を用いた。   

イ．大 気：モレキュラー  

シプ，低トリチウム水電  

解セル，パラジウム等か  

らなるサンプリ ング装置  

（図1）により、1週間  

毎にH TO，H Tを分離  

採取し、蒸留した後一定  

量を測定試料とした。  

東海事業所内の定点において採取したもの  

匿】   ワ■‾ 匿］  

6封1 火釣申トリ つ■てン■、サシ′つ′ク弼軌馴  

ロ．雨 水：受水面積 500cn菅の降水   

採取装置により月毎に採取し、蒸留した後一定量を測定試料とした。  

ハ．松 葉：1年目の葉と思われる部分を松から直接採取し、真空凍   

結乾燥機で自由水（T FWT）を乾燥採取後、試料を図2に示す石   

英二重管内において酸素気流中   

650℃で燃焼させ、その燃焼水を   

組織結合水（T B T）として採取   

し、それぞれKMnO一 を加え蒸留し   

た後一定量を測定試料とした。  

三．土 壌：松葉を採取した付近   

において表層5cmの土壌を採取   

し、蒸留した後一定量を測定試   

料とした。  

（2） 測定方法   

低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ（Aloka LSト  

L81）を用い500分測定を実施した。  
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3．結 果  

大気中のHTO及びHTの経年変化を図3に示す。  

大気中のHTOは、大気中の湿分量との相関があり、夏期の多湿   

時期に高く、冬期の乾燥時期に低くなる傾向を有することが知られ   

ているが、1985年からの測定結果においても、同様の傾向を示して   

いる。年間の平均値は殆ど一定で、およそ1pCi／m－（37mBq・m－3）  

であった。   

また、H Tは  

HT Oに見られ  

る様な季節によ  

る大きな変動は  

見られず、年間  

を通してはば一  

定で、HT Oに  

比較して若干高  

い値であった。  

5
．
 
4
 
 
3
 
 
2
 
 

（
一
∈
ヽ
－
U
d
）
噌
 
＃
 
 

1985．   1986  1987 ・   1988   

田3 大気中HTO及びHTの抜年ま化   

大気中トリチウムの変動調査と合わせて実施した松葉及び土壌水  

中のトリチウム濃度測定結果を表1に示す。松葉中の組織自由水に  

ついて、同時期の大気及び土壌との関連を見てみると、若干ではあ  

るが大気及び土  

壌のレベルに比  

較して低いレベ  

ルであった。   

葉の表面で起  

こる大気水蒸気  

との交換反応，  

板から葉への水  

の移動等を考慮  

すると、近い値  

を示すものと考  

蓑1 松葉及び土壌中のトリチウム濃度  
pCl／」  
（さq・▲●t）  

拭 料  錠M  鶴■自由水   
①   ◎   HTO   

松1－1  82， ○  ¢2  150  乙l  llO   
（乙！）  ＝＝＝  ＝い＝   ‖H】   

拉■－2  12． 7  5¢  †80  13  IT   ll  
l乙＝  ‖い＝  （11I   ＝‖l   

松暮－3  12■12    1TO  乙】  llO   tl¢   ll  
＝い‖  ‖い‖  ＝い＝  いい＝   ＝＝＝   

松暮一l  13■ l  1‡0  190  t．！  130  200   lTO  
＝い＝  tT．1〉  ll．1）  t7．1〉   lU‖   

松1－5  轟ユ●  5  llO  230  t．7  22¢   llO   TS  
【い‖  （8．S〉  ‖い＝  ‖‖l   t乙Il   

松薫一l  ¢3■  ¢  11q  25（I  乙】  130  130   13  
（4．t）  （！．】）  （l．8〉  （l」‖   （l．tI   

えられたが、低くなる傾向を示したことは根城の低レベル地下水の  

吸収等の影響があるものと考えられる。   

また、組織結合型水と組織自由水の比については、平均で 2．2と  

いう値であった。同比が1を超えている例はこれまでにも報告され  

ているがり、原因はまだ明確でないため、今後、水素ガス状トリチ  

ウムとの関連も含めて、データの蓄積に努め、機構の解明を図って  
行く必要があると考えられる。  

参考文献  

1）高島良正他；昭和62年虔文部省科研♯ 棟融合特別研究  

「環境トリ チウムの変動測定とその解析J  
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降下物、陸水、海水、土壌および各種食品試料の放射能調査  

㈱ 日本分析センター  

阿部俊彦、樋口英雄、木村敏正、福嶋冶人  

1．緒  口  

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る頒囁試   

料中の放射能調査として、昭和62年度に採取された降下物、陸水、海水、土壌および   

各種食品などの碩填試料について90s rおよび ■3Tc sの核種分析を行ったのでその調   

査結果を報告する。  

2．諷査の概要   

昭和62年度に36都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各種環境試   

料について、昭和62年4月から昭和63年11月までに＝s rおよび ＝7c sの核種   

分析を行った。  

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、  

牛乳、ドライ ミルク、野菜、茶、海産生物などである。  

試料は36都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち、  

㈲日本分析センターに送付されたものである。  

（2）分析方法  

，Os rおよぴ ∫37c sの分析は「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭  

和58年改訂）およぴ「放射性セシウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に  

準じた方法で行った。  

3．調査結果  

昭和6 2年4月から昭和6 3年3月までに採収された試料の試料別の概要を述べる。  

（l）降 ‾F 物  

各県の月間平均降下量の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．002（0．000 ～ 0．008 〉 爪Cl／km2（n＝ 392）  

0．06 （0．00 ～ 0．31） HBq・km▲2  

137c s：0．003（0．000 ～ 0．021） mCl／km2（n＝ 392）  

0．13 （0．00 ～ 0．77） HBq・km▼ク  

（2）浮遊じん  

17県で四半期毎に採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．02 （0．0  ～ 0．05）103 pci／m3（n＝ 53）  

0．001（0．000 － U．002） m8q・m3  

137c s：0．05 （0．0  ～ 0．1）103 pcl／mユ（n＝ 53）  

0．002（0．000 ～ 0．006）mBq・爪‾3  
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（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）は各県で年1～4回、淡水については9県で年1回採取した   

試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

上 水  90s r：8．07（0．01～ 0．17）p肌／ゼ（れ＝ 83）  

2．7 （0．3  ～ 6．2） mBq・ゼ‾■  

‖7c s ニ0．01（0．00 ～ 0．02）pCl／β（n＝ 83）  

0．3 （n．0 ～ 0．8）mBq・ゼ▲‘  

淡 水  gOS r：0．10（0．002～ 0．22）pCl／β（n＝ 9）  

3・6（0・1 

187c s：0．03（0．081～ 0．13）pCl／ゼ（n＝ 9）  

1．1（0．04 ～ 4．8） 爪Bq・ゼ‾1  

（4）海水、海底土  

海水は11県、海底土については12県で年1～2回採取した試料の平均値および   

最小、最大値は次の通りである。  

海 水 ，Os r：0．08（0．07～  8．08）pCj／ゼ   （n＝ ‖）  

2．9（2．6 ～ 3．0）叫q・β【  

－＝c s：0．09「（0．05 ～  0．13）pCl／ゼ   （n＝11）  

3．5 （2．0 ～  4．8） mBq・ゼ‾l  

海底土  gOs r：5 （0  ～ 16 ）pCl／kg乾土（n＝13）  

0．17（0．00 ～  0．58） 8q・kg▼l乾土  

＝Tc s：71 （5  ～ 220 ）pCi／kg乾土（n＝13）  

2．6 （0．18 ～  8．1） Bq・kg‾l乾土  

（5）土  壌  

各県で年1回採取した試料（深さ0～5c皿、5～2 0c皿の2種類を各1試料）の平   

均値および最′ト、最大値は次の通りである。  

0－ 5cn  90s r： 5．9（0．5 ～  27） mCl／kd］2（n＝ 36）  

220 （18 ～1000） HBq・k血‾2  

160 （8 ～ 790） pCl／kg乾土  

6．0（0．3 －  29） Bq・kg▼l乾土  

】3つC s： 29 （1．5 － 110） mCl／k小2（n＝ 36）  

1100 （55 － 3900） HBq・k功▼1  

790 （22 ～ 3300） pCi／kg乾土  

29 （0．8 ～ 128） Bq・kg」l乾土  

5～2 0cIR 98s r：i5 （0．2 ～  49） 爪Cl／km2（n＝ 36）  

570 （9 ～1800）】Bq・km‾2  

130 （2  ～ 440） pCl／kg乾土  

4．9（0．l～ 16） Bq・kg一乾土  

－87 c s： 36 （0．6 － 260） 爪Cl／km2（n＝ 36）  

1300 （23 － 9600）H8q・k爪‾2  

300 （6 ～ 2300） pCi／kg幸乞土  

11（0．2 －  86） Bq・kg‾■乾土  
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（6）日 常 食  

各県で年1～2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：2．8 （0．8  － 6．6 ）  

0．10（0．051～ 0．28）  

4．6 （1．6  －14  ）  

0．17（0．058 ～ 0．51）  

＝7c s：5．5 （0．8  ～ 24  ）  

0．20（0．031～ 0．9）  

2．6 （0．8  －11 ）  

0．10（0．031～ 0．41）  

pCl／人・日（n＝ 67）  

Bq・人‾】・日‾1  

ストロンチウム単位  

8q・（g・Ca）‾■  

PCl／人・日（n＝ 67）  

8q・人‾－・目■一  

セシウム単位  

Bq・（g・K）I  

（7）精  米  

各県で年1－2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の過りである。  

98s r：0．3 （0．0  － 8．7  〉 pCi／kg精米（n＝ 41）  

0．011（0．0000 － 0．026） 8q・kg‾■精米  

7  （0  ～ 20  ） ストロンチウム単位  

0．26 （0．OU  ～ 0．74） 8q・（g・Caトー  

l＝c s：1．1 （0．0  －12  ） pCl／kg精米（n＝ 41）  

0．041（0．0000 ～ 0．44） Bq・kg‾一緒米  

1．2 （0．8  ～12  ） セシウム単位  

0．044（0．0000 ～ 0．44） Bq・（g・K）‾－  

（8）牛乳（原乳．市乳）  

各県で年1－6回採取した試料の平均値および最小、最大せは次の通りである。  

pCi／β（n＝109）  

Bq・β‾■  

ストロンチウム単位  

Rq・（g・Ca）一  

pCi／β（n＝109）  

8q・ゼ‾－  

セシウム単位  

8q・（g・Kトl  

＝s r：1．2 （0．3  ～ 7．5）  

0．044（0．010 － n．28）  

1．1 （0．2  ～ 6．7）  

0．040（0．008 ～ 0．25）  

I＝c s：3．0 （0．4  ～18 ）  

0．11（0．016 ～ 0．66）  

1．9 （0．3  ～11 ）  

0．070（0．010 － 0．42）  

（9）ドライ ミルク  

ドライミルク、スキムミルクは12試料で、その平均値および最小、最大値は次の   

通りである。  

90s r：臥8 （2．2 － 25  ）pCi／k名松乳（n＝12）  

0．33（0．095～ 0．9L4）Bq・kg‾■粉乳  

1．0 （0．6 ～ 2．0 ）ストロンチウム単位  

0．038（0．022 ～  0．074） Bq・（g・Ca）‾一  

13Tc s：62  （16   － 200   〉 pCl／kg粉乳（n＝12）  

2．3 （0．59 ～ 7．6 ）8q・kg‾一粉乳  

6．8 （1．5 ～ 15  ） セシウム単位  

0．25（0．056 －  0．55）Bq・（g・K仁一  
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（10）野  

ダイコン、ホウレンソウについて生産期に合わせ採取した試料の平均値および最小、   

最大値は次の通りである。  

ダイコン  90s r：5．4 （0．2  ～ 48 ）pCi／kg生（n＝ 35）  

0．20 （0．007 ～ 1．8） Bq・kg‾I生  

23  （1  ～ 250 ） ストロンチウム単位  

0．85（0．037 

137c s：0．8 （0．0  ～  5．2） pCl／kg生（n＝ 35）  

0．030（0．000 ～  0．19） Bq・kg‾■生  

0．4 （0．0  ～  2．8） セシウム単位  

0．015（0．0000 ～  0．10） 8q・（g・K）‾l  

ホウレンソウ 90s r：5．6 （0．2  ～ 37 ） pい／kg生（n＝ 37）  

0．21（0．007 ～ 1．4） 的・kg】一生  

9．2 （0，4  ～ 82  ） ストロンチウム単イ立  

0．34 （0．015 ～  3．0） Bq・（g・Ca卜▲  

137c s：1．6 （0．0  ～ 22 ） pCl／kg生（n＝ 37）  

0．059（0．000 －  0．81） 輌・kg‾■生  

0．5 （0．0  －  8．7） セシウム単位  

0．019（0．0000 ～  0．32） Bq・（g・Kトl  

（11）茶  

3県で年1回採取した試料（各2試料）の平均値および最小、最大値は次の通りで   

ある。  

90S r：33  （13   ～ 59 ） pCl／kg精茶（n＝ 6）  

1．2 （0．47 ～  2．2） 8q・kg‾一指茶  

12  （6．0  ～ 22 ） ストt」ンナウム胆位  

0．43（0．23 ～  0．83） Bq・（g・Ca）■  

＝7c s：120  （40   ～ 310 ） pCi／kg精茶（n＝ 6）  

4．5 （1．5  － 12  ） Bq・kg一一指茶  

6．5 （2．1 ～ 17 ） セシウム単位  

0．24（0．076 ～  0．62） Bq・（g・Kトl  

（12）海産生物  

各県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値および最小、最大   

値は次の通りである。  

魚 類  90s r：0．3 （0．0  ～ 1．2 ） pCi／kg生（n二 30）  

0．011（0．000 － 0．045）Bq・kg‾▲生  

0，3 （0．0  － 5．0 ） ストロンチウム単位  

0．011（0．000 ～ 0．18） Bq・（g・Ca仁一  

ー＝c s：5．9 （2．1 ～14  ） pCi／kg生（n＝ 30）  

0．22 （0．079 ～ 0．52） 8q・kg‾■生  

1．6 （0．5  － 3．2 ） セシウム単位  

0．059（0．017 － 0．12） 8q・（g・K）‾l  
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貝 類  90s r：0．3 （0．0  ～ 0．7 ）pCL／kg生（n＝ 9）  

0．011（0．000 － 0．025）8q・kg‾一生  

0．4 （0．0  － 2．0 ） ストロンチウム単位  

0．015（0．000 ～ 0．074）8q・（g・Ca）‾l  

＝7c s：1．7 （0．7  ～ 3．0 ） pCl／kg生（n＝ 9）  

0．063（0．025 － 0．11）的・kg‾一生  

0．6 （0．4  ～ 1．1） セシウム単位  

8q・（g・Kトー  

PCl／kg生（n＝ 8）  

Bq・kg▼l生  

ストロンチウム単位  

Bq・（g・Ca仁一  

pCl／kg生（n＝ 8）  

8q・kg▼一生  

セシウム単位  

～ 0．041）  

～ 2．5 ）  

－ 0．093）  

－ 1．5 ）  

～ 0．056）  

～ 2．5 ）  

～ 0．093）  

～ 0．3 ）  

0．022（0．025  

海藻類  90s r：1．2 （0．5  

0．044（0．019  

1．1 （0．7  

0．041（0．025  

＝7c s：1．5 （0．9  

0．056（0．033  

0．2 （0．1  

0．007（0．0037 ～ 0．011）Bq・（g・K仁一  

（13）淡水魚  

8県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ）の平均値および最小、最大値  

は次の通りである。  

＝s r：18 （2．9 ～ 40 ） pCl／kg生（n＝ 8）  

0．67（0，11～ 1．5）Bq・kg‾】生  

3．3（0．6 － 5．4） ストロンチウム単位  

0．12（0．022 ～ 0．20）8q・（g・Ca）一  

13Tc s：9．8 （3．6 ～ 24 ） pCi／kg生（rl＝ 8）  

0．36（0．13 － 0．89）錮・厘‾‘生  

3．0（1．1 ～ 9．2）セシウム単位  

0．11（0．041～ 0．34）Bq・（g・Kト■  

4．結  

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試   

料中の放射能調査として、昭和62年度に採取され送付をうけた各種環境試料につい丁   

90s rおよび －＝c sの核種分析を行った。   

昭和61年度は、チェルノブイル原子力発電所事故により、多くの試料が影警をうけ、  

l＝c sの放射能濃度が高い憶を示した。昭和62年度の試料別全国平均値を事故前の   

昭和60年度の値と比較すると、ほとんどの試料は事故前のレベルに戻っている。しか   

し、一部の試料（土壌一上層、日常食、ドライミルクおよび茶）では‘”c sの放射能   

濃度がやや高く、事故の影響が残っているためと思われる。  
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Ⅱ環境に閲する調査研究2  

（海洋、廃棄物）   



外洋の解析調査  

放射線医学総合研究所  

長屋 裕、中村 清  

言
 
 

緒
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軌
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の
 
 

き、外洋における人工放射性核種  

海および北太平洋において採取し  
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丸
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 びこれらの近海において  東

海
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量
 
 

分析した。またボ ックスコ  

を採取し、厚さ1′）2 cmの  

つ
分
 
 

よ
 
て
 
 

に
 
し
 
 

一
と
 
 

ラ
片
 
 

ア
切
 
 

て海底  

析した  

3．結果と考察  

図1に表面海水中の濃度を、図2 には海底堆積物中（0～16  

cm）の全量を示す。表面海水中の13Tcs 濃度には地域差がほと  

んどないが、239・ 240Pu 濃度は長江（揚子江）河口沖▼では、他  

の地点よ り 高い値を示している。一方、堆植物中の＝Tcs およ  

ぴZ39・ ＝8pu 全量は北西太平洋外洋の海底堆積物の場合よ り も  

はるかに高い値を示し、水深の浅い大陸棚上でのこれら核種の  

海水からの除去効率の高いこ とを示している。  
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沿岸海域むて村のJ膵折調査  

放射線医学総合研究所  
長屋  硲、鈴木  班  
Ll」村  椚、叫相良一  

1 紺言  
前作肢に引き抗き、臼オ＝巳岸における放射性†亥攫の動向を知  
るために、茨城どい巳岸、瀬戸一月摘などから海洋三式村を集めて  

＝－cs．＝sr．＝9・＝0l）uなどを分析した．現在までに得られた  

結果を柑告する．  
2．銅歪研究の概粟  
茨甘武惧沿岸から、満水、海底1托†罠物、魚耕、秋作研、叩紋兢  
およぴiむ誰を狼めた．瀬戸凸＝稚からは海7kおよびi毎底1仕損物を  
狼めた．海底生坤勿は 45U℃で灰化し、∧Ml）法で－＝c8、発煙   
I椚几娃沌で＝srを、またイ オ ン交換日ミでアルトニウムをそれぞれ  

ケ）離した．＝＝cs およぴ＝srの測定にはガスフローローバック  
グラ ウ ンドカ ウ ン ターを川い、プルトニウムの場合はα線スペ  

クト ルメ ー タ ー を川 いた．  

3．結果  

表lにl昭和6 3隼2J’l採貼の茨城沿岸免震月、表2に炊休耕  
（蛸足餌）、裁3に軟体紬（H類）、衣4に岬鑓糾および裁5  

に海藻机の暮＝cs 此度を示す．他用では筋肉および円山共、咋  
咋の伯とほとんど差がない。秋休耕は蛸足糞力、貝類共にほぼ同  
値であり魚類よりやや低目の怖何である．甘＝錠耕全体の弘踵は  
ェピ、カニ共咋咋肢の旭と変わらない。海藻類では手兵藻＜紅藻  
＜褐凍の順に高い潰腹を示すが、特に目立つ旭は得られなかっ  
た．また表6に沿岸海水中の一＝c8．＝，・＝OPuの分析結巣を示  

す．  

表1．那珂濱一大洗周辺魚用の－‥C5濃度  

（63－2 採集）  

…c8〆i八‡叩t  （■8Vkl－et）  

〓  

±
 
±
 
 
 

さ
 
 イシガレイ 筋肉  

内l筏  

卵  
ヌマガレイ 筋肉  

内相  
マコガレイ 筋肉  

内院  
マトタイ  筋肉  

内良  
ペニカサゴ■】抗内  

内払  

Z．3 ± 0．1  

4．8 土 0．之  

柑．1±1．2  

6．q ± 0．1  

3．丁 ± 0．1  

6，○ 土 0．1  

1．4 ± 0．1  

7．5 ± 0．1  

4．6 ± 0．3  

5．丁 ± 0．1  

～．1± 8．4  
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＋
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■
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｝
 
 
▲
▲
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～
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十
一
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 土  
十
一
■
王
 
 

表2．那珂湊一大洗周辺軟体伽（鈍足頬）のt＝cs濃度  

（62－2 採製）  

■＝Cs pCi／kg▼et  （鵬Vkg▼eり  
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衰3．那珂湊一大洗周辺軟傭朋（貝相）の＝Tcs濃度  

（63－2 採集）  

●＝Cs pCi／kg■e亡  （h8Vkg■e亡）  

3．3 ± 8．Z  （121士  ハマグリ  可愈郡  
コタマガイ   〝  
ワスレガイ   〝  
サラガイ    〝  
モスソガイ   〝  
ホッキガイ   〝  
ホタテガイ   〝  

±
 
土
 
±
 
±
 
±
 
±
 
 

’
‘
 
Z
 
 
▲
q
一
 
〇
 
 
【
■
 
 
l
 
 

2，8 ± 8．Z  

～．4 ± 0．3  

2．9 ± 0．2  

之．丁 ± 仇1  

4．2 ± 0．3  

3．8 ± 軋Z  

表4．那珂湊一大洗周辺甲殻械の＝’cs濃度  

（63－2 採集）  

＝▼cs pci／kg▼et  （■Dq／kg■et）  

8
 
t
9
 
1
V
 
 

土
 
±
 
±
 
 

▲
▼
 
－
．
■
■
 
 
t
O
 
 

サルエビ   全体  
ワタリガニ  全体  
ヒラツメガこ 全体  

3．も ± 0．Z  

5．0 ± 0．Z  

l．0 ± 0．2  

表5．那珂湊一大洗周辺海蔑の＝▼cs濃度  

（62－10 採集）  

＝▼C5PCi／kg▼et  （h8Vkg▼e［）  

アオサ （l景）  

ハリガネ（虹）  

ツノマタ（虹）  

ユナ  （紅）  

オゴノリ（虹）  

アラメ （掲）  

ウミトラノオ（用）  

（108 土10）  

＝削 土 2Z）  

125，土 柑）  

（ユ糾 土 ヱ6）  

（1さ3土11）  

（Hl土 30）  

（H！土 ユ8）  

2．9 ± 0．Z   

8．0 土 0．6  

了．0 ± 0．ら  

l．g ± ロ．T  

4．9 土 0．ユ  

11．g ± 0．8  

1Z．1± 0．8  

表6．沿岸表面海水の分析招集 （t：河口水、●－：底暦水）  

● 
剛1  t。ゼ）－．々｝  

‖は6・5 月  13．T ± 0．T  

12 月  l】．3 ± 0．T  

l引け・7 月   ＝L8 ± 0．6  

7 月   さ．g ± 8．も  

11月  1l．5 ± 8．6  

1（I．4 ± q．5  

19さ6・丁 月   川．1± 0．6  

10 月  1l．1± 8．8  
丁 月■   2．7 ± 0．4  

10 月■   2．5 ± 0．6  

1，8ト 3 月   丁．3 ± 0．5  

ユ 月－  1．ら ± 0．3  

2．5 ± 0．6  

4．5 ±l．0  

Z．1土 0．1  

Z．1土 8．1  

2．1± 0．1  

2．，± 8．～  
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lg8い11月   鳥．3 土 0．8  

‖ 月  】Z．¢ ± 3．1   

1，87・12 月   2．4 ± 0．5  

12 月‥ 11．3 士 0．1  

2．0 土 D．5  

3．1± 0．1  

l．Z ± 0．丁  
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中深層ネクトン．マイクロネクトンの放射能濃度：マリアナ海盆（M）  

水産庁東海区水産研究所  

吉 田 勝 彦  

1．緒言   

B点（放射性固体廃棄物の海洋処分候補海域）周辺海域の放射能調査の第3年目とし   

て、四国海盆（W点）を昭和00年度開洋丸調査海域に予定していたが、本年度の開洋丸   

の運航は北洋海域における漁業資療調査を第一に行うことに決定し、放射能調査航海は   

冬季にのみ可能ということになった。中深層性マイクロネクトンを大書採集するために  

開発したⅩOCネットの操業は、海況の安定した季節にのみ可能であり、冬季の四国海盆   

での操業は、多大な危険を伴うのみならず、調査そのものが不可能になる事も予憩され   

る。そこで、前年度蒼贋丸による生物調査が行われ、B点の深海底における主要生物で   

ある、ホカケダラ属ソコダラ類の生息が明らかになった、マリアナ海域海盆に調査海域   

を変更した。  

2．調査研究の概要  

（1）調査航海：昭和61年1月14日から2月25日まで、東マリアナ海生（12●～13●N，151   

～152●E．）の海域でおこなった。  

（2）試料採集：深度モニターを取りつけたKOCネットによるマイクロネクトンの深度別   

採集、中層トロール網によるネクトン、マイクロネクトンの大書採集  

（3）試料保管：採集生物は全て船上で、種類ごとに分別し、所定の計測を行った後、ポリ   

容器にいれて、－20●c以下で凍結した。  

（4）放射能分析：乾壌、炭化、沃化など所定の前処理を行い、灰化物を鋼喫して、ガンマ   

ー線スペクトロメトリーをおこなった。  

（5）結果   

1．B点の主要種であり分析対象種に選定したマイクロネクトンの大部分は、マリアナ  

海域海盆には生息せず、同者の近縁種におきかわっていることが謎められた。   

2．鉛直約分希書も少なく、分布の下限もB点に比べて約1000鵬浅いことがわかった。   

3．マイクロネクトンの分析結果を表1に、中深層性ネクトンのそれを表2に示した。  

川Coは全ての試料で全く検出されなかったが、－3†cs全ての試料で検出された。   

4．その濃度は1pCi／kg．Het．（0．037Bq・kg‾l）前後から4．8pCi／kg．Het．（0．18Bq・kg  

‾Ⅰ）であり、B点周辺海域に比べて低いレベルである。  

3．結語   

東マリアナ海域海盆は、ビキニ環礁をはじめとするかっての核爆発実験場に近く、北  

赤道海流により直接結ばれていることから、現在でもその影響がとりざたされているが  

少なくとも、魚類にはその影響はみられない。   

次年度は四国海域海盆で調査をおこない、一連の調査研究をひとくぎりとする予定で   

ある。  
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深海性ソコダラ類（ホカケダラ属）の放射能調査：三陸宮古沖海域  

水産庁東海区水産研究所  

吉田勝彦．田端健二  

1．緒言   

前回にひきつづき、放射性固体廃棄物の海洋処分候補海域B点の深海底に生息する、  

深海性ソコダラ類（C．yaquinae）について、その水平、鉛直分布、放射能水準を把握す   

るために調査を行った。  

2．謝査研究の概要  

（1）調査航海：昭和61年5月9日から6月3日まで、三陸宮古沖の大陸棚斜面から水深   

6000Mの深海底までを、主調査域とし、犬吠埼沖の深海底を副調査域として、水産庁   

調査船蒼鷹丸を用いて行った。  

（2）試料採集：前年度までに確立した採集方法である「切り離し方式によるカゴ網法」  

によった。  

（3）試料保管：採集試料は全て、船上で所定の計測（体長、体重など）を行った後、一   

足ずつビニール袋にいれて、－200 c以下で凍結した。  

（4）放射能分析：1．前処理・ソコダラ類の肝臓は極めて油分にとみ、そのままでは、沃   

化できないので、肝臓を含めて内職を取り扱いた全体について、乾燥、炭化、沃化を   

行い分析試料を調整した。2．分析用灰化物の調整は、ソコダラ頚の種類別、体長別に   

おこなった。3．分析・ゲルマニューム半導体検出器による、ガンマー線スぺクトロメ  

トリー  

（5）結果   

1．三陸沖の大陸棚斜面から深海底（6000Il）まで、ホカケダラ属ソコダラ類4種の鉛直  

分布を、はば明らかにした。C．ar帽tuSは、水深3000～4000れC．yaquinaeは5000  

～60001一に、イバラヒゲ、ムネダラは200伽l以探である。   

2．前年度までの調査海域でえられたデータに今回のデータをくわえると、北西太平洋  

における、C．arTAatuS，C．yaquinaeの水平分布もかなり明らかに成りつつある。   

3．放射能分析結果を、表1に示した。】37csはすべての試料から検出された。多少の  

ばらつきがあるものの、体長と137cs濃度とは、一定の相関が有ることが確藷され  

た。また、137cs濃度は、B海域、S点、0点ともはば同レベルであることも明ら  

になった。  

3．結語   

放射性固体廃棄物の海洋処分候補海域B点を中心として、その深海底に生息する海産   

生物のうち、最重要生物であるホカケダラ尾ソコダラ類について、採集法の確立ととも   

に、放射能レベル、水平・鉛直分布が、かなり明らかに成りつつある。  

これらの知見は、放射性固体廃棄物の海洋処分のための基礎資料として、不可欠であ   

るのみならず、深海生物学の発展に寄与するものである。このような認識に立って、調   

査を、継続するつもりである。  

ー61－   
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日 東近海海底土の放射能調査  

東海区水産研究所  

鈴木頴介、抽一重、永原正信  

北海道区水産研究所  

佐藤芳和  

日 大海区水産研究所  

池原宏二、檜山義明  

1．  緒  言  

F近海海産生  
近海城における  

傾向を知る ため  

の
射
海
2
 
 

j
放
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0
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を
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度
 
 

牡
鹿
年
 
 

っ て い る。今  回
 
 結果について報告する。  

2．  調査研究の概要  

海底土の揉取は水産庁の試験  海 揉   丸 ま ず み   九 t 着 船 査 遍  

丸に よ り 内径10 c mま たは 2 0 c  て
 
 

し
 
 

用
 
 

便
 
 

を
 
 

羊
 
 

泥
 
 

桟
 
 

状
 
 

柱
 
 

の
 
 

m
 
 行っ た。試料は、挨取後直ちに凍結 して も ち帰 り、表居よ り 2  

c 爪毎に切断、粒径 2 m m以下の乾燥試料を、オルテ ック社製  

高純度G e 検出器を用いてガンマ ー線スベクト ロメトリ ー に よ  

る核種分析を行っ た。  

3．  結  果  

分析対魚核種は16核種であるが、標準偏差の 3倍を超えて  

有意に検出されたものは 137C s，  207Biの 2核種であ っ た  

。分析結果を表に示す。  

各凍取点と も137C s が着意に検出されている。室爾沖の表  

居のl≡■γC s 濃度は同年に擦取 した留萌沖（昨年度報昔）よ り  

もやや高いが， 207Bi（ま同様に検出されなか っ た。新潟沖（  

佐渡海峡）の表居の 137C s 蓑度はこ こ 3年間はぼ同じ レベル  

である。一方、 207Biはおおむね衰居城に分布しているが、  

最上居に検出されなか っ たのは従来の傾向からみる と やや特異  

的である。東京湾（羽田沖）海底土における 137c s の鉛直分  

布は、表居城に濃度のど－クのある前 2 点と異 り、衰居から 2  

0 へ・2．2 c m居に最大値が認められる。これは似たよ う な鉛直  

プロ フ ァ イ ルを示す相模湾中央部の海底土のど一ク居よ り も更  

に深居に位苦 している。ま たその分布域は 5 4 c mに まで達 し  

ていた。  20T Bi濃度は相模湾及び駿河汚の深海海底土と比較  

する と かな り 低い。  

－63－   



表 近海海底土の核種分新艇撰  （pCi／kg－dry）  
Depth（cl）  WCo  125Sb  137 CS ’・ 0 0－  B
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潔梅底層流の調査  

気象庁将洋気象部  

網野正明．西沢純一，日当智明  

岡田良平，中村辰男，田中 健  

1．緒言   

気象庁では探締底層流の粥査を行っている。前回は，スペクトル  

解析を用いた底層涜の周期変動と渦の関連について稚告した。今回  

は測流データの空間的代表性の確紀のため，2地点で測定した深海  

底層坑の比較結果について述べる。  

2．調査研究の概要   

今回報告する測流システムは，ほぼ東西に約 7．7kmの距離をおい  

て設置された。その位置および流速計の設置層は次のとおりである  

位  置  水深  琉遭計の設置層   
B－12－1 31031．9，N，145050．2’E 6060m  海底上25m，50m   

B－12－2 31031．7，N，145045．3’E 6045M 輯底上25m  

測定期間は1987年 4月26日から同年11月21日まである。   

囲1にB－12－1およぴB－12－2の海底上 25Mの日平均抗  

のスティックダイアグラムを，囲2には両者のベクトル差（B－1  

2－1からB－12－2を引いたもの）を，囲3には両者のベクト  

ル平均流速に対するベクトル差の大ききの割合の時系列を示す。   

大まかに見て両地点間のベクトル平均流速に対するベクトル差の  

大ききの割合は，100Ⅹを超えることも 50‡台以下に収まっているこ  

ともあるが，全期間の約半分で 60‡以下となっている。両地点の流  

れの差と日平均流の変化のパターンとの関連を見ると，6月から 8月  

にかけて見られるような比較的安定した流れが数10日間続くような  

ときに，両地点の流れの差が小さくなっている。7月20日頃，日平  

均流が北寄りから南寄りに変わるときに両地点間の流れの差が大き  

くなっており，これは両者の流れの時間変化の位相がずれている  

（この場合は西側のB－12－2の方が数日早い）ためと考えられ  

る。また，9月以降のように日平均抗が10日以下の短い周斯で変動す  

るときは両地点間の流れの差が大きくなっており，これは両者の位  

相のずれが効いていること，流れの場のスケールそのものが小きく  

なっていることが考えられる。両者の位相のずれは，5月初旬墳は東  

側のB－12－1の方が数日早く，10～11月は逆に西側のB－12  

－2の方が数日早いようである。  

3．結語  

（1）東西に約 7．7km離れた2地点の日平均涜のベクトル差の大きさ   

は全期間の約半分で両地点のベクトル平均流速の 60Ⅹ以下となっ   
ている。  
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（2）一般流が数10日間安定して続くときは両地点の流れの差は小さ   
く，一般流の変動周期が繕いときに差は大きくなる傾向がある。  
（3）両地点間の日平均流の変動には数日の位相のずれが見られるこ   

とがあり，西側が先行する場合と東側が先行する場合とがある。  

■－1a－1■▲】l■  

巴－一山ヽ 珊脛W－ ・■仙山一叫佃仙川軋・… 仰珊瑚研 げ、－し・・『叩』、・れ椚㈲■シー・・   

PIPR H〟  JUN  JUし  礼応  SEP  O〔丁  目OV  

β－12－2■上28m  

±㌣′・′・ル・㌦・－－－・－・・刷一山仙…仙・・ －、椚「間州r♪l‰－「叩W山…・｛ァ脚→－ヮ門ノ・r｝ハ  

」∪し  礪  S【P  ∝T  N（Ⅳ  ▲PR  H劇／  九州  

図1【】－ユ2－1とB－12－2の日平均流のスティックダイヤグラム（粁底上25m）  

h－′も・叫¶叩¶－r・・・－・へ・・・・叫－・・・一一・い・・・減 少r′r・・▼，・、‥叫…－・叫†、、ウふが¶l」・・巧仰山戸、一l  

APR  H山一  JUN  JUし  凡将  SEP  ∝†  仰  

鼠 2 B－12－1とB－12－2との日平均流速のベクトル羞（海底上25，花）  

●．ノ  
ーエー」」＿＿＿－「一一 

・、・◆・ご－：・J  ●一ヽ、 ・・ 
∴．‥ 

APR  H∧Y  JUN  J肌  札6  SEP  OCT  HOY   

臨3 8－12－1と8－12－2のベクトル平均流速に対する両地点のベクトル差の大ささの  

割合の時系列（海底上25仇）  
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北太平洋中♯度地帯における1a7c8濃度  

一鉛直一次元モデルによる検討一  

気象研究所 地球化学研究部  

■青山道夫 広瀬勝己  

1．はじめに  

北太平洋の中緯度地帯で観測きれた1＝cs濃度について、鉛直   

混合過程を季節躍層の深度変化及び鉛直拡散係数で記述した一次   

元モデルを用いて計算された1ユーcs濃度を比較し検討を行った。   

検討の結果、季節躍層の溌度変化が鉛直分布及び表面海水中濃度   

の決定に対し、支配的であることが明らかになった。  

2．鉛直一次元モデルの概要  

（1）基本方程式  

＝ 
∂ t  ∂ Z  

（Ⅹz  ）  
－1C ‥‥‥‥‥‥‥‥ （1）  

ここで、C：放射性セシウム同位体濃度、Kz：鉛直渦拡散  

係数、入：放射犠変定数．   

（1）式を以下の条件で数値的に解くことによってCを求める。  

A t ＝0．01day，A Z＝5m  

（2）境界条件：海面においては、海から大気へは1＝csは出てい  

かず、大気から海へは陸上における降下iに比例する主が入  

るとおく．海底への（堆積物）移行はないものとする。  

（3）Ⅹzの鉛直分布：1gる6年～1987年の期間について1＝csの鉛直  

分布から求められた「表面混合膚内では100 c12／sec以上」を  

使用し、永年躍層以来では 0．3 c㌔／sec（Hicheland Suess，   

1975）～1．3 c■才／8eC（Oeschger et al‥1975）程度のせを使用  

した。  

（4）表面浪合層の深さ：日本海詳データセンターが編集した1950  

年代～1g80年代までの卓球B Tデータファイルから♯度5度  

×経度10度毎に月平均儲を作る。温度勾配が 0．5℃／10mを  

最初に越える深さを表面浪合層の深さとする。  

（5）計算対象海域：北緯30～35虔、東経140～西経120度の海域  

（6）計算期間：1954年1月～19A6年12月  

（7）Inventory の速いによる飼節：北緯30度から北緯35度の海域  

において、酉から東に向かって1＝csinventoryが減少して  

いるので、表1．に示すような係数によって個々の海域での  

inventory の遭いを補正した．この違いを引き起こす主要な  

国子は降水量であると考えられる。  
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表1．The adjustment factor ofinventory  

Area No． 1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  

Long．  ‥145●E：155●E165●Eニ175●E：175●w165●w155－wi145●w135●w125●w  

Factor ：1．0：1．0：1．0．0．9．0．83：0．79 0．7510．73 0．73 0．60  

Note；These factors are calculated from the Cs－137inventory  
reported Boven et al．（1980）．  
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園1．30■H－35－H．140■E－150●Eにおける表面海水中のCs－137  度
 
 

漉
 
 実線：計算されたCs－137表面海水中漫度  

＊：該当海域での観軸値  

3．結果  

得られた計算結果のうち、表面137cs濃度の経年変化について、   

北緯30度から35度、東経140度から150虔の海域（国1）の計算結果   

を示す。  

混合層の深さとして月平均億（1960年～1g79年の平均）を使用し   

た場合は、1g65年～1973年にかけて観測されている「太平洋東部   

では、inventory は西部の60～70％であるが、表面濁度は約2倍」   

という状態を再現できない。  

しかし、実際の浪合層の深さ（生データのない時は Poisson 乱   

数で発生させた混合居の深さ）を使うと、固1に示すように経年   

変化が良く再現できる。同時に鉛直分布についても良く再現でき   

る。  

これらの結果から、季節感層の深度変化が、137csの鉛直分布   

及び表面海水中濁度の決定に対し支配的であることが明らかにな   

った。  
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日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課海洋汚染調査室  

宮本哲司、石井 操、小⇔哲哉  

松本敬三、難波江靖  

1．緒 言  

本調査は、日本近海における海水及び海底上の放射性核種の分布及びその経年変化を明らかに   

することを目的としたもので、海水については昭和34年に、海底土については昭和㈹年に調査を   

開始し、以降毎年継続して実施している。今回は昭和61、62年調査分について報告する。  

2．顔査研究の概要  

試料の採取は海上保安庁水路那並びに各管区海上保安本部が担当し、海水は黒潮域、親潮域、   

日本海の各海域で年4回表面海水を、海底土は沿岸域で年1国表層堆積物を採取している。  

試料の放射能測定は、水路部において放射化学分析法によって行っている。   

分析核種は、海水については13Tcs、90sr、106Ru、及び144ceの小隊樺、海眉土につ   
いては更に60co及び 2汎240puを加えた6核種である。   
昭榔1年の海水及び海底土の放射能測定結果をそれぞれ表1及び表2に、試料採取位置を図1に   

示す。また、昭和62年分については、それぞれ表3、4及び図2に示す。   

海水中の90sr及び137csの海域ことの平均のレベルの拙は、それぞれ0．06～0．10pci／L  
（2．ト3．7恥且－1）、0．13～0．19pCi／川．ト7．触1－1）であり、昭和60年4月のチェルノ   
ブイリ原子力発電所事故以降年後半に、特に日本削）海水の137csで高い儀ガみられたが、62   
年に入り再び元のレベルに戻っている。144ce、及び1肪Ruは低いレベルでありはとんど検   
出されない。   

海底土中の90sr、137cs、144ce、106Ru及び60coは長期的な減少傾向にあり、特   
に144ce、106Ruにおいてその傾向が著しくほとんど検出されない。   

3．結 語   

我が国周辺海域の放射能は、附和帥年に海水の137csで若干のレベルの上昇がみられたが、   
長期的には減少傾向にある。今後も引き続き日本近海における海水及び海底土の人工放射性核種   

を調査し、その分布及び経年変化を把握する。  
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表1  日本近海放射能璃査結果一海水（昭和81年）  

採収位牌  放射能虞庇（pCi／∠）  
・・…  採収納  

棉庇（N）  粁庇（Ⅸ）  137 
sr   cs   10短。  14t。   

照‥僻l囁   

30－55  130一説）  1986．3．4  0．05土0．01  D、09士0．03  0．ひl±0．03  －0．04士0．03   
2  28－00  133一説）  1986．3．11  0．肌土0．01  0．141＿0．03  0．04士0．02  0．02土0．02  
31－59  1：娼－∝）  1986．3．15  0．05士0．01  0．11七0．03  0．05士0．02  －0．01士0．02   

4  ：犯－ 55  130－50  1986．5．19  0．11士0．02  0．12土0．02  0．02士0．03  0．01土0．02   
5  33一（氾  138－01  1986．6．1  0．（冶土0．01  0．17士0．02  0．04士0．02  0．02士0．02   
6  32－00  133－40  1986．6．5  0．腸土0．02  0．17土0．03  0．04士0．03  0．03士0，03   
7  27－04  126－02  1986．8．12  0．07土0．01  0．14上0．02  0．04±0．01  0．00士0．02   
8  26－ 24  128－19  1986．8．13  0．09士0．01  0．16土0．02  0．03土0．02  0．（氾士0．02   
9  29－50  131－10  1986．8．19  0．10士0．01  0．13士0．03  0．03士0．02  0．01士0．02   
10  31－30  138－00  1986．8．23  0．08土0．01  0．14ニヒ0．03  0．03士0．02  0．02土0．03   

28－40  133－40  1986．8．27  0．07士0．01  0．10上0．03  0．03士0．02  0．03士0，02   
12  30－55  1こ犯－50  19鮎．11．14  0．08士0．0ユ  0．09上0．03  0．00士0．02  0．00上0，01   
13  27－34  126－16  1986．11．18  0．09士0．01  0．12士0．02  0．鋸士0．02  0．00士0．02   
14  26－23  128－21  1986．11．19  0．07士0．01  0．10士0．02  0．05士0．02  0．02土0．02   

平均     0．（冶   0．13   0．03   0．01   

毘潮境   

15  38－20  142－〔氾  1986．3．14  0．（光士0．01  0．09士0．03  0．ひl上0，03  －0．01士0．02   
16  42－20  144－（濾  1986．3．16  0．07土0．02  0．14土0．04  0．01土0．02  －0．02土0．02   
43－03  145－56  1986．4．12  0．06土0．01  0．06土0．02  0．06士0．03  0．01ニヒ0．02   

18  40－ 31  1′18－30  1986．4．13  0．03士0．01  0．04土0．02  0．04土0．03  －0．02士0．02   
19  37－00  1／15－ 20  1986．5．13  0．胆士0．01  0．23士0．03  0．（裕士0．02  0．00士0．03   
20  38－20  142－∝）  1986．5．13  0．07士0．01  0．14士0．02  0．10士0．03  －0．01土0．02   
21  こ強一15  141－51  1986．6．4  0．07土0．01  0．24土0▲02  0．〔冶士0，02  0．02七0．02   
22  38－20  142－00  1986．8．13  0．07士0．Ol  0．23土0．03  0．朗土0．02  0．00士0．02   
23  こカー20  1′15－㈹  1986．8，13  0．08士0．01  0．18土0．03  0．ひ1土0．02  0．04ニヒ0．02   
24  37－ 59  141－：弟  19鮎．11．6  0．07士0．01  0．11士0．03  0．ひ1士0．02  0．01±0．01   
25  こ光一00  1朝一00  1986．11．6  0．07上0．02  0．14土0．03  0．01士0，02  0．01土0．02   

平均     0．07   0．15   0．05   0．00   

し】本侮   

26  37－こ犯  1：娼－（カ  1986．3．2  0．㈹上0．02  0．1l．ヒ0．03  0．∝）士0．03  0．∝）上0．02   
27  37一こう0  1封－20  19鮎．3．6  0．05七0．01  0．10上0．03  0．01土0．03  0．00土0．02   
28  罰i－（氾  135－：犯  1986．3．6  0．鋸土0．01  0．14ニヒ0．02  0．02士0．03  －0．02士0．02   
29  41－18  139－（刀  19毒強．3．14  0．03士0．01  0．13土0．02  0．03士0．02  0．02ニヒ0．02   
：犯  42－30  138－00  19鉱，3．14  0．（村上0．01  0．10七0．02  －0．02士0．03  0，00士0．03   
31  36－00  135－こ犯  1淡姑．5．14  0．】2上0．02  0，15ヒ0．03  0．15士0，02  0．朗士0．02   
32  37－30  1封－20  19鮎．5．16  0．㈹上0．02  0，16上0．03  0．02士0．02  －0．02士0．02   
33  37－：犯  138－00  19鮎．8．18  0．10上0．02  0．17上0．03  0．02士0．02  0．00土0．01   
34  39－02  135－58  1986．8．19  0．00士0，01  0．23ヒ0．03  0．（裕士0．02  0．05土0．02   
35  41－18  139－（M  19鮎，8．25  0．09士0．01  0．32と0．03  0．02士0．02  0．07士0．02   
36  42－30  1こ侶－00  19と泌．8．26  0．07士0．01  0．2t）土0．03  0．05士0．02  0．03士0．02   
37  封－25  130－10  l（娼6．9．4  0．08土0．01  0，13上0．02  0．02士0．02  0．02土0．02   
38  34‾10  129－50  1986．9．4  0．鴎士0．01  0．13上0．03  0，αl土0．02  0．01士0．02   
39  34－00  129－：与0  1986．9，4  0，膿士0．01  0．17上0．03  0．ひl土0．02  0．10上0．03   
40  33－40  129－50  19鮎．9．4  0，騰士0．01  0．12上0．03  0，02土0．02  －0．01士0．02   
41  36－00  135－30  19鮎．1l．17  0．（光上0．01  0．12上0．02  0．01ヒ0．02  0．02士0．02   
42  41－17  139－00  198（；．11．18  0．07士0，0ユ  0．王道±0．（M  0．02士0．02  D．03士0．02   
43  42－30  1こ弱－01  柑と娼．11．19  0．10士0．01  0．32上0．03  0．01土0．02  0．01上0．02   
44  37－30  l封－20  19鮎．11．20  0．礪上0．01  0．21上0．（迫  0．01土0．02  0．00上0．01   

平均     0．10   0．19   0．03   0．02   
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表2  日本近海放射能規査結果一海底土（昭和61年）  

抹咽位l〟  
．拭Ilれり  

相性（N）  鼻羊性（l＝  sr  13t8  6℃。  10㌔．l  14℃e   

ロ  こi5－31て  13tト52．4  lリ鮎．3．8  2こi  3l1＿2  10．9上0．6  91l＿3  2．リ，LO．2  0」二2  2上 9   
2  ：鳩－25．7  141－2日．9  19鮎．4．10  35  53＿t二3  2．5tO．1  9Gヒ3  3．卜lこ0．2  3七1  15土11   
3  35－35．0  135－20．0  l亡）鋸．7．16  53  23t二2  2．3上0．1  98．し3  l．5土0．2  3上1  6土 6   
ロ  37－57．0  139－02．0  19鮎．8．18  22  11上1  ト2土0．1  49上2  4．6：ヒ0．3  10土2  －6土 6   
5  31－30．0  130－：弛．0  1（）恥8．18  200  4：う士5  5．6⊥0．2  29七2  1．0土0．3  －1土2  5上 6   
6  35－3l．0  13～ト52．0  19既；．8．25  22  1Il上7  20．1土1．0  60こL6  3．8土03  2士2  －4上 5   
43－1こi．0  1ノl卜11，0  19鮎．8．27  22  遡上3  0．7丁上0．1  13リ」二4  08上0．2  7士2  10土 6   

8  3ノl－13．l  132－18．6  1986．9．18  18  22し2  2．4上0．5  102」：3  l．1上0．2  2土2  6士 5   
9  34一朝．0  136－40．8  1鮎．10．2l  32  朝上3  6．1土0．6  145上3  2．4上0．2  1上1  4士 5   
10  34－2S．4  135－07．3  1986．10．2／1  31  2／l士2  2．0土0．2  85土3  3．0士0．2  6土2  6士 5   

平均      4l   5．4   89  2．4   3  

図1   日本近海放射能摘査試料採取点及び試料番号（昭和61年）  
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表3  日本近海放射能隕査結果一海水（昭和82年）  

採 取 位 ■  放 射 能 ■ 度（PCけL）  

さ弓】  
採取年朋 

（り  90sr  13Tcs  108Ru  144ce   

山  30－44  13ト46  1987．3．9  0．04±0．01  0．10±0．02  0．05±0．02  0．04±0．04   
2  3ト00  133－30  1987．3．10  0．07±0．02  0．14±0．03  0．03±0．02  0．01±0．03   
3  30－20  138－00  1987．3．13  0．04±0．01  0．18±0．03  0．02±0．03  0．04±0．03   
4  28－00  13ユー㈹  1g87．5．川  ¢．11±0．01  0．15±0．03  0．02±0．03  0．02±0．02   
5  32－30  133－40  1987．5．16  0．06±0．01  0．16±0．03  0．¢2±0．02  0．08±0．03   
6  30－55  130－50  1987．5．18  0，05±0．01  0．14±0．02  0．02±0．03  0．02±0．02   
7  27－02  126－03  1987．8．3  0．03±0．01  0．12±0．02  0．03±0．02  0．01±0．02   
8  26－22  128－19  198丁．8．4  0．05±0．01  0．14±○，03  0．04±0．02  0．01±0．03   
9  31－30  138－00  1g8丁．8．2丁  0．06±0．01  0．13±0．02  0．01±0．02  0．05±0．02   
10  2g－00  133－40  198丁．8．29  0．05±0．01  0．15±0．02  0．01±0．02  0．04±0．02   
皿  30－20  13ト45  1987．g．26  0．04±0．01  0．13±0．02  0．00±0．02  0．04±0．02   
12  3ト00  133一㈹  198丁．10．31  0．07±0．01  0．18±0．02  0．01±0．01  0．05±0．02   
13  3ト00  138－00  198丁．11．3  ○，04±0．01  0．09±0．02  0．01±0．01  0．06±0．02   
14  30－55  130－50  1987．11．25  0．08±0．01  0．15±0．02  0．02±0．01  0．05±0．01   
15  2ト38  126一日  1987．12．14  0．05±0．01  0．12±0．02  0．02±0．02  0．01±0．01   
16  26－26  128－18  198丁．12．16  0．08±0．01  0．02±0．02  0．02±0．01  0．02±0．01   

平 均     0．06   0．13   0．02   0．03   

」■L ■∴■   

17  38－20  14ト50  19即．3．13  0．06±0．02  0．14±0．03  0．03±0．02  0．06±0．04   
18  38－20  114－○（）  1g8丁．3．13  0．08±0．02  0．16±0．03  0．02±0．02  0．06±0．04   
19  42－44  1ヰ5．14  1987．4．25  0．04±8．01  0．15±0．03  0．01±0．03  0．02±0．02   
20  42－30  147－30  198丁．4．26  0．05±0．01  0．12±0．03  0．02±0．03  0．0丁±0．03   
21  38－20  142．00  1987．5．19  0．04±0．01  0．15±0．03  0．00±0一02  0．04±0．02   
22  3さ一20  145－00  1987．5．20  0．08±0．01  0．14±0．02  0．01±0．02  0．02±0．02   
23  3ト40  14ト20  1g87．8．30  0．06±0．01  0．14±0．02  0．00±0．03  0．02±0．02   
24  37－40  14l－30  1987．8．30  0．03±0．01  0．11±0．02  0．¢1±0．02  0．05±0．02   
25  38－1（）  14ト09  19即，9．30  0．05±0．01  0．川±0．02  0．00±0．01  0．01±0．02   
26  38－20  145－00  1987．12．10  0．08±0．01  0．18±0．02  0．02±0．01  0．旧±0．01   
27  38－20  川2－00  1g8丁．12．1（〉  0．09±0．01  0．12±0．02  0．02±¢．01  0．02±0．01   
28  4ト00  144－30  198r．12．19  0．08±0．01  0．用±0．02  0．01±0．01  0．03±0．01   

平 均     0．0名   0．＝   0．01   0．0ヰ   

臼  海   
29  4ト18  139－01  1987．ユ．用  0．08±0．01  0．24±0．03  0．05±0．03  0．08±0．03   
30  3ト30  138一00  1987．3．17  0．08±0．01  0．14±0．03  0．0 ±0．03  0．03±0．03   
31  38－5丁  136－8g  1987．3．1丁  0．08±0．02  0．18±0．03  0．83±0．04  0．05±0．旧   
32  36－00  135－30  1987．5．6  0．06±0．01  0，12±0．03  0．0 ±0．02  0．08±0．03   
33  3ト30  13ト20  1987．5．7  0．03±0．02  0．1（）±0．03  0．03±0．03  0．鋸±0．08   
34  41－18  139－52  1987．5．16  0．04±0．02  0．09±0．03  0．03±0．02  0．03±0．03   
35  42－30  138－00  1g8丁．5．1丁  0．掴±0．01  0．21±0．03  0．00±0．03  0．01±0．02   
36  4ト1丁  139－52  1g8丁．丁．30  0．02±0．01  0．16±0一02  0．01±0．03  0．02±0．02   
37  42－30  138－00  1987．7．31  0．08±0．01  0．16±0．02  0．04±0．03  0．02±0．02   
38  3ト30  138－00  198丁．8．17  0．0丁±0．02  0．16±0．03  0．03±0．03  0．02±0．02   
39  39－00  136－00  198γ．8．17  0．07±0．02  0．18±0．02  0．02±0．04  0．01±0．02   
40  34－25  13（ト川  1g8丁．9．4  0，03±0．02  0．10±0．02  0．02±0．02  0．03±0．02   
41  34－10  129－50  用87．9．4  0．06±0．01  0．14±0．02  0．01±0．02  0．04±0．02   
42  34－00  129－30  柑87．9．4  0．05±0．馴  0．07±0．03  0．01±0．02  0．04±0．02   
43  33－40  129－50  1g8丁．g．4  0．08±0．02  0．14±0．03  0．01±0．02  0．㈹±0．02   
44  42－30  138－00  198丁．11．10  0．06±0．01  0．1丁±0．03  0．03±0．01  0．04±0．01   
45  41－15  140一00  1987．11．11  0．05±0．01  0．1丁±0．03  0．02±0．02  0．02±0．01   
46   38－80  135－30  1987．11．15  0．06±0．01  0．12±0．02  0．囲±0．01  0．05±0．02   
47  39－40   139－00  1987．12．18  0．06±0．01  0．16±0．03  0．01±0．01  0．04±0．02   
48   39－40   13ト00  19即．12．18  0．09±0．02  0．15±0．03  0．01±0．02  0．01±0．01   

平 均     0．08   0．15   0．02   0．04   
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表4 日本近海放射能綱套結果一海丘土（昭和62年）  

試料  水深  放 射 能 濃 度（PCi／極一転土）  

番号   採取年月日   （■）  137cs   60co   川6Ru  …ce   
ロ  35－31．0  139－52．5  1987．3．9  田  56±2  2．2±0．3  104±5  1．8±0．4  12±6  13±8   
2  35－35．  135－20．  用87，7．9  田  39±2  2．5±0．1  97±4  0．9±0．2  3±4  －7±5   
3  43－10．4  14ト12．5  1987．8．4  田  14±1  0．5±0．1  44‡7  0．7±0．2  丁±4  5±5   
4  37－58．9  139－02．0  198丁．8．13  28  6±1  0．5±0．1  8±4  0．1±0．2  －2±4  25±6   
5  34－13．0  132－18．6  198丁．9．18  田  1g±1  1．0±0．1  15±3  2，¢±0．4  1±4  10±5   
6  35－31．8  139－52．5  1g即．9．22  田  81±3  1．丁±0．2  g7±4  1．4±0．ヰ  2±3  2±5   
7  38－Og．9  141－08．9  1987．g．30  32  38±2  0．8±0．1  68±ユ  0．＄±0．2  6±3  －1±5   
8  31－2g．4  柑○－40．2  1987．9．30  田  15土1  3．1±0．2  85±3  1．1±0．2  －3±3  5±5   
9  34－25．3  135－07．3  1g87，11．2¢  30  29±1  1．0±0．1  77±3  1．4±0．2  2±4  1±4   
10  34－50．2136－41．1   1g87．11．28  25   64±3  5．9±0．3  16丁±4  2，2±0．4  －4±2  6±4   

平 均      田   1．9   76   1．3   6   

国2  日本近海放射能■査試料採取点及び試料番号（昭和62年）  
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放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に伴なう  

海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課海洋汚染調査室  

宮本哲司、石特 撰、小片哲哉  

松本敬三、難波江鰯  

1．緒 言  

本調査は、放射性固体薦棄物の試験的海洋処分に先立ち、処分候補海域の放射能バックグラン   

ドを把握することを目的としている。  

海上保安庁では、昭和47～49年度にA，B，C．Dの4海域、52～55年鹿にA．Bの2海域、   

56～5る年度はB海域、更に59年鹿からはB海域及びその周辺海域において海水・海底土の放射能   

調査を実施した。  

今回の報告は、昭和60及び61年廣の放射能測定結果をとりまとめたものである。  

2．調査研究の概要  

試料の採取は、海上保安庁所属測量船「昭洋」により実施した。  

採取した試料は水路那において放射化学分析により放射能測定を行った。分析核種は、海水は  

137cs、舗sr、60coの3核種、海底土については更に239，240puを加えた4核種である。  
試料採取位匿は両年度分を併せて図1に示す。昭和80年度の海水・海底土の放射能測定結果を   

それぞれ表1及び表2に、昭和61年度についてはそれぞれ表3及び衰4に示す。また、B海域に   

おける海底土表層（0～2cn）中の各核種の放射能濃度平均の経年変化を、測定された濃度範囲と   

ともに図2に示す。   

B海域における海水の鮒sr、137csは、表層（表面～5伽）ではほぼ一一定であり、中層（500   
～15鉛P）で急激に減少し、庶層（150伽～海底）では表層の1／20から1／100の一定のレベルとなっ   

ている。これらの鉛直分布の傾向を他の海域と比較すると、北方の親潮流域の測点では、表層の   

レベルがB海域に比べ低く、表層厚も削＼。一方、西方及び南方の測点ではほぼ同様の鉛直分布   

となっている。60coは非常に伽、レベルであり、いすれの試料からも検出されていない。   
B海域における海底土表層（0～2cれ）の239・240pu、00sr、60coは～6pCi／kg（0．28qkg－1）堀   

土であり、これらに比較して137csは～28pCi／kg（1．08qkg－1卜酎と高い値を示している。他   
の海域との比較では、北方の測点で高い傾向があり、西方及び南方ではB海域と同様のレベルと   

なっている。また、各核種の経年変化を見ると、変動しながらも横ばいないし減少傾向を示して   

いたが、1舗6年は比較的高い値が測定されている（図2）。  

3．結 語  

今後も引き続き、B海域及びその間辺海域において海水及び海底土中の人工放射性核種の調査   

を実施し、その立体分布及び経年変動を把握する。  
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衰1  北太平洋西部海域の放射熊加重繕果一滝水（昭和80年）  

lIム  托  t （傭  r（  技■杵ノ】U        塩   分  
轟り  抑止（N）  押度（E）  lll   I■   ℃  Sr   C■   Co  

29－S9  ‖柑   2瓜89   ユ▲丁9l  100 士3  12～ 土5  ーl．1士l．l  

500   ＝‖＝   3▲引‖   9‘ 土1   102 土1  －8T士l．l  

丁50   丁．09   ）▲231   22 士l   ■9士19   1－1土1．l  

l．250   135   ユ▲438   15士85   i8士l．0  －81士0月  

乙02（】   之03   3160‘   之2士01   ＆S土l．8   ql士（川  

1Sら○   l．53   8▲682   1．1土8l  之2±OJ   吐S士瓜l  

l．0IO   1．5S   ユ▲185  11±18   nl士OJ  

29－59  l00   1邑‘i   a▲さ12  ‖士ユ                                  121 士4  －1．1土瓜†  

110   l▲30   ユー509   95 士2  109 士さ   81士l．l  

引柑   805   1▲160   47 士l   16 士3   ll土色I  

1．1仙   115   ユ▲lll   lt 士1   ■l士L3   1，2土¢l  

t．1引〉   之1丁   1▲S5丁   丘l士OJ   一丁士Lき   15士0止  

1920   11丁   ‡▲‘8l   19士8ら   ll士1．1  －ql土■l  

丘130   l．8‘   3▲●10   lO士■5  ▲9士l．l   l・○士叫  

▲22（I   1．‘，   3▲T00  15士1．1   江2士8‘  

39－S8   100   809   3▲03丁  引I土2  朗l±†   l．1士】．4  

500   ま8丁   31990   3S 士1   ＝已：土）  －n6±n9  

丁50   118   ユ▲125   21 士l   丁．8士l．6  －8ユ±l．0  

l．250   之5l   3▲122   11±OJ   ▲5士dl   吐l土8J  

ま00（I   l．95   ）▲Sll   18士nl   11士l．0  一山＝＝川  

lO（川   l．16   3168i   4－1士nl   之l±1．0  －0．5士nl  

ま260   l．59   封＝沌1   乙7士0．S   88士08   00土α6   

衰2   北太平洋西節海域の放射能璃王権果一鴻底土（昭和餌年）  

l■点  此  劇  t  ■  鷹 （pCi／l■一札土）  

事り   正≠叶・ノ1日  永 ＃ （■）  山一司けJ く∩■）  90   13†   
60   

Pll  Sr  C事  Co   

門－S且1  ○・－ 2   11士01   之1士81   20士1   1．ユ士－‖  

2－5   l．9±Oj   l一○土吐1   一息土1   l2士Oj  

5－8   l．2士qj   l1士＆l   丁士l   15士0ほ  

8 －1】   8丁士8＝   87士」L   ‘土1   01土色2  

27－S9．‘   0・－ 2   まl土色l   l‘士8l   12土l   l．0土色2   

i  29－318  11‘－ユー1  198iT．1丁  邑OTO   ○－ 2   ll士Il   之6士瓜l   tl士l   89士13   

l  29－581  14‘－119  198iT．tT  丘2TO   0・－ 2   lO土n3   1．9士αl   21土2   88土■2   

29－59．8  ○・－ 2   え1士■2   1．8士01   ㌢土2   lT士■i  

2－ 5   1－I士OJ   l．T士nl   S士1   82士■2  

5 － 8   耶‖‖‖   ■9士0．1   ‘士l   81±■2  

8－11   且l士α1   仇丁±81   l±2   色○±■2  

8   32一別畑   ○・－ 2  l0．2土¢I   丁．〇土¢1   T6士3   10士83   

）5－Oi7  丘l士8l   ∬d：2   之8士nき  

2－ 5   丁．0土皿ら   ll土0l   引上土2   12土83  

5・－ 8   tO士α1   l．5士nl   20土2   l．0士■2  

8－11   l．9士82   α丁士0l   丁士l   α2土色2  

㍍－29†   ○・－ ‡  ユi3土之4   2▲2士瓜2   181士き   良一±8J  

40－080  14了一○之5  t98且 丁．23  ゝ2†○   ○－ 2  ll†土l．0   l之l士12   121士1   11土色3  

2－ 5   ま2士Il   t9±Ol   51土2   1．4士qほ  

S・－ 8   t3土色4   15士01   引上土2   山＝‖H  

8－11   l，○士吼2   仇8士8t   丁士l   αl士82   

● 半句   Il  
lT  59  之l  

（il）  （lT〉  くIl）  ・裁蠣（l－2一）の♀均■  
（）和1B～tの慮｝のみの平均■  
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裏3   北大平井西節＊域の放射能n董結果一海水（昭和61年）  

瓢点 書号  採 取 拉 ■   採取年月日  水疾 （M）  と▼l≧■l （M）  水温 （℃）  実用塩分   
放射能暮農（pCり1000～）  

ヰ度（N）  軋（℃）  sr  脚 ・・・   

口  
・－1l．30  100  2士3   

240   

490  5．29  34．269  21 士l  封 ±2  a5 士l．8  
750  3．83  34．316  ＆8士05  18 士1  －0－1士1，0  
990  2．97  34．402  4．0土0．3  9．5士0．7  0．6 土0．8  
l．240  2．56  錮．465  2．5土0．4  3．2土0．7  －0．ら士 0．6  
l．470  2．24  34．563  1．3士0．3  2．9±0．6  0，1士 0．6  
1．9gO   l．90  34．593  2．1士03  1．4±0．6  －05 士 0．6  
3．990   l48  34，805  2．8士0，3  1－6士0．6  －8．2 ± 0．6  
5．550   1．56  34．703  l．2士03  1．1士0．7  0．4 士0て  
5．640   1．6ユ  34．694  l．9士0，3  24±07  04 土 0－6  

1  

・－124  110  20，37  34780  61 士l  127 士3  －0Z 士l．4  
250  1675  34．771  63 上1  126 土3  01士l－6  
490  1l．48  34－469  51 士1  113 土3  0．2 土l．6  
760   569  34．193  24 士l  54 土2  0－9±1．0  
1．020  397  34．330  12 士0．4  29 ±l  0．4士06  
1，270  3．12  34．433  3．2士0．3  6．0土0．8  －0．2 土0．6  
l．520  2．61  34．506  2．7士0．2  3．5土0．8  －0．3士0．6  
l－990  2．03  3」l．596  2．0±0．3  3．0士0．7  
4，030  ±0丁   

6．130   

6．220   l70  34．695  1，9士0．3  14 土1  －0．8土0．6  

6   

・－12．8  

100  1913  34．824  47 土1  128 七3   －0．4士1．5       250  16．31  34．74丁  70 土1  121土3   0．6土1．4  
500  11．26  34．丁50  51 士1  110 土3  －l．2士1．4  
丁50  5．46  34．142  24 土l  50 土2   0．4士1．0  
l．010  3、48  34．354  9．4±0．3  29 土1  －0．8土0．7  
l．250  3．12  34．434  1．5±0．2  3．4士0．丁  －0．1土8．6  
l．510  之62  34．493  1．8士0．3  3．1土0．丁  －（H士0．丁  
乙010  1．9¢  34．585  l，9±0．3  2．1土色6  －0．1士0．6  
l．000  1，53  34．671  l．8士D．2  3．0±0．7  －1．4士0．6  
5．3TO  l．58  34．687  1．7士0－2  2．5土0、丁  －0．4士0．6  
5．460  l．58  34．665  3．2士0．3  3．4土0．8  －0．9士0．7   

▲▲   北大平澤百♯集蠣の放射娃h董繕t一鶉暮土（q和01年）  

■l点  放 射 能 ■ ■（〆：i／k－t土）  

暮号   採取年月B  水澤 llMl  試料■ （r■）  pu  IOsr   ‖けc■   ‡O co   

30－59，8  147－003  lg8612．2  6．070  0・－ 2  2．6 士 0．3  3．3 土 0．1  19．土1  1．5土 0．2   

30－1g′4  い16－59．8  1986．12．6  6．210  0、 2  6．3土0．9  29士 0．1  28 

l  

2－ 5  2．2土0．2  l．2 土 0．1  2ら 士1  6．0士0．3  

S・－ 8  1．1士0．2  0．9 土0．1  7．5 土l．0  0．5土0．2  

8・－11  0．1士0．1  0．ヰ ±0．1  ＆9土0．9  1．3士0，2  

＝・－14  ．0，3土0．1  0－5 士0．1  0．5土0．8  0．9士0．2  

5   

＊平均   3．7  25  23  1．6  

（tO）  （2．2）  （2り  （1．8）  ＊嚢■（0・－2d■）の平均値  

（）内ほB■■の景■のみの平均鑓  
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図2   放射性固化体の甜的海洋処分候補海域（B海域）における潅丘土中の  
Pu－239＋240．Sr－9］．Cs－137及びCo一筋の柱年饗化  
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マダイによる複数種RIの同時とりこみの比較  

秒無し、無ろ過で、RI濃度が平衡後の海水中におけるとりこみ   

国立公衆衛生院  

出雲義朗・緒方裕光  

1．緒 言   

海洋汚染RIの海洋生物への移行、濃縮機構については、各種の実験的な解明研究が行なわ  

れている。このうち、複数種生物による複数種RIの同時とりこみの比較など、より実際的な  

汚染環境中での膿縮機構に関する研究例は、少ない。   

そこで、本間題解明の一端として、まず、単一種生物による複数種RIの同時とりこみ過程  

を調べるため、前年度までに、その生物としては、クルマエビを、またRIとしては、54Mn、  

60co、10弓Ru、 i37csおよび144ceをそれぞれ選ぶ一方、①水槽底部には砂利を敷かず、各  

Rlの混合溶液を投入後放射能凛度がほぼ平衡に達した海水と、③各RIを投入直後の放射能  

濃度が東平衡な海水中で、それぞれ飼育して各RIの、とりこみを調べ、全身および各組織・  

臓器におけるRI間、組織・臓器間、飼育海水間などの差異を比較した。   

本年度では、生物種の速いによる濃縮の差異を中心に比較するため、甲殻軌こ代わって、魚  

類（マダイ）を選び、まず、砂無し、無ろ過で各RI濃度がほぼ平操iに達した海水中における  

全身および各組織・臓器のとりこみを測定して、それぞれのRI問およびRIごとの各臓器中  

における放射能の存在割合、排せつ、既報クルマエビの場合との速い、などを比較した。  

2．調査研究の概要  

1）材料および方法  

①マダイは、静岡県栽招漁業センター（静岡県沼津市）において人工飼育中の、恵与された個  

体（体重約20～40g）で、実験室（東京）へ移送後、供試した。  

②飼育用放射性海水：既報に準じ、各RI混合溶液を水槽中へ添加したのち、通気しながら21  

日間放置した。この間、海水中における各R‡の放射能凛度は減少し、21日目には54Mn、  

6〇 co、106RIJ、13？csおよび⊥4A ceごとにそれぞれ94．7、85．1、78．0、81．3および43．5％に  

低下した。  

③飼育：上記放射性海水中で、5～6日間飼育後、非放射性の海水中で2－10日間飼育した。こ  

の間、3匹ずつ（ただし、非放射性海水中飼育5日の場合は2匹）を採取して、全身と各雑織・  

臓器の婁菱、および放射能を測定し、海水に対する凍縮比（CR）、RIごとの各種臓器中放  

射能の存在割合（％）、排せつにともなう残存率（％）、などを調べた。  

④その他の材料や方法ほ、前年度と同様てある。  
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2）実験結果   

①とりこみ   

まず、とりこみの測定に際してRI間の差異を予測的に調べるため、放射惟海水中で6日間  

飼育した3匹ずつにつき、全身と各種臓器におけるRIごとの放射能を測定して、海水の放射  

能に対するC R値を求めた。   

その結果は、図1のとおりである。全身および各臓器ともCR値の個体差は大きいが、まず、  

全身の各CR値については、RI間に差異が見られ、Ce（約4・3）、Cs（1・8）、Mn（1・7）では  

Co（0．8）やRu（0．6）より高かった（p＜0．1）。これらの値ほ、既報クルマエビ（全身）に関  

する値（CR憤：Ce約110＞Ru17＞Mn6＞Cs2．5＞Col．2）と比べ、各RIごとに全般  

的に低い（とくにCeでは約25分の1にとどまる）うえ、RIの種類によってもとりこみに速い  

があって、両生物間の種差が見られた。   

っぎに、臓器のCR値につt、てほ各RIともエラ、ウロコなど飼育海水と直接接触する組織・  

隈器の方が、筋肉や骨髄より全般的に高い一方、RI間で乙まCeの方がCoやRuより明らかに  

高かった。また、各臓器においては、上記ウロコ、表皮・ヒレ、エラなどでCe、Mn、Ruの  

方が比較的高いのに、筋肉や脊髄ではCsの方がこれらのRIより高く、臓器間の差異が見ら  

れた。同様なとりこみの傾向は、クルマエビの場合にも得られている。しかし、各CR値ほ、  

ェビより全般的に低く（とくに6日日のマダイのエラでは約200なのにエビでは10，000）、エビ  

との挿差が見られた。   

一方、RIごとの各臓器中に占める放射能の存在割合は、国2のとおりである（ただし、Ce  

は5日目の値を示す）。Mn、Co、RuおよびCeなどについては、ウロコ、表皮・ヒレ、エラ、  

内蔵などでの存在割合が垂婁割合よりいずれも高いが、筋肉や脊髄では低い。しかし、Csの  

存在割合ほ各臓器の重畳割合とそれぞれほぼ一致し、とくに高濃縮する臓器は見られず、とり  

こみに閲すろこれらRl間の速いが明らかであった。なお、同様な傾向は既報エビの場合にも  

観察きれている。   

いずれにしても、飼育6日冒の全身焉よび臓器におけるとりこみは各RI間に差異が見られ  

た。そこで、つぎに、経過的なとりこみの差異を調べるため、1～5日間放射性海水中で飼育し  

た場合のCR慣を測定した。その結果は、図3に一括したとおりである。国中には平均値を示  

し、また上記6日目の悼も併記した。   

まず、全身のCR値は、固から明らかなとおり、各RIとも時間の経過とともに増大して、  

平鋸こ達する憤は得られなかった。しかし、この間、各こ†のとりこみの傾向は上記6日目〈5  

日）の場合（同1）とあまり速いが見られなかった。   

っぎに、臓器ごとの各CR憤も、この間全般的には全身と同様な増加傾向を示し、また、  

Rl間のとりこみの傾向も上記6日目のそれ（図1）と著差は見られなかった。しかしながら、  
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これら経過的なとりこみの傾向は、エビの全身および各臓器の（二1R傾がRlごとに5～7日でほ  

ぼ平衡に達した結果と異なった。この差異の原軌こついてほ明確てないがRi代謝に関する両  

生物間の種差によるものと考えられる。   

なお、飼育期間中、各RIの海水中の放射能濃度は、Mn、〔：（）、Ru、CsおよびCeごとに  

それぞれ76．G、82．∫i、95．3、93．1および66．0％に減少し、Ceについては、CR憶測定におけ  

る変動要因仁巨・つであった。   

②排せつ   

つぎに、ヒ記とりこみにおける排せつを調べるため、放射性海水中で6日間（Ceは5日間）  

飼育した3匹ずつを放射性の領水中に移し替えて、その後2～10日間飼育し（たたし、非放射性  

海水中5日間飼育の個体は2甚）、この間における放射能の残存率を測定した。その結果ば、囲  

4に示し′たとおりである。国中には平均値を示す。まず、全身においては、各RIとも2日ま  

でに比較的多く減少した（ただしCeは減少せず）が、その後は漸減傾向を示した。RIのう  

ちMnとCsは10日後50－60％に減少したが、〔：0とRuではこれより多い（約35％に減少）一方、  

Ceでは、この間ほとんど減少せず、RI間の速いが見られた。このCeの排せつ傾向はエビの  

場合（2日後約85％に、また10日後42％にそれぞれ減少）と著差を示す。   

つぎに、各臓器に関する残存率は、RIごとにかなりの個体差が見られ、とくにCeにおい  

て著しかった。しかし、全般的にはウロコ、表皮・ヒレが全身より低い傾向を示したのに、筋  

肉や脊髄では高く、また、エう、頭部、内蔵でば全身と同程度であった。一方、各Rl間では、  

各臓器とも全身と同様、CoやRLlはMnやCsより低い傾向を示して、排せつの多いことがわかっ  

た。したがって、マダイにとりこまれた各RIは、ウロコ、表皮・ヒレなとにおいて比較的速  

く排せつきれるが、筋肉や脊髄にとりこまれると排せつされにくく、臓器による代謝回転の遅  

いが認められた。このような傾向はエビにおいても観察されている。  

3．結 語   

海洋生物による複数挿RIの同時とりこみ過程を比較、検討する一－▲端として、既稚クルマエ  

ビとの比較のためマダイによる海水からのMn、Co、Ru、CsおよびCeの同時とりこみと排  

せつを調べた。   

とりこみと排せつば、全身および各組織・臓器においてそれぞれR T問に差異があり、また  

各臓器間にも著善があった。一方、これらの結果ば、ウルマエビの場合とも異なり、生物によ  

る種美を認めた。   

このような叢異は、各臓器および生物種間におけるRIごとの生物学的とりこみ作用の速い  

に原因があるも頂と考えられる。今後、とりこみに関する他の生物種との比較や、飼育海水中  

におけるRIの化学的存在状態との関係、なとにつき検討を進めていきたいく，  

－80－   



暮量 5▲Mn モロC01＝Rul＝csl＝Ce  

割合  
琶1．故1寸性浮氷中で6日間飼育したマタイの全身台よび  
磁＃・斉詮ごとの各R】に関する、潅水放射楠との  

濃描比． ただし、表皮・ヒレ、芯肉および脊杜に  

萌すろ各l▲▲C亡の竃は5日間鰐甘のせ．  

平均土豪壌偏差  

囲2．放射性海水中で66間飼育したマダイに関する  

R】∴ごとの体内組織・腐暴における放射能の存  

在割合（％、平均協〉．ただし、l“ceに間すろ  

鴇は鰐育5日間のせ．  

。叫れ○聖。．i噌も．J㌔．◆－㌔．  

接 遇 臼 教  

団3・放射性湛水中で6日間綱領したマタイの全身および題識・葉書ごとの  
各只Ⅰに閲する清水放射絶との■詩比〈平均譲）．ただし、表皮・ヒレ、  

筋肉および脊髄に閲する1＝ceの櫨は5日間飼育の憾L  

0㌔l、．0缶⊂0．JOも，タコも．◆ut．，  

鋼 管 8 敷  
句4・放射性抽水中で＄8間鋼瞥したくただし、表皮・ヒレ、筋肉および脊髄  

に訂すろ鱒瞥は6日何）のち、非放射性清水中で鰐瞥したマタイの全身  

および胡欄・∫モにおけろ各Rl放射他の残存率（％、平均筍）  
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マダイおよび海藻による複数種放射性枝雀の同時とりこみの比較  

一 海水中へ核種投入直後からのとりこみ 一  

国立公衆籠生民  

出雲義朗・緒方福光  

1．緒 言   

太抄鏑集別報において，砂無し．集ろ週で541n，60Co，106Ru．1＝Cs およぴ144Ce の  

各Rt濃度がはぼ平衡に達した海水中でのマダイによる各RIのとりこみを比較した。太  

報では，つぎにRlを海水中に添加直後からマダイを飼育して，別報のとりこみとの違  

いを比較したうえ，各種海藻との違いも比較した。  

2．調査研究の概要  

1）．材料と方法：①マダイは別報に準じて入手。⑧海藻は伊豆半島沿岸から採取し  

た綾藻（ヒラミル），相集（ウミウチワ）および紅藻（キントキ）。⑨放射性海水は  

水槽中へ401の人工海水を注入後，各RI（塩化物）の混合溶液を添加．30分放畳。④  

飼育・測定：上記海水中にマダイを投入する一方．垂下網カゴ中に各藻類を投入，浮  

逢させて200c，6－7日間飼育ないし放置した。この間，3 匹ずつのマダイと各藻類 0．5  

－1g ずつ各3 片を採取して，Rlごとに海水中のRIに対する濃縮比（CR）と，マダイにつ  

いてはさらに各組織・l■書中放射能の存在割合を測定した。   

2）．実験結果   

①．マダイによるとりこみ：まず，RI間の差異予測のため6 日間飼育後の全身と各  

臓器につきRlのCR俸を測定した結果（国1）．いずれもRl間に差異があり．蜘はCo，  

Ru，CsおよぴCeより高かった（ただし焼肉ではCsが最高儲）。また，牡巷間にも違い  

が見られ，ウロコ，表皮・ヒレ，頭部，エラおよび内牡は筋肉や脊tより高かった。  

これら各値は別報とは必ずしも一致せす，調製海水による違いを認めた。一方，RIご  

との各線軍中放射能の存在割合（図2）は，Hn，Co，Ru主；よぴCeについてはウロコや表  

皮・ヒレおよび内臓中の各存在割合が重量割合より高いが，Csでは重量割合とほぼ一  

致して∴高簑縞は蕃は見られす，Rl聞で臭った．これらの結果は朗報とはぼ一致し，  

各RIの膿畢への移行割合には鋼製海水による影書の少ないことが分かった。   

しかし，CR億はRI間で異なったので，つぎに∴1－5 日間飼育した場合の経時的なCR  

値を測定すると（図3），全身では1nとCeが高く，また3 日まで書増後減少したが，  

Co，RuおよぴCsは，この間増加し続けてRI間に違いが見られた。一方，各l■軍も経時  

的には概噸全身と同様な傾向を示したが，ウロコ＞表皮・ヒレ，頭部，ユラ＞鏡内，  

青嶋の噸に高い傾向が見られた。これらRI間やl■著聞の違いは，Rt の違いによる臓器  

ごとの濃縮機♯の違いに殿田すると考えられる。⑧海藻によるとりこみ：ます，RI間  

の差異予測のため浮遊6 日日のCR傭を測定すると，名藻類ともIn，Co，Ruま；よぴ Ce  

（概略100－10DD）はいずれもCs（ト5）より著しく高かった。しかし，藻類間の違いは  

明確はでなかった。これら結果を上記マタイのそれと比べれば各RTとも毒しく高く．  

高濃縮Rl（マダイ全身ではIn）も異なって，生物種善が大きかった。いずれにしても  

CR備はRl聞で異なるので．3－7 日間浮遊させてCR偉を＃定すると（国4），3 日まで  

老増故，覿減ないし平衡に達したが，RI聞の傾向は6 日目と変わらなかった。  
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3．結 語   

海洋生物による複数種Rlの同時とりこみ過程無明の一端として，別報に続き，マダ  

イと海藻につきRI投入直後の海水中でのとりこみを比較した。マタイではRl間，l■馨  

間，別報海水および海藻との間に差異があり，また海藻もRI間で異なった。これら差  

異は．濃縮機構の違いに原因すると考えられるが∴調製海水による違いはRIが環境中  

へ放出後のとりこみの遠いを示唆する。今後，さらに多種のRlや生物共存時のとりこ  

みを調べて海洋中での移行，分布を解析する。  

○弘帆。聖。．・鴨Ru．★－3も．■仙b  
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固1．放射性清水中で6日間飼育したマダイの全身虻よび 国2．放射性海水中で6日間飼育したマダイに関する  

組織・虞欝ごとの各RIに関する、海水放射能との  RIごとの体内組1・膿漏における放射能の存  
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固3．放射性海水中で6日間飼育したマダイの全身と  固4．放射性濁水中に7日間浮遊した隷謀叛（ヒラミル）、  

体内組肖・慮静ごとの、各RIに関する清水放  褐ま難（ウミウチワ）および紅事瀾（キントキ）の各  

射絶との濃繚比（C吊－－－、平均せ）、およぴ  RIに謝する清水との■縮比（CR、平均債）・  

清水中RIの相対放射龍■皮（％、－－－・）．  
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沖縄侃におけるバックグラウンド調査  

（財）円木分析センター   

阿部俊彦、樋‖英班、人情 勺t、川辺勝也  

1．緒言  

沖縄県におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能凋禿委託）として49年～  

61年に引き続き昭和62咋1（り】、沖縄伯那瀾闇津よび漫糊で†平取した海蛇⊥および  

海産生物について60c o、6Sz n、＝Tc s、●＝c eの分析を行ったので、その鮎黒  

を報告する。   

2．分析試料  

昭和62年10月24日、科学抜捕庁、沖縄県公害断生研究所および郡11管区海上  

保安木郎の協力を得て、那覇他において海底＿巨15試料を採取し、また10月2111～  

24日漫湖で採取された海産生物（カニガサミ、ポラ、n、）を入手した。海底上の採  

取地点ほ前年度と同じである。（図1）。   

3．分析方法  

採取した試料は、それぞれ別処理増作を行ったのち、ゲルマニウム準靖体操山器を用  

いて60c o、65z n、137c s、一＝c cのT按スベタトt）メトリを行い、さらに海底   

についてはぢOc oの放射化学分析を行った。   

4．結果  

海底土および梅花生物のT線スペグト†りトリの  

結果および80c oの放射化学分析の結果を衷1、2  

に示す。海底土のT線スペグトロメトリの結果は、  

－＝c s以外は検山されず、昨年度と比較して特に  

差異は認められなかった。  

また、＝c oの放射化学分析の結果は15測点す  

べて検出されなかった。  

し」」」 ⊂コ⊂コ  」
后
 
 
 

図1． 軸艦上の採取地点  
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表－1 海底土の核種分析結果  

（p Ci／k g乾上）  

読妄司  

■‾‾、■【▼▼「，▼1 ＝  
（二 o l  

分析方法   γ線スべ二   

採 取 点   

1測点  i＊＊   

2測点  ＊ ＊  ＊ ＊   

3測点  ＊ ＊  ＊ ＊   

4測点  ＊ ＊  68c o  6SZ n          田 田   ＊＊                                   ＊ ＊   皿   

5測点  ＊ ＊  

6測点  

7測点  

9測点   ＊ ＊   皿     u ＊＊ ∃ ＊＊  n   ロ   8測点   ……t…… …  

8  

＊＊  ＊＊    ＊＊            ＊＊  12   

12測点  ＊＊  ＊＊  13   

13測点  ＊＊  ＊＊  11   

14測点  ＊＊  ＊＊  16   

r15測点  ＊＊   ＊＊】10      ‖   
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表－2 海産生物の核種分析結果  

（p Ci／k g生）  

試 料 名  88c o  6Szn  】〇7c s  l＝C e  カニガサミ  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ポラ  ＊  ＊  ＊   ＊  ＊  ＊  ＊   ＊  且  ＊   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊   

備考   

分析結果の表示ほその結果がおの亭のの分析日僚鰭仁＝1のもの、および放射能  

測定において計数値がその計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁で  

まとめて数記した。それ以下のものはゲルマニウム半導体検出器によるγ線スベ  

タトロメトリについてほ＊＊印で、放里化学分析の場合は＊で示した。誤差は計  

数誤差のみを示した。  
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日本近海海産生物中の放射性コバルト、銀とその安定元素  

㈲日本分析センター  深津弘子、福島活人、野中信博、高野直人、  

木村敏正、古漬水克己、樋口英雄  

1．緒言  

昭和53年度より環境中の放射性核種の濃度とその分布を把握するため、   

我が国近海、および沿岸に生息する各種海産生物中の放射性核種および、   

その安定元素の分析を行い、両者の関係について検討し、川年間にわたっ   

て定点的、経年的な調査を行った。  

2．調査研究の概要  

分析対象試料は回遊性生物の代蓑と してイカ（内蔵）を、沿岸性生物の代   

表と して貝類を、北海道から沖縄までの9地点で採取した。  

60c oの放射化学分析方法は「放射性コバルト分析法」（昭和4 9年、   

科学技術庁）に準じて行った。また、放射性銀はゲルマ＝ウム半導体検出   

器による γ線スベクトロメトリ ーで定量した。安定元素については吸光光   

度法、放射化分析法によって定量した。  

3．調査結果および考察  

（1）60c o について  

イカ（内蔵）中の60c o と安定コバルトについては良い相関が得られた。  

回遊性と沿岸性のイカ（内蔵）ではその比放射能に僅かに差が見られたが、  

現在では日本近海に存在する60c o は比較的一様に分布しており、安定  

コ／りレトと平衡に達しているものと考えられる。  

一方、スルメイカ（内蔵）中の採取時の60c o／C o は3．7±0．5年で減  

少していることが判明した。また、コウイカ（内蔵）については昭和55年  

以降60c oが新たに導入された可能性が考えられ、昭和55年以降につい  

ての見掛け上の半減期は3．0±0．6年となった。  

これらの本調査で得られたイカ（内蔵）中の60c oの見掛け上の半減期  

を用いて、1964年FoIsom等によって、沖縄で採取されたコウイカ（肝臓）  

中の60C o（600±ヰOpCりkg生）を計算すると、現在では、1950”60年代  

の大型核実験による60c oはコウイカ（内蔵）では1”3 pCi／kg生前後ま  

で減衰していることになる。本調査で得られたスルメイカ、コウイカ   

（内蔵）中の60c oの平均値は約l．2pCi／kg生である故に、これらの大部  

分の60c oは1950”60年代の大型核実験によるものであると考えられる。  

く2）110mA gについて  

t川【 A！】と安定銀との相関関係については、昭和56年度と昭和60年度  

を頓にして3つのグループに別れた。昭和53”55年度については試料敢  

が少ないため、昭和56′・■60年度と昭和61、62年度の2グループについて  

のみ相関を求めたところ、それぞれ長い相関が得られた。  
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昭和56”60年度のグループのスルメイカ（内臓）中の採取時における  

1川爪A g／A gの経時変化を求めたところ、その見掛け上の半減搬は  

1．0±8．29年となった。昭和61、62年度のグループについては安定板は  

例年と同レベルであるのにもかかわらず、採取時の比放射能は昭和60年  

度までに比べて数十倍も高い値を示し、その見掛け上の半減期は0．32±  

D．0丁年となった。また、昭和61、62年度には多種類の貝類にl川MA！；が  

検出され、これらは昭和61年4月26日に発生したソ連チェルノフィル原  

発事故による影響と考えられる。スルメイカ（内癌）中の1日mA g／  

l03R u（昭和61年l月26日現在）は約3－10と降水と比べてIDOO倍の  

値を示しており、スルメイカ（内癌）が銀を濃縮することがわかる。   

試料採取に御協力頂いた東海区水産研究所、日本海区水産研究所、西  

海区水産研究所、宮城県水産試験場、動燃新型転換炉ふげん発電所、東  

京都水産試験場八丈島分場、千葉県水産試毒桑暢、沖縄県公警衛生研究所、  

北海道電力株式会社、北海道漁業組合連合会、鹿児島県西騒水覆改良普  

及所、九州環境管理協会、西郷漁業共同組合に感謝致します。  
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原子力発電所温排水等によ少飼育  

した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋純孝 中野良志  

1．緒  言   

前年度にひきつづき、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総合   

評価に資するため、原子力発電所からの温排水等によ少飼育した海産生物の放射能調査を実施   

した。   

2．調査研究の概要   

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所、東海研究所構内の当協会東海事業所に  

おいて実施した。試験地は12面（720扉）を使用し、温排水は日本原子力発電㈱東海発  

電所から放水される温排水を18〟／分取水して使用した。   

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類は、前年産と同様、チダイ、クログイ、マダイ、スズキ、クロソイ、  

ヒラメ、イシガレイ、クルマエビ、アワビの9種類である。このうち、前年度上少チダイ、  

クログイ、．スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレイを継続飼育したほか、今年生新たにクル  

マエビ、7ワビを飼育した。   

（31飼育海産生物等の放射能測定   

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、飼育海産生物の全種類（原則として各種  

類について放寺前と放蕃後）および長期飼育例として52年1月工少別途飼育しているウナ  

ギ（ヨーロッパウナギ）を、餌飼料としてはアワビの餌料の7オノリ、魚用おエぴクルマエ  

ビ用の配合飼料を、砂泥は試験池内に沈澱したものを採取し、（財）日本分析センリーへ送付  

し放射能を測定した。  

分析方法は、r線分光分析によカ実施し、分析核種は13Tcs、1“ce、51Mn、6000の4核  

種とした。  

放射性核種分析結果は、表のとおカである。  

（4）飼育水の放射線測定  

試験地の注水口に水モニターを設置し、放射線監視装置（シ∵ソテレイショ・ン10ニToi／戒  

検出可能）によって常時放射線を測定記録した。通常の値30－400PSの範囲内であった。   

3．結  締  

飼育海産生物、餌飼料、砂泥等の放射性核種分析の結果、分析核種のうち検出表示されたも   

のは、1㍍csのみであり、その儀は、魚種、飼育期間等に関係なく、異常は認められなかった。  

また、飼育水の放射線水モニターによる測定値も通常の値であゎ異常は認められなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果表  

試 科 名   
測定  54Mn、60co  

年月日   cs   144 産土  
ce   伴め   

チ  タ  イ（∋  63．1．22  4．5士0．66   ＊   
5年1ケ月  

4．7  360   （57．7．9→鳩2．8．20）   

′′  ⑧  63．1．21  5．7士1．0   ＊   5．3  10  0（放半時）   

ク ロ グ イ  63．2．8  4．3±1．3   ＊   4年6ケ月  
5．5  370   （5臥7．2伊－63．1．13）   

マ  ダ  イ  63．1．21  ＊   ＊   3年1ケ月  
5．0  830   （59．9．12、づ2．10．30）   

．ス  ズ  キ  63．2．8  4，7士0．87   ＊   
2年8ケ月  

5．1  430   （60．5．27・－63．1．13）   

ク ロ ソ イ  63．2． 9  3．4士1．0   ＊   1年3ケ月  
5．2  270   （61．10．17－63．1．14）   

ヒ  ラ  メ ①  63．1．21  3．1士0．7   ＊   
1年3ケ月  

5．1  425   （61．3．28■－裾2．9．16）   

〝  （参  63，2． 8  5．2±1．1   ＊   1年3ケ月  
5．1  460   （61．g．16′・べ2．12．31）   

イ シガレイ（む  63．1．21  4．3士0．54   ＊   6ケ月  
5．3  203   （62．1．9～62．7．15）   

〝  （参  83．2．10  4．3士0．89   ＊   5．2  247  0（放暮時）   

クルマエビ  ＊  5．0  6ケ月  
8  

アワビ①（筋肉）  ＊  

i5．0  
〝（内情）  ＊  ＊  

AgllO僧  
4．9±0．99  

アワビ（彰（筋肉）   ＊  

2．8土0．51   ＊  
AgllO爪  

〝  4．6士0．84  

63．2．8   1．380  

丁  オ  サ  63．1．21  ＊   ＊   5．0  

配合飼料（魚用）  63．2．9  ＊   5．0  

／／  ＊   ＊   5．0  

砂  63．1．22   ＊   5．01  

（注）1．放射性核種分析僅の単位軋砂泥以外はげi／几ク生、砂泥はpCi／句乾土てある。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3借を超えるものにつぃて有効数字2桁、それ以外のものに  

ついては＊て表示し、誤差は計数誤差のみを示した。  

3．分析対象核種てはないが、軋定検出された核種について備考托その値虻示した。  
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海底土における放射性核種の分布  

㈲海洋生物環境研究所  

冨沢 利，桐田博史，河村広巳  

1．緒言  

前年1）にひきつづき科学技術庁の委託を受けて，海洋環牒放射能総合評価事業の一部   

として海底土の幅広い137cs濃度の変動傾向を調べる目的で，種々の海域で海底土拭   

料を柱状に採取し，その性状と】37cs 濃度の関係を検討した。  

2．謝査研究の概要  

（1）海底土試料及び分析法  

試料は表1に示す3海域で日水研型柱状採泥器で探さ10cm程度までの柱状試料を採取   

した。この柱状試料の表面から厚さ3cmずつを層状に切り取り，各層を四つの粒径区分  

（0．074－2，0．036－0．074，0．015－0．036，0．015mm以下）に分画した拭料について粒   

度特性，鉱物成分，137cs 濃まを分析した。   

（2）調査結果  

珊査結果は表1に示すとおりである。   

① 海底土性状：層分画した試料の粒度特性は，新潟及び福井第1海域の試料では各層   

ともシルト質である0．074…以下は95％以上を占めているか，愛媛海域の試料では砂資   

の0．074－2mm区分が80％以上を占め，前記2海域の試料と異る粒ま特性をもっている。   

シルト禁の多い試料の含水率は70％以上で，見かけ比重は1．2程度，砂質の多い試料では   

30％程度及び1．7程度である。粒子の比重は2．5から2．6で試料の間で．ほとんど差はない。   

② 海底土の鉱物成分：粒径区分した試料の含有鉱物種は．最も回折強度が強く全ての   

試料に含まれている石英を含めて18種であった。主要元素として，Si，Al，Fe，Mg，   

Na，Kなど20数種の元素が検出された。   

⑧137cs 議ま：粒径区分した試料の1ユーcs 濃度は，新潟と福井第1海域の試料の   

表面から3c皿までの分函層では，0．015＝以下区分と0．015－0．036…区分で305から477   

pCi／kg乾燥土 と高い濃度を．0．036－0，074mm区分と0．074－2mm区分では検出下限値   

以下から99pCi／kg乾燥土 を示した。愛媛海域では0．015mm以下区分と0．015－0．036mm   

区分で220pCi／短乾燥土 程まであるが，0．036－0．074及び 0．074－2m区分では54及   

び35pCi／kg乾燥土 に減少している。  

3．結語  

海底土の137c5濃度はシルト質を多く含むほど高い億となる。また含水率が高く，   

見かけ比重が低いはど，すなわち，1＝c5 を捕捉している土梁圭が少ないはど13Tcs   

濃度は高いようにみうけられる。137c5濃まの高い粒径区分した試料には主要鉱物種   

として，Na，K，Mg を含む曹長石，モンモリロナイト 縁先石を含んでいるが，どの   

鉱物種により多くの ＝7cs が捕捉されているかは明らかでない。  

参考文献  

1）第29国環境放射能礪査研究成果論文抄録集（昭和61年度）科学技術庁，p．102－105  
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昭和 62 年度・原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

㈲海洋生物環境研究所  

敦賀花人，西薗敬則，富沢 利  

山田耕司，河村広巳，綱田博史  

1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて，同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に資するため，原   

子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとその変動傾向を調べた。  

2．調査研究の概要  

宮城，福島第1・第2，茨城，新潟，福井第1・第2，静岡，島根，愛媛，佐費及び   

鹿児島海域の各海域4測点で，海水 96拭料（表面・中層水），海底土 48 試料（海底   

土表面から探さ約3c皿までの表層土）を5～7月に採取した。海産生物試料は，当該海   

域で漁獲宝が多く，定着性が強いと考えられる魚種を各海域3種ずつ選び，その漁獲物   

を2回（5月前後と10 月前後），合計 73 試料を購入した。  

海水拭料は 90sr と放射性セシウムを放射化学分析により，海底土・海産生物試料  

（筋肉部）はγ線分光分析により分析した。  

3．結語  

海水試料の 90sr・放射性セシウム濃度は，沿岸域別にみた平均値を表1に示した。   

海水拭料の1987 年沿岸全域平均値をみると，＝sr 濃度は’86年及び，85 年より低   

く，放射性セシウム膿まは’86 年より低く，’85 年とはぼ等しいレベルであった。  

海底土試料の137cs 濃度は，調査海域ごとに137cs 濃度範囲を表 2 に示した。  

1987 年海底土試料の137cs 濃ま範囲は，’86年試料とはぼ等しいものであった。  

海産生物試料の137cs 濃度は，種類により大別して表3 に示した。硬骨魚類試料   

の13Tcs 濃度1987年平均桂は，’86 年と大差なく，’85年より高い倍を示したが，   

イカ類・タコ類試料の場合は’86年より低く，’85年とは有意な差を示さなかった。  

1987 年海産生物試料の内，硬骨魚類12 試料には1＝cs が検出された。  

表 2 1987 年海底土試料のⅠ37cs 濃度範囲  

単位 pCi／短 乾燥土  
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記した。  
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表11987年海水試料の，Osr・放射性セシウム濃度レベル  

単位 pCi／ゼ   

調査海域  
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表 3 1987 年海産生物拭料の137c5 濃度レベル  

単位 pCi／k 生鮮物  
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海水中の99T cの分析  

財団法人  九州環境管理協会  

馬田敏幸，松岡信明， 白石直典  

1． 緒言  

テク ネ チ ウム ー 9 9（99T c）は核分裂収率が高 く （6％）， 半   

減期も非常に長 い（約21万年）ので．核燃料再処理施設の運転や   

放射性尭薫物の処理処分に関連 し て，129Ⅰな ど と と もに環境放射   

能 を考え る 場合非常に重要な核種であ る。  

9g T cは γ 線を放出 し な いので． その分析のた めに は放射化学分   

離を行 っ た 上で β 線（平均エ ネルギ ー 85keV）を 測定す る 必要があ   

る。 本研究では，99T cの非同位体担体 と し て R eを 用 い る 系統分   

析法を確立 し て若狭湾及び九州沿岸の海水試料に適用 し たので，   

そ の結果を 報告す る。  

及び九州沿岸（10地点）で1地点につ き300札  

の海水 を採取 し、 以下の よ う な方法で99T cを分析 し た。   

海水280隠 に R e 5Mgを 加え塩酸酸性下で硫化銅共沈法に よ っ て  

99T cと R eを濃縮 し た。 硫化銅沈濃は硝＝酸に溶解 し．溶液を 中性  

と し た 後過  

て溶液 に水  
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残 り の電解液は電解セル に と り．陽極  

チ）と し， 200巾A／cM2で9時間の電解を  ン
 
 行い、99T cを銅板上に電着 し た。 99T cの電着収率はばぽ100％で  

あ っ た。 電着終了後銅板を ア ルコ ールで洗浄 し て，2冗 ガ ス フ ロ ー  

ガウ ン タ ー で500分間測定 し た。 別に電解液に一定圭のR eを溶解  

し た も のについ て試料と 同様に電着操作を 行い こ れ をバ ック グラ  

ウ ンド 試料 と し た。  
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実試料での全操作を通じた回収率はおよそ40％．99T cの計数効   

率はおよそ45％，バ ック グラウンド計数値はおよそ1c叩であ った。   

以上の集件を考直して3（了 計数誤差レベルで検出限界を計井する と，  

1．4×10‾3pci／免（5．3×10‾2M8q・免 ‾り であ っ た。  

3． 結語  

若狭湾（囲1）及び九州（図2）で採取 し た海水の分析結果を   

表1に示す。若狭湾試料は1．2←4．5×10‾3pci／凰（4．6－16．5×  

10‾2mBq・見 ‾り の範囲で，平均値は2．6×10－3pci／免（9．7×10－2   

mBq・免 ‾り．九州試料では1．3～3．3×10‾3pci／札（4．9～12．5×  

10‾2MBq・見 ‾り の範囲で．  

MBq・免 ‾l）であ っ た。 両  

の結果 はバルト 海に つ い  

平
城
二
報
 
 
 

地
 
て
 
 

均憤は2．7×10‾きpci／免（9．9×10‾2  

間の濃度差は認め ら れ な い。 こ れ ら  

告
 
 

き れた 濃度 と よ く 一致す る。 同時  

に測定 し たlき7c sと 99T cの比は102のオ ー ダー であ っ た。  

蓑1 沌水中の9iTci■度（×10‾3pci／乱）  

濃 度  地 点  濃 度  
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2．6±0．5  

4．5±0．6  

2．5±0．6  
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3．0±0．8  
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3．4±0．5  

3．2土0．4  
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＊バックグラウンド 0．78±0．03 c叩 で計算。  

図1 若狭湾の採水地点  
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ⅠⅠⅠ食品及び人に関する調査研究   



人骨申の98S r 8こつし、て  

放射線医学結合研究所  

白石久二仕・五十嵐唐人・河村日佐男  

1．緒言   

人骨中の90S rは、環境中に放出された放射性核種からの体内被曝綽量推定上の指標核  

種として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行機作の解明のための  

参照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中のう8s r濾度の分析測定は昭  

和37年より継続して行い、その年齢別洩度水準の年次変化、年齢別差異などに加えて、  

比放射能の観点より骨中天然安定S rについても随時報告してきた。今回は、前回に引続  

き得られた昭和61，62年度を中心に報告する。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析） 骨試料は、主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各機関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨、肋骨、骨盤骨なども含  

め、多骨種サンプリングの方針に従って収集した。今回は主に、昭和61年死亡例および  

昭和62年死亡例につき分析を実施した。   

98S rの放射化学分析は、骨試料のCa含有率が高いため、発煙硝酸法を用い、クロム  

酸バリウム沈厳による精製後、最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを  

行い、98Yの放射能を測定した。 測定には、ICN－T rac e ria b社製OMNI  

／GUARD型低バックグランド・ベータカウンタを使用した。   

（分析測定の結果と考察） 分析測定の終7した一部の資料のり¢s r濃度を表1に示し  

た。昭和62年（1987年）死亡者の平均骨中98S r濾度は、5～19才群で0．48  

±0．15および成人群で0．47±0．12p Ci’38S r／gCaであった。0一－4才  

群では昭和60年に0．99p Ci98S r／gCa、61年およぴ62年に各々1．38  

およぴ1．13pCi洞S r／gCaであった。   

UNSCEAR（1982）のP45を標準日本人に適用して、骨中の98S rからの成人  

の骨髄および骨表面に対する吸収繰圭を推定した。その結果を表2に示す。  

3．結語   

骨中g8S r膿度は減少し続けており、1986年のチェルノブイリ事故により放出され  

た》US rの影響は明瞭には認められなかった。   

骨中9日S r襟度水準の調査研究を進めることは国民線量（集団線量）推定の観点から重  

要であるばかりでなく、Pu等超ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較解析を可能に  

するので、検討を続行する。又、天然放射性核種による内部被曝♯圭との対比についても  

検討したい。  
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表1 年齢別人骨中の90S r濾度  

p Ci98S r／gCa  

0→4y r   5－19y r  20y r  

分析数＊  

平均値  

1985 標準偏差  

最小値  

最大値  

4（11）   10  

0．99  0．47   

0．48  0．11   

0．37  0．30   

1．54  0．62  

2 0   

0．54   

0．17   

0．26   

0．98  

分析数＊  

平均値  

1986 標準偏差  

最小値  

最大値  

2（6）  17  36  

1．38  0．53  0．45   

0．06  0．24  0．13   

1．33  0．32  0．19   

1．42  1．39  0．80  

分析数＊  

平均値＊＊  

1987 標準偏差＊＊  

最小値＊＊  

最大値＊＊  

2（9）  7  8  

1．13  0．48  0．47   

0．50  0．15  0．12   

0．77  0．19  0．28   

1．48  0．61  0．63  

＊）合併後の試料数に相当する  

＊＊）残部測定中  

表2 骨組織における9¢S rからの吸収難豊（成人）  

吸収繰i（〟Gy a‾l）  

死亡年  

赤色骨髄  骨表面  

20±6   

17±4   

17±4   

1985   

1986   

1987  
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人体臓暑昏中の23∋‾a40p u漉度  

湯川雅枝・前田智子  
滝澤行雄＊  

放射線医学捻合研究所  
米秋田大学  

1．諸言   

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大気圏内に拡散し、徐々に地球  

上に降下蓄積されている。また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素濃度が増加するお  

それがある。これらの元素は大気、食品などの種々の経汚から人体内にとりこまれているので国民被曝線  

王評価の上でこれらの元素の環境、生体間の循環を知ることは重要である．このような見地から、環境試  

料及び人体臓器中のPu等超ウラン元素の濃度測定を継続実施している。  

2．調査研究の概要   

（1）試料の前処理  

人体臓器試料を湿式灰化する前に試料を凍結乾燥している．これは、灰化時に使用する硝酸量の低  

減と作業時間の短縮を目的としたものであるが、臓器組織に含まれる水分暮の定量ができる。今回、  

五体分の主要臓器について水分圭を測定し、表－1に示した．肝臓、腎臓に関しては、比較的水分生  

も一定で文献に示きれている墟と一致したが、肺、筋肉は変動が大きく、プルトニウムの分析にかか  

る前に水分が失われている可能性を示唆した。従来、臓器中のプルトニウム漉度は生重量当たりで表  

現きれてきたが、試料の保存時や解凍時に失われる組織水を考慮すると、濃度を正しく表していない  

場合が考えられる。従って、濃度表示は乾堤壬生当たりにした方が良いと思われる。   

く2）プルトニウムの分線定圭  

238●⊇ヰIpuは科学技術庁編の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料から陰イオン交換樹脂（  

DowexlX8）を用いて分離し、ステンレス板上に電着した。  

今年度よりα様スベクトロメータの更新が行われ、標準試料による測定効率の校定や、α練のエネ  

ルギーと波高分析器のチャンネル数との校正曲線の設定など基礎データの集積を行い、蔵書試料の測  

定のための準備を行ったので次回に結果を報告する。   

3．鈷苦   

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。又、環境から生体への移行を把掘す  

るために、大気浮遊虔、食品等の分析と、地元薫との相関閲係などについても検討していく。  
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義一1人体主要臓器中の水分量  

惟 器   肝 推   腎 臓   

検体番号  試料生重量（g）水分量（％）  試料生重量（g）水分i（％）   

172．6  72．3   48．7  7臥3   

2   165．1  73．9   83．3  7g．5   

3   194．7  70．0   50．9  83．1   

4   200．8  72．3   80．4  80．6   

5   82．9  73．g   45．9  77．3   

平均値土標準偏差  72．5土1．6  80．0士2．1   

臓 器   肺 臓   筋 肉   

検体番号  試料生重暮（g）水分量（％）  試料生重土（g）水分1（％）   

69．6  80．2   130  58．7   

2   244  79．5   244  72．2   

3   213  6g．2   133  82．5   

4   123  76．3   56．2  77．9   

5   81．0  76．9   78．0  71．6   

平均値土標準偏差  75．4±4．3  72．7±10．3   
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原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に  

関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

住谷みさ子、村松康行、大桃洋一郎  

1．緒言  

原子力施設から環境に放出される放射性物質の経口摂取量を予測す   

るためのパラメータとして、地域住民の食品摂取量と食品中に含まれ   

る放射性核種、及び安定元素の濃度を測定することを目的として調査   

研究を続けてきた。今年度は、食品中の安定元素の分析を行ったので   

報告する。  

2，調査研究の概要  

（1）分析方法  

元素分析は中性子放射化分析法によりおこなった。海産物、米、野   

菜等の乾燥試料100～ZOOlg を合成石英アンプルに封入し、日本原子   

力研究所JRR－4号炉を用い、中性子東 5．5×10t3n／e■／s で1～5 時間   

照射をおこなった。冷却後、Ge半導体検出器を用いてガンマ線測定を   

おこなった。  

（Z）結果及び考案  

分析法果を表1に示す。ほとんどの試料中に、K，Br，Rb，Cs，Fe，   

Zn，Coが測定された。また、海産物においてはSe，∧sも検出された．   

放射化後化学分離をおこなうことにより、いくつかの試料においてHg   

の検出も可能であった。海藻中に比較的高い∧sの値が得られたが、こ   

れは海藻に特有なものであり、また、ほとんどが有機形として存在す   

るので害にはならない。Kは海藻及び野菜中で高い債が見られた。玄   

米と白米中の元素を比較すると、K，Rbにおいては白米は玄米の半分   

以下であった∴ しかし、Zn，Br，（∧s）では精白米にすることによる大   

きな濃度変化は見られなかった。  

3．括語  

中性子放射化分析により、環境放射性核種に関連する安定元素とし   

て食品中のK，Rb，Cs，Co，Znの分析をおこなった。また、Se，＾s，Hg，   

Cr，Fe，Brの定量も可能であった。今後、分析例を増すとともに、同   

時におこなっている食品消費実態調査の結果と合わせ、地域住民の元   

素摂取量を求めていく予定である。  
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ヒト永久歯中の98srに関する研究  

国立予防衛生研究所歯科衛生部  
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第三大白歯中研Sr量（pCi／gCa）  

抜歯年歯令   

10－19    20－29  

生年  Il ！  

19鮎4  0．16（18）   
15－19  0．14（22）   
20－24  ＜0．12（28）  
25t28  ≡≡≡‡≡凛鯛膝上   く0．16（22）  
29－31  ≡≡≡≡…酬舘≡≡ミ：≡   0．22（23）  
32・34  ※進瀾減打  
35－37  ≡≡≡≡≡準櫛軒≡≡：  j≡≡≡漢価闊≡i三  

38－40  0．25（24）  
41－42  0．52（26）  
43一明  0．63（26）  
45・46  

47－48  

1949  

1950  1．5（27）  
1951  

1952  

1953  1．7（28）  
1954  

1955  凋摘締結                 1．3（30）  
1956  1．3（30）  
1957  0．96（詔〉  
1958  0．82（30）  
1959  0．80（30）  
1960  

1961  

1962  0．75（30）  
1963  0．80（30）  
1964  

1985  ※載積捧持  
1966  0．67（30）  
1967  0．75（30）  
1968  

1970  1969      傭中≡≡≡≡…  

1971  

抑分析中または1989年度分析予定  
（ ）歯牙載  
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食品中の134c s，137c s  
一 調理加工時の濃度変化一  

神奈ハ＝街研  ○飯島育代，高城裕之，杉山英男，小山旬博  

国立公衆衛生院  岩島  清  

【は じめに】   

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故によ り，現在でもヨーロ ッ  

パ，中近東の国々 では環境や食品の放射能汚染が襟刻な問題と なっ  

てい る． 日本でも輸入食品の暫定基準が定められ，食品の放射能に  

対する監視が強め られてい る．神奈川県では，従来からの放射能濃  

度調査に1986年軟よ り 市販輸入食品を対象に加え た．   

こ こでは，調理によ る食品中のセシウム（放射性，安定）濃度の  

変化を調べたので報告する．  

【実験】  

試料：輸人食品のパス タ類，県内販売の緑茶を対象と した．   

試料調製；①試料約500gを450℃で1昼夜灰化し，その一定圭を内  

径50＝のアクリル樹脂製容器に封人し，計測用試料と し た．  

③スハ○ヶ“ヅテパま指定の方法に従ってゆで，緑茶は試料100gに対し  

約70℃の脱イ オン水21でよ く 浸出後葉をろ別 し，それぞれ110℃  

で1峨孝之燥，以下（9と 同様の操作を行なっ た．  

◎各灰化物的100椚gを清拝しポリ エチレ ン袋に封入，放射化分析  

用試料と し た．   

定土方法：1）放射性セシウム；APTEC社製Ge半導体検出器（容積：  

55M］，半値幅：1．86keV－1．33MeV）をNUCLEAR DATA社製ND66波高  

分析器に接続し，ガンマ線スベクト ロメトリ ーによ り，134cs  

及び137csの放射能濃度を求めた．  

2）安定セシウム；立教大学原子力研究所のTRIGAⅡ型原子炉の  

回転試料欄（RSR）で15時間照射（¢ ＝5×1011ncM‾2s‾1）した．  

ガンマ線の計測は，l）と同様に行なっ た．  

【結果及び考察】  

1．スハ○ヶ“ッテイ，茶葉の13Tcs濃度をTablelに，134cs濃度をTable 2に   

示し た．調理によ り スハ○ヶ“サティ中の13●cs，137cs濃度は，約25％に   

減少 し た． ま たスハ○ヶ≠ッティの直径と減少立との闊達は明確ではな い   

が，径の細い方が減少率が大き い傾向にあ っ た．茶葉は浸出に よ   

る放射能濃度の低下は小き い． ま た両食品と も13▲cs／137cs比は   

調仁理前後で変わ らず，両核種は同一挙動をと っている．  

2．各試料の安定セシウムの濃度を Table 3に示 し た．安定セシ ウム   

の調理後の残存率と134cs，137csの残存率との相関は認め られな   

か っ た． なお安定セシウムの調理後の残存率はル ビジウムの場合   

と よ く 一致していた．以上のこ とから，チェルノブイリ原子力発   

電所事故で放出された放射性セシウムと環境中の安定セシウム と   

は， ま だ平衡に達していない と推定きれた．  
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Tab7el Activity of137csin food  

unit：Bqkg‾1as received  

Sa椚P］e  dia椚eter（rlm）  a  b  b／a（Ⅹ）  

SPaghetti  

SPaghetti  

SPaghetti  

tea leaves  

6
 
7
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 

5．4   

8．0  

30  

90  

6
 
5
 
1
 
 

0
 
2
 
7
 
■
皿
ユ
 
 

8
 
 

11．1  

31．3  

23．7  

93．3  

a：before cooking  

b：after cooking  

Table 2 Activity ofl＝csin foods  

unit：Bqkg‾las received  

salnple diaTPeter（MIl）   a  b  b／a（‡）  

SPaghetti  

SPaghetti  

SPaghetti  

tea leaves  

6
 
7
 
9
 
 

1．3  0．24  18．5  

1．8  0．62  34．4   

7．8  1．9  24．4  

29  27  93．1  

a：before cooking  

b：after cooking  

Table 3  CaesiuT COnCentration in food  

Unit：椚gkg▼1as received  

SaMPle  a  b  b／a（‡）  

SPaghetti  O．024  0．0081  34．4  

SPaghetti  O．039  0．0036  9．06  

SPaghetti  O．0026  0．00086  33．1  

tea  O．041  0．020  49．5  

a：before cooking  

b：after cooking  
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ⅠⅤ分析法、測定法等に問する調査研究   



陸上試料の調査研究  

－テク ネチウ ムに関する調査研究一  

放射線医学絵合研究所  

鎌田  博．PIRAT SRIYOTI†A，渡部 輝久，横須賀 節子  

1． 緒言   

99Tcは半減期 2．14×105年で最大エネルギー0．291MeVのβ線だけ  

を放出 し、99Moと 99mTcの娘核種である。核爆発実験に よ り、ある  

いは核燃料サイクル施設や9gmTcの医学利用に伴なう放射性廃棄物  

の処理処分等による環境の汚染が考え られている。欧米諸国では、  

すでに環境試料から高濃度の99Tcが検出されているが、わが国では  

環境中における分布と挙動に関する＝Tcのデータ は殆んど見当らな  

い。わが国における，9Tcに よる環境汚染レベルを把撞し、環境中に  

おける99Tcの分布と挙動を明らかに し、蓄積傾向を把握しておく こ  

と は、原子力平和利用の進展のためにも有益である と考え られる。  

2． 研究目的   

本調査研究は、99Tcの環境汚染レベルを把握するために必要な環  

境試料の採集法、前処理法、放射化学分析法、測定法の確立をはか  

る こ と を当初の目的と し、＝Tcの環境中における分布と挙動を明ら  

かに し、得られた諸データ を放射生態学的に解析して人体被曝線量  

の算定に賛する こ と を最終目的と して、昭和61年度よ り開始した。  

3， 調査研究の概要   

分析測定法の開発の手法は、RIを添加した人工的疑似試料につい  

て検討する方法と実環境で既に汚染されている実試料について検討  

する方法と 2大別して考えられる。   

前者は前処理法の検討には不適当であるが、化学分析法の検討に  

は有効である。後者は前処理、化学分析の両面では前者よ り優位で  

あるが、汚染レベルが低い場合に は、多量の供試料を要するので若  

干の労力を要する。欧米のよ うに99Tcの汚染が高濃度に達している  

試料については少量の供試料で有意なデータが得られるが、我が国  

のよ うに99Tcの汚染が殆んど知られていない場合は、Falloutレベ  

ルの汚染も把墟しておかなければならないので多量の供試料と精度  

の高い分析測定法の開発が必要である。   

Falloutレベルの99Tcを検出するためには試料に よ ってはKgオー  

ダーの供試皇が必要である し、また、化学分析については、化学的  

挙動が類似している元素の妨害を除去しなければならない。放射能  

測定に当っては、β線スベクト ロ メトリ によ り ＝Tcの同定と定量が  

可能で、しかもFigure of MeriLの非常に高い低バック グラ ウ ンド  

β線スベクト ロ メ ータ ーが有効である。  
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雨・ち り試料については、昭和61年（1986）4 月26日のソ連チェル  

ノ ブイル原子力発電所の事故で汚染された試料を東海施設で採集し  

陰イ オン交換法や硫酸と過酸化水素水によ り前処理し、硫酸銅と チ  

オアセト ア ミドに よ り 99Tcを共沈せ しめ、テト ラ プロ ピルア ンモニ  

ウム ヒドロオキサイド等によ り 99Tcを抽出 した り、また電着法によ  

り測定試料を得、低バック グラ ウ ンドβ線スベクト ロ メトリ を行っ  

た。その結果、敬呈の99Tcを検出 したが、かな り の放射性ルテニ ウ  

ム（1ロ3Ru，108Ru－106Rh）が爽雑している こ と が見出された。TcはRu  

と化学的性質が類似している こ と から、これらの分離を更に効率よ  

く 行な うためには、有機溶媒に よるRuの除去とTcの抽出分取の操作  

が必要であ り、抽出剤の選定について検討した結果、MEKとTOA／  

Ⅹyleneが有効である こ とが判っ た。   

生物試料については、分析測定に際して妨害と なるRuの吸収濃縮  

が少な く、Tcの渡締係数が高いと言われている褐藻類に着目 し、分  

析軋定法開発のための実験材料と して選定 した。茨城県那珂湊市磯  

崎で採集された褐藻類の生試料1Xgを硫酸と過酸化水素水で低温湿  
式灰化 し、硫化物共沈法一蒸留法一有機溶媒抽出法一俵バック グラ  

ウ ンドβ線スベクト ロ メトリ によ り教皇の99Tcを検出 したが、前処  

理方法については、硝酸に よ る湿式灰化の方が高値のデータが得ら  

れた。また、99Tcは葉部に全体の90％が分布しており、指標生物と  

して有効である こ とが判った。   

99Tcの蓄積傾向を把握するためには、還元性に富んだ土壌が着目  

され、日本全国の圃場土壌の分析結果や放射性降下物に よ る汚染濃  

度等を参考に して、試料採集地域を選定した結果、秋田県農業試験  

場と青森県六ヶ所村の水田が着目 され、還元性に富んだ水田土壌と  

かんがい用水、更にそこで栽培された米を採集した。米は精米に し  

て精白米と糠に分けて分析測定に供する こ と と し、また、比較対照  

地域と して還元性の進んでいない通水性のよい水田についても同様  

の試料を採集し、これらを分析測定した結果、放射能レベルは極め  

て低く かったが、還元性に富んだ土層には若干の蓄積傾向が認めら  

れた。  

4． 結語   

今後の予定と しては、化学的回収率を良 く するために前処法、放  

射化学分析法の操作過程の短縮化をはかる方法、例ば湿式灰化とTc  

の初段階の分離を同時に行なう こ との可能な蒸留法や軋定効率を高  

めるための電着の最適条件を検討し、環境中における9gTcのバック  

グラ ンドレベルを把握し、分布と挙動、蓄積傾向の把握を計画して  

いる。  
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自然放射線の擬似実効エネルギー調査  

放射線医学総合研究所  

中 島  敏 行  

自然放射線はエネルギーおよび線量など物理的な因子を含んでいる。しかし、これら は地域にお  

ける地学的な集件由違いによって変わる。このような自然放射線の理学的な 基礎データを待ておく   

ことば自然放射線による国民線量の推定や緊急時における被喋繰豊推定に対して有用な情報を揺供す   

るものと考えられる。  

前回にひきつずき、自然放射線の擬似実効エネルギー調査を行った。実施例につき62年度までに待   

た結果について報告する。   

2．調査研究の概要  

本調査では原子力発電所設置県などの公共機関が所有するモニタリングポイントに郵送方式により   

送ったPair Filter TLDシステムを設置し、自然放射線で照射した。一方、公共機関には郵送したシ   

ステムの一部を壁厚5cMの鉛容器に入れ、BG用とした。これらのTLDシステムは3ケ月間モニタリング   

ポイントに設置した後、当研に返送し、光量の測定を行い、自然放射線の擬似実効エネルギーと線量   

とのデータを求めた。  

本年は昭和58年から約4年の間、福島県、福井県、新潟県の公共期間が有する野外のモニタリング   

ポイントにおける自然放射線の線量と擬似実効エネルギー とを測定した。なお、61年度年報に述べ   

たように積雪圭が擬似実効エネルギーと線量に影響することを報告したが、これに基ずいて非積雪期   

における自然放射線の線主宰と擬似実効エネルギーを求めた。この結果、福井県地方のモニタリング   

ポイントでの線量率と擬似実効エネルギーとは他の2県のモニタリングポイントでの値より線圭率は   

大きく、エネルギーは低くなっていることが明らかになった。   

3・調査結果  

表1は鹿児島、静岡、新潟、島根の各県の野外のモニタリングポイントにおける100日間たりの   

自然放射線線量率と＃似実効エネルギーを示す。  

表が示すように自然放射線線量率の高い地点では実効エネルギーが低くなることが示きれている。  

この理由について、次のような検討孝行った。  

自然放射線の線量率と擬似実効エネルギーとの相関関係があるとの見地より教権の核種（エネル   

ギー Eり抜圭率Xl）よりなる綾瀬の実効エネルギーEと錬士率Ⅹとの相関を検討した。   

これらの値は Ⅹ＝∑Ⅹ一，E＝∑Ⅹ■ E．／∑Ⅹ．で表せる。  

自然放射線の擬似実効エネルギーと線量率との関係を考えるに先立って、教権の核種（エネルギー  
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Ei，線量率Xi）による実効エネルギーEと線圭率Ⅹとの相関を線塵計の位置で考える。簡単のた   

めに2種の核種を考え、EとⅩの相関を求めると、E＝E－ ＋ 〈Ⅹ2（E2 －E－）／Ⅹt ＋Ⅹ2〉で   

表せる双曲線である。ここで核種の極限値を求めると、Ⅹ1／Ⅹ2→的では、Ⅹ＝Ⅹ1または   

E＝Elであり、 Ⅹl／X2→0では、X＝X2 またはE＝E2になる。これの集件を満たす双曲   

線の一般式は Ⅹ＝A＋C／（E－B）になる。   

4．結語  

上の関係式は大地よりの放射線と宇宙線から成る自然放射線に適用することができる。従って、自   

然放射線の擬似実効エネルギーと線量率との間には双曲線関数の関係が得られることが予測できる。   

来年度以降はその相関性の関係式について、得られたデータをもとに検討する。   

研究発表   

1）Nakajima，T．and Chiba，M．：）．Nucl．Sci．Techno］．，23，1986，258－266．   

2）Nakajima，T．：ibid，   23，1986，44・52．   

3）Nakajima，T．：」．Korean Assoc．Radiat．Protec．，12，1987，54－60．   

4）Nakajina，T．：4thlnterna．Sy叩．NaturalRadiation Envirorwent，Portugal，  

兼1モニタリングポイントでの自然仰の■鮒エネルギーと■量■  Dec．1987．   

県 名  抑It名  粛正穐  暮脚・  

（仙押）   （〝1冊〉   
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緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学縫合研究所 物理研究部  

中 島  敏 行   

L∴緒言  

本調査研究は本年度より開始した。その目的は緊急時における放射線被喋繰豊評価に資する物理的  

方法論の研究を行い、緊急医療における被喋繰豊情報を提儀する方法論の確立に資することとにある  

2．調査研究の概要   

放射線の被喋事故や緊急時における被喋患者の治様には、患者の被喋繰塵情報が治療する立場の人  

々には必要不可欠な因子の一つである。しかし、これらの事故では十分且つ正確な被喋繰主情報が特  

に、一般人については得られていなかった。このような一般の人々の放射線モニターとしては、その  

人自身または身近にある材料からその被喋繰圭を推定、評価するしかない。その物理的方法の一つと  

して電子スピン共鳴（ESR）吸収方法を検討し、その方法論に適する材料とその放射線特性の調査研究  

を行った。   

2．1一般人用線量計材料の選定集件  

緊急時において、一般住民の被喋繰重評価をするには、線量とある種の物理的信号圭との比例性、  

被喋後測定までの間に信号量が変化しない、更に、臨床的見地より0．1Gyが検出可能な物質を探し出  

すことが重要である。しかも、これの集件とともにその物質がごく身近にあることが必要である。  

2．2庶糖などの放射線特性   

放射線特性の一つである経時変化について、調べた。この結果から、身近な放射線検出材料の一つ  

として砂糖など糖類を選んだ。砂糖（庶糖）特に家庭で良く使われているグラニユー糖は純度が卵．  

8から鮒・9‡であり、メーカによる速いも少ない鈍物質である。しかも、避難基を生成するエネルギ  

ーが小きいため単位線量当たりの生成遊♯基数が多い、このことばこの物質が高感度なものであるこ  

とを示す。匪11は照射きれた庶糖のESR吸収量と線量との比例性を示す。   

この囲が示すように、ESR吸収圭と線量との比例性は0．04Gy（4rad）から3∝yまであり、医棟処置  

を行う上で必寿な線圭域を十分に包含している。しかも、被喋後から測定までの時間経過による遊離  

基数の減少は日本の多湿環域下で約6ケ月間室温に放置しても見られず、また、100℃の温度条件下  

に約釦分間放置しても遊離基数の減少は見られなかった。このように安定した遊離基が生成し、高  

感度性と比例性に優れた試料の砂糖は日常生活中、我々の身のまわりにある。しかも、試料重量も5  

00耶あれば十分であるという物質は現在のところ見い出されていない。  

2．3方法論の特長  
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ESR法の特長は、ESR装置による遊離基の測定は繰り返し測定をしても、物質内の道議基が消滅す  

ることばない。このことば低い線量で被喋した試料でも、繰り返し加算測定を行うことにより、感度  

良く線量評価が行えるという特長を示している。また、ESR吸収量を測定する際の浪度を低くするこ   

とにより、より高感度になることが期待できる。  

また、この線量計は積算型であるため、ある期間における被曝線塵の積分値が得られるが、水声液   

は不向きである。   

3．結語  

砂糖約1グラム以上を常時携帯しているなら、その被曝線上は我々が浴びるものに近くなる。但し  

携帯しない場合でも、被喋者自身と位置関係が明白であり、十分にこの関係を配慮するなら、線量評   

価が行える。   

［研究発表］   

1）中島，大槻：応用物理，57，277・280，198臥   

2）中島：第31固放射化学討論会，1987．10．   

3）中島：第30回日本放射線影響学会，1987．11   

4）Nakajima，T．：Health Phys．，（in press）．   

5）Nakajima，T．：BritishJ．Radiology，（in press）．   

6）Nakajima，T．and Ootsuki，T．：2ndlntern．Symp．ESR Dosimetry and  

Applications，in Germany，Oct．1988．  

5
 
 

三
高
じ
霊
u
－
∝
∽
u
①
＞
；
望
む
∝
 
 

0  7．5  15  22．5  30  

Absorbed do＄e（Gy）  

囲1 庶堵のESR吸収量と吸収線量との相聞。  

－116－   



放射線計測の環境における適用  

（可搬型スベタトロメータによる放射線測定）  

理化学研究所  

岡野真治（嘱託，同海洋科学技術センター）  

松岡 勝、西 克夫、加藤 博  
1． 緒  言   

理化学研究所において、いままで環境放射線に関する研究を長年続けており、すでに環境  

に存在する放射性物質に起因するγ線や、宇宙線の主成分である荷電粒子強度の測定が実  
施された。これらの測定に際して、スベタトロメータが有効に利用され、とりわけ球型のHal  

（Tl）シンチレ一夕を用いた可搬式のスベタトロノータの開発により、両者の分離測定が容  

易となり、通常の環境における放射線の測定に関しては一応の決着が得られた。   

このスベタトロメータの利用は、昭和61年4月のソ連原子力発電所の事故に際して海外に  

おいて利用し、その有用性が実証された。さらにこの測定系の利用は、一般環境の放射線の  

みならず、水中、海底に含まれる放射能濃度の直接測定を行う目的に適用範囲が拡大した。  

すなわち昭和59年度，60年度は、政府の委託研究事業により、「環境放射線測定機器の小型軽  

量化に関する研究」を行い、従来の野外環境の測定同様、水に入れてスベタいレの測定がで  

きる測定器を開発し、実地に適用された。この測定系は深き200mの範囲で適用できるもので  

ある。本年度はさらにこの測定系を基本とし、より深い海底における適用を考慮し、あわせ  

て長時間（数時間）の連続測定が可能な測定系を開発した。   
一方可搬式スペクトロメータの利用は、西ドイツ、英国、スエーデンならびにNYなど海外  

の環境放射線の測定の他、日本航空KKの協力を得て、国際線の機内において宇宙線の測定を  

行い、宇宙線強度の緯度変化の測定を行った。   

これらの点から可搬式スベタトロメータは、これの利用により、環境放射線の測定に閲し、  

より広範囲の環境計測に応用することが実証され、今後ともこの通用が課題である。  

2．  調査研究の概要  
（1）機器開発   

水中、海底土中放射能の直接測定が容易に行なえる深海用放射線測定系の開発を行った。  

いままでの測定系は、200m程度の浅海用であり、さらに深い海中に適用するため圧力容器を  

高圧用とした。また従来行われた大気球観測で実施した複数個の小型カセットレコーダに  

よる長時間記録方式を改良することにより、深海に通用することを可能とした。   

この機器開発により、天然、人工を含め、海水、海底土の放射能測定がより広範囲に連用す  

ることが可能となった。  

（2）測定調査   

可搬式のスベタトロメータによる環境放射線の測定調査は、従来に引きつづき環境放射  
線の内容の把握のため利用されている。今期における主な内容は次のものである。   

ユ）ソ連原発事故の影響調査（ヨーロッパにおける確認測定）   

2）中性子測定（L‖（Eu）シンチレータの利用）   

g）宇宙線による線量評価（国際線による機内測定）   

4）海中、海底土中の放射能直桟測定  

この他トレーサビリティの確立のため電総研において測定器の校正を行った。  

1）ソ連原発事故の影響調査 昨年までにすでにg回にわたり、NHK取材班によってヨー  
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ロッパの環境放射線の実情をスペクトルレコーダによって測定が行われ、環境放射線の実  
態の一端が把握されていた。今回これらの内容の確認と、時間経過を得る目的で、すでに行  

われた調査と同一地域（イェープレ→ウ70サラー間）について、環境放射線測定を行った。測  

定に際してはFORグ）職員の協力によって前回同様列車内ならびに周辺環境での測定を行っ  

た。特にスエーデンで行っている環境放射線の測定との比較がなされ、数値の確認を行った。   

この際、スエーデン、イエプレ郊外の高濃度の放射能降下地点（基準測定点 ～70kBq′ノkm＝  

（Cs－137））において40〟Rノ′■－hを示した。一方スエーデンの高ラドン濃度の家屋内ではこれを  

上回わる外部線量（～60〟R／－h）が測定された。スエーデンは比較的自然の放射線レベルが高  

く、天然、人工それぞれの寄与を知る上にも可搬式のシンチレーションスベタトロメータの  

利用は必要不可欠であった。また今回の測定でNYの中心部（パンナムビル附近）において測  

定を行い、放射線による線量が20JJR／ノ、hを越える場所がみられた。   

2）中性子測定 中性子の測定は従来の3He計数管を用いたスベタトロメータにモデレー  

タを組合せた測定系の他、検出器にLiI（Eu）シンチレータを用い、中性子測定と同時にガン  

マ線エネルギースペクトルを測定する方式を採用した。この測定系と従来形との比較の例  

として、使用ずみ核燃料キャスクからの中性子測定を実施した。キャスクよりの漏洩中性子  

ほ、キャスクの型により量、エネルギースペクトルが異ることが判明しており、ガンマ線の  

測定とともに、この測定系の利用が期待される。   

3）宇宙線による線量評価 宇宙線による線量は現在太陽活動が静穏期にあり、橿大を  

示す時期である。この時期の基礎データを得るため、従来に引きつづき今回は日本航空の協  

力により国際定期航空機内で測定を実施した。測定は渡欧に際し、成田－シンガポール、コペ  

ンハーゲンーアンカレッジー鹿田間で行った。宇宙線強度の緯度効果は成田－シンガポール間  

で－15％、アンカレッジー鹿田間で＋55％（28kfeet）であった。また籠附近において得られた  

高度変化は、海面高度、28kfeet、33kfeet、35kfeet、37kfeet、39kfeetで、それぞれ3．5JiR／一h、  

165FLR／h、200FLR／h、232fLR／h、265jLR／h、300JLR／hに相当した。このほか、TLD、ガラス線量計  

フイルムバッチおよびポケット線量計の宇宙線による線量蒋示値の比較測定を国際線（貨  

物機）において実施した。この際得られた機内の平均線量は、一ケ月（貨物機の飛行期間）で  

約1mSvであった。   

d）海中、海底土中の放射能直巌測定 すでに昭和59、60年度に開発した海中、海底土中  

の放射能測定機器を深海に適用する方法について研究し、耐圧容器、長時間の記録を含め、  

測定系のハード、ソフト面について一応の目処が得られた。   

この他測定機器の校正として電総研において、原子力軍艦のモニタリングボートで使用  

しているG－M計数管の計数率と線量率の関係をについて、トレーサビリティを確立した。  

モニタリングボート上の計数管は60Co，226Ra，137Cs線源においてjep＄がそれぞれ0．90〟R  

／′hO．94メJ町h，1．13メ相／L■hが得られた。またLiI（Eu）シンナレータとモデレータを組合せた中  

性子スベタトロノータのエネルギーレスポンスの決定を行った。   

3．  結 語   

放射線計測の環境における適用は、われわれ生活環境の放射線に関する内容の把握、環境  

放射線による被曝線量の評価に役立っことは論をまたない。その適用にあたっては現在ス  

ベタトロメータを用いて行うことが半ば常識化している。今回示した内容は主として可搬  

型スベタトロノータによる環境放射線の測定の芙頴で、現在実用化（市販）されている機器  

の適用の他、将来の方向として中性子測定、海中海底における放射能測定などスベタトロメ  

ータによる環境放射線の測定がより広い分野に利用されることを期待している。  
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放射線計測機器の規格化に関する対策研究  

（財）放射線計瀾協会   

伊脊 直次、岡本 利夫、上澤ヰ男  

本多善太郎、後♯孝穂、菊池 王  

1．緒言   

前年度に引続き、ゲルマニウム半導体検出器型γ線波高分析蓑月l（以下Geγ線分  

析装置）に関する測定結果の、各事業所同のばらつき要因を調査するため、本年度  

は、主としてスペクトル解析ソフトの性能及びl＝Cs，15～Euのサム効果に闇する比  

較調査を実施した。なお、この他にIhI（TL）シンチレーション式の可搬型環境γ 線  

モニタについて、規格化の対策に必要な資料を得ることを目的として、各種の特性  

試負を実権したが、その内容は割愛する。  

2．調査研究の概要   

スペクトル解析ソフトの性能を調査する方法として、単一のγ緩を放出する核種  

（65加：1115．らkeV〉と多数のγ線を放出し、しかも65znの放出γ線のエネルギーに近  

接したγ線を放出する穣種IS2Eu（1112．OkeV and etc）を混合し、そのγ線スペクト  

ルから両様種を同定する方法を選んだ。さらに事故時に測定される核種で、かつ、  

サム効果に関する情報が得られる核種として】3－Csを選び上記横寺に追加した。比  

較調査用の欝準容積線澹は、媒体物質として活性アルミナを用い、上記3核種を混  

合したものであり、これらの核種の放射能のせ付けは、日本アイソトーア協会で行  

ったものである。糠準容積線源の形状は、前年度と同機の計9種類である。又、調  

査対象事業所は前年度と同じ10事業所である。測定に際して定t対象のγ線エネ  

ルギーを、8ちZ爪については1115．5keV，152Euについては1112．OkeVと1408．OkeV，  

l＝Csについてほ604．もkeVと795．8keVにそれぞれ指定した。このように指定したγ  

線エネルギーにもとづき、各事某所において各核種毎に測定された放射能から糠準  

容欄‖鍍瀕の基準放射能を差し引いた儀の、＃革放射能に対する百分串（以下、誤差  

という）を求ぜ）、事業所毎にプロットした結果を核種別にまとめて図1に示す．こ  

れらの結果から、次のことが判った。  

（1）65Znの測定誤差は、－1鋸ト・計Mであり、1事業所を除くと大嶋－20鷺′｝20鴛である。  

（2）182Euの測定誤差は、定t対象のγ線エネ／レキーが1112．OkeVの場合は－22X～門X  

であり、1408．OkeVの場合は－22X～18Xであった。全体的に誤差は負側にあるが、  

正側にある事業所も数事業所あり、152Euのサム効果を考▲すると、＝一Csの場合の  

誤差分布と異なりばらつきは大きい。正側に評価さ九ている誤差は、1事業所を除  
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。ニ85Zn，1115．5keVのγ削こより定1  
へ、  き定量対条のγ線エネルギーが  

1112．OkeVの場合であり、解析 〈  
訳 知  
ヽ一 28  

川  

珊 0  

．10  

髄＿訂  

rq   

上85Znの1115．5keVの妨害によ  

る影響と解釈できよう。  

（う）l＝Csの測定誤差の範囲ほ、  

定i対象のγ線エネルギーが  

804．6keVの場合は一21％′－ 0．7X  

であり、795．8keYの場合は  

－20％～－7．1％であった。1事  

業所を除いたほかは負側に  

片寄っており、 しかも、－10％  

程度のところに集中している。  

負側に片寄っているのは．  

152Euの場合と同機にサム効果  

によるものである。  
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3．括藷   

近接γ線の同定ソフトの性  

能調査の鯨巣、 2、 3の事業  

所で他の事業所よりも大きな  

誤差が見受けられた。平常時  

におけるスぺクト／レ解析では  

問題ないが、事故時のように  

複雑なγ線スペクトルの場合  

は同様の結果が予想される。  

現在10事業所中8事業所ま  

でが科学技術庁方式にもとづ  

く解析ソフトを使用している．  

l B C I〉  E F G  ガ I J  
△＝l＝ Cs，804．6keVのγ線により定t   

▲＝l＝Cs，795．8ke†のγ線により定t  （
訳
）
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図1各事業所の鮎γ線分析蓑欄による  

65Zn，152Eu，1う4C5の誤差の分布  

それにも拘らず解析結果に優劣が生ずるのは、詳細のところで解析方法が異なって  

いることに起因しているものと思われる。したがって、測定精度の向上のためには、  

特に妨書ヒータの処理方法についてより優れた解析ソフトで統一していくことが望  

まれる。また、サム効果は試料の大きさ、ゲルマニウム検出器の相対効率、雨着の  

幾何学的配置等により異なり一定債をもって決めることはできないが、調査括黒か  

ら1M程度のサム効果が踏められた。次年度は、環境試料中の放射性物すの濃度が  

不均一な場合について比較測定を行う予定である。  
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Ⅴ 都道府県における放射能調査   



北海上道 に お け る 放射能調査  

北海道立衛生研究所  

福田 一義   典井 普代   小林 智  

1． 緒 言  

前年にひ き 続き、科学技術庁委託に よ る 昭和82年度の北海道に   

わ け る 頚＝豪放射能水準調査 の概要を 報告す る。  

2． 術査 の概要  

（1） 鋼仁査対象お よ び測定方法  

鋼巨査の対象お よ び項目 な ら びに測定方法は前年 と 同機である。  

（2） 測定装せ  

GN計数装置；ア ロ カ TDC－103（GN－HLB－2501．GH－5004）  

NaI波高分析 者； コ ロ ナ 505  

低バ ック グラ ウ ンド放射能 自 動測定装置；ア ロ カ L8C－451  

モ ニ タ リ ン グ ポ スト ； ア ロ カ HAR－11  

シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ ； ア ロ カ TCS－121C  

原子吸光分光光度計；日 立180－50  
（3） 測定結果  

イ  各種試料中 の全ベ ー タ 放射能  

全ベー タ 放射能の測定結果を 一括 し て 表1に示す。降下物，  

降水お よ び海水の他の試料につ いて は40Kの寄与を 含む。ま  

た、海水 の前処理法は鉄－ バリ ウ ム共沈法に拠っ た。  

ロ  牛乳中 の131Ⅰ  

札幌市わ よ び河東部音更町に おい て隋月に採取 し た12試料  

か ら、131Ⅰは 全 く 検 出 き れ な か っ た。  

ハ  農工畜水産物中の90Srわ よ が137Cs  

各地で採取 し たよ畜水産物中の90Srお よ ぴ137Csの核種分  

析椿 果 を 表2に 示 す。  

ニ  空間線 主宰  

札幌市 に お け る モ ニ タリ ン グ ポ スト お よ び シ ン チ レ ー シ ョ  

ン サ ーベ イ メ ー タ に よ る 空間繚暮辛の測定結果を 表3に示す。  

前者は連続測定の月別の平均饅，最大値．最小饉、後者は＝毎月  

月 別 の 臆で あ る。   の
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表1各種試料中の全ベータ放射能  〉；く HD；検出きれず  

試料名   F採取地  師料劉   三＝  平均値  最大値  最小値   

札幌市   12  虻i／k■2（陥q／k12）  0．44（16）0．74（27）0．Og（3．3）   

降下物          降水（定時採水）  札幌市   137  pci／1（撼q／1）  ND（HD）   
上水（原水）  札幌市   2  〝 （ ′′ ）  HD（HD）   

上水（蛇口水）  稚内市  2  〝 （／／）  HD（ND）   
淡水   
海水   
海底土   市部余市町  2  祀i／g乾（Bq／g乾）  15（0．55）柑（0．65）12（0．46）   
狩郡石狩町  ロ  〝 （／／）  ND（ND）    市部余市町  2  〝 （ 〝 ）  ND（HD）            土壌（0－5en）  札幌市  ロ  虻i／k■2（G8q／k■2）  460（17）   

土壌（5－20el）  札幌市   6  〃 （ ′′）  1800（67）   

原乳（生産地）  札幌市   

4  祀i／1（Bq／1）  1300（亜）1400（51）1200（亜）   
／   

ほうれん草   

牛乳（消責地）  札幌市   

大根（生産地）  狩郡石狩町  ロ  pCi／g生（鵬q／g生）  2．1（76）    狩郡石狩町  口  ／／（ 〝 ）  5．7（210）  精米（生産地）  狩郡石狩町  口  〝 （ 〝）  0．73（27）   
．   精米（消書地）  札幌市  口  ／′ （ 〝）  0．65（24）  鮒（生産地）  狩郡石狩町  ロ  ／／（ ′′ ）  28（g5）  鮭（生産地）  阿部浦河町  口  〝 （ 〝 ）  3．2（120）  日常食  札幌市 ⊥  2  ．甚i／人・日（8q／人・日）．1800（00）1900（70）1700（63）   

表2 よ畜水産物中がOSrわよび137cs  ）誕ND；検出きれず  

試科名   採取地   灰 分 軌沖ム  洲サム 90sr   137cs  
g／kg生 g／kg生 g／kg生  pCi／k生 餌／kg生  pCi／k葛生 8q／kg生   

大根   石狩郡石狩町  5．26 0．132 2．10   9．1  0．33   1．1  0．040   
ほうれん革  石狩郡石狩町  17．0  0．236 7．18   4．0  0．15   1．5  0．058   
原乳  旭川市  7．22 0．971 1．46   0．085   g．3  0．34   
〃   2．3            勇払郡早来町  7．26 0．921 1．44  2．4  0．0gO   6．g  O．25   
〝   稚内市  7．36 1．（粕  1．4g   5．0  0．1g   6．5  0．24   
／／   釧路郡釧路町  7．71 l．03  1．47   7．g  O．2g   44．2  1．8   
蝶   釧＝路市   13．8  0．605  3．47   ¶D  ND   12．9  0．48   
北寄見  す田郡す田村  15．5  0．1g1 2．44   ND  I柑   2．1  0．077   
ホタテ見  茅部部扇町   19．6  0．369 3．03   I疇D   2．0  0．072   

昆布   HD            ．余市郡余市町  32．0  1．70  8．59  1．g  O．071  7．1  0．28  
（原乳については、kgを1に読みかえる）   

表3 空間繰上事（札幌市）  
月      月  ヨ モニタリン    グポスト（eps）  
平均欄［叢大せ 最小せ  （〟R／h）  大せ最小せ   
4  10．7  14．7  5．3   10  11．0    22．る  5．1   

4．9   

g．5  5．5   
田  11．1    18．8  

．    ．  

7  11．1  16．0  10．1  4．5   ロ  10．0  2  1．5  9．g  
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青森県に お1ける放臥＝総調査  

青森県公苫調査事務所  

西沢陸地，庄司博光，木村秀1封  

1．緒 言   

前年度にひきつづき，昭和62句二4月から昭川G3咋3月までに科学ほ術庁の委託により   

実施した放射能調査の概要を和告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水，降下机上水，土取口常食，農畜産物，渦水，拘底土，海産生軌空間線量率。   

2）測定方法  

紺〕lの前処理および測定は，科学ほ儒庁締「全ベータ版紬踊則定法（昭和51年改訂版〉」，   

「放射性ヨウ素分析法（昭和52年改訂版）」，「Nal（Tl）シンチレーションスベク   

トロメータ機器分析法（昭和職㈲職）」，「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」，   

「掛川生ストロンチウム分析法（n桝u58咋3訂版）」に準拠して行った。空間緑重度およ   

び計数要は，「放射能測定調査委託実施計画曹（昭和61年度）」により測定した。  

3）測定装置  

β抽の計測  低バックグラウンド放射能自動測定装置  

くアロカ製 LBC－452型）  

NaI（Tりシンチレーションスペクトロメータシステム  

（NAIG Eシリーズ）   

NaI（Tりシンチレーションサーベイメータ  

J・級スペクトロメトリー  

空間線克席  

（アロカ製 TCS－121C型）  

モニタリングポスト （アロカ魁ト1八R－R42型）   

4）調査結果   

皮膚赤潮こおける降水〈定時採取）と陀下物（大型水盟による一ケ月毎）の全ベータ放射能  

測定結果を表1に示す。   

受）花森制こおり－るモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの測定結果を表2  

に示す。冬期間は柏雪に（kり，低い幅となっている。  
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⑫〉各便試料の全ベータ放射服測定結果を蓑3に示す。   

⑨原乳中の■引lの分析結果を蓑4に示す。l∋■Ⅰは検出されなかった。  

⑤農産物，滴届壇照両・のqOsl－および■叩csのう）析結果を真5に示す。  

3．結 語  

測定結黙は仁全般11りに例叶と同程度であり，1寺に異常は詑められなかった。  

表1  陀水、陀下物の全ベータ放射能 （青森巾）  
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表3 各様試料の全ベータ放射能   

試 料 名   

上 水（蛇u水）  
／′   

土  鳩  
0～ 5cl11  
5｛〉20（：11・I   

土  鳩  
0′－ 5cl＝  
5～20cl’11   
日 常 食  
〝   

仔（  孔  
〝   

大  眼   
キ、いベツ  

′／   

ジャガイモ  
米   

持  水  
〝   

拍 底 土  
〝   

ホタデ貝   
カ レ イ  
ムラサキりJ、イ   

ホンダワラ  

ほ現地点   

青 森 市  
〝  
′／  

む つ 巾  

ほ取年月日  放射能沸度 （合K）  

62．6．26  
G2．12．10  
62．8．21  
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素4 原乳中の朝1（青森市）  

表5 農産物，減産物「いの放州生核種測度  
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岩手県における放射能調査  

岩手県衛生研究所  

佐藤雅人  五日市治 熊谷昭輔   
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（2）測定方法  
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口  重間ガンマ線の線1串  NaI（Tl） シンチレ ー シ ョ ン式  

サーベイ メ ー タ（アロカ製  T  

C S －131）  
（4）調査結果  

表1に降水及び降下物の全ぺ  

表2 に各種試料中の全ベータ  
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表3 に空間ガンマ線の線上率の測定括果を示  

3  枯藷  
昭和82年度（も2年12月～もぅ年）月）の岩手県における放射能レ   

ベルは，全試料について東北各県の平常饉と 同機なものであった。  
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表1 降水及び降下物の全ベータ放射能  （盛岡市）  

放射能濃度  

（6時間皆）   検出  月間降下土  

年月  試料赦  降水圭  MCi／kl正  

最高   回数   僧M  （大型水盤）  

PCi／l   

63．2   0   ND  N【〉   0   0．5   0．037（1．4MBq／kl正）   

63．3  10   37（1．4Bq／り  ND   3   7l．0   0．87（32 M8q／k¶り  

注）機器整備及びβ比較試料（Uき0亨）の人手の都合上，測定は2月15日  

から開始した。  

表2 各種試料中の全ベータ放射能  

試 料 名   採取地  採取  全 ベ ー タ 放 射 能   

年月日  

上  水（蛇口水）  盛岡市  63．1．21  四   

土  壌（0－ 5印）  滝沢村  63．3．24  10 pCi／g乾土（37伽8q／g範士）   

土  壌（5－20e■）  沌沢村  63．3．24  5．9 pCi／g乾土 （220H8q／g乾土）   

米   （生産地）  滝沢村  63．2．4  0．35pCi／g生 （13■8q／g生 ）   

ダイコン （生産地）  玉山村  62．11．5  1．5 pCi／g生 （56巾8q／g生 ）   

ハクサイ （生産地）  玉山村  62．11．5  1．9 pCけg生 （70MBq／g生 ）   

牛  乳（生産地）  滝沢村  63．2．4  1300pCi／l生 （48 8q／l生 ）   

日 常 食   盛岡市  63．3．13  0．73 pCi／g生 （27■8q／g生 ）   

ホ夕子ガイ（生産地〉  山田町  63．2．3  2．T pCi／g 生 （100M8q／g 生 ）   

表3 空間ガンマ線線量率  

測定年月日   空間ガンマ線縫玉串   

63．2．17   8．9 〃R／h   

63．3．1   6．1〟R／h   

63．3．15   5．5J上R／h   
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宮城県lこおlサーる放射能胴査  

音蠣県原子力センター  

阿 部 ■ 彦  

1 隷 書   

前年度に引き続き、昭和62年よに宮城県で実施した科学技術庁委耽放射能測定■査   

の結果を報偏する。  

2 ■l査 の 横 車  

（1）＃壬の対象  

雨水・降下物・上水・土壌・日常食・▲書産物、及び海産生物については仝ベータ  

放射能の測定、牛乳（原乳）については、＝1Ⅰの様種分析を行った。また、空間ガン  

マ線の線量寧を毎月1回、計緻率せ周年連続で測定した。  

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁＃「全ベータ放射能瀾定法」（昭和51年改訂）、1alI  

は同庁＃「ゲルマニウム半導体検出翳を用いた機器分析法（昭和54年改訂）」、空  

仰ガンマ線の線上串、及び計数寧虻「放射能欄定事査要職新香■（昭和62年よ）」に   

基づいて行った。  

（3）測定装t  

イ 仝ベータ放射能  

ロ1alIの横種分析  

ハ空間ガンマ線の線t寧  

二 重間ガンマ線の計数事  

オートサンプルチェンジャ付GM軒数装t（アロカ撫  

SC－702、TDC－501）  

相対助手25％ゲルマニウム半導体検出鶉（MCA：  

トレイコア・ノーザンTⅣ－4500）  

NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ（ア  

ロカ♯ TCS－121C）  

ⅣaI（Tl）シンチレーション式モニタリングボス  

ト（アロカ＃ MAR－11）  

（4）■査結果  

表1に雨水・降下物の全ベータ放射能及び垂間ガンマ線の計緻＊、線上攣の測定結  

果を示す。  

表2に上水・土壌・日常食・よ畜産物、及び海産生物の全ベータ放射能の測定頼果  

を示す。  

表8に牛乳（原乳）中の1さ1Ⅰの測定結果を示す。  

2 結 蕎  

昭和62年度の宮城県の放射能レベルは、各試料ともチェルノナイル原子力尭t所事   

故以前＼即ち60年度以前と岡レベルであった。 なお垂間ガンマ線計数串の増加は、   

61年3月に行なったモニタリングポスト更新のためである。  
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表1 雨水、降下物の全ベータ放射能及び垂Ⅶガンマ♯の針緻■、■t■  

全ベータ放射能（女川町）  空Ⅶガンマ線（仙台市）  

年  月  試料緻         雨水中放射能（pCi／り  月Ⅶ降下t  計数■  義t事  

最大t ～ t小t  （■Ci／山）く注〉  cp8（平均）  〝R／h   

62． 4   3   13   － 6．2   0．36   9．1   5．9   

5   6   24   ～ N．D．   0．55   9．5  5．8   
6   3   7．4 ′－  N．D．   0．11   9．4   5．5   

7   9   6．3 － N．D．   0．18   9．5   5．6   

8  10   4．1 ′－ N．D．   0．01   9．6   5．1   

9  10   13   ′〉 N．D．   0．10   9．5   5．4   

10   5   18   ′－ N．D．   0．64   g．6   5．6   

11   3   10   ′－ N．D．   0．32   9．9   5．3   

12   2   35   ′－ Ⅳ．D．   0．21   9．9   5．8   

63． 1   4   22   ～ N．D．   0．25   9．9   6．1   

2   0  0．43   9．6   5．4   

8   9   10   ～ N．D．   0．59   9．7   5．2  

く注〉大型水tによる1ケ月毎の滞定t  

義2 各種試料申の全ベータ放射能  

試 料 名   採 取 地  採取年月日   全ベータ放射他  ■ 考   

陸士 0－ 5q■  岩出山町  62．8．25   9．5  pCl／g乾土   

陸士 5～20q■  岩出山町  62．8．25   8．8  pCl／g乾土   

88  pCi／g灰   

80  pCi／g灰   日 常 食  女川町・石巻市  62．7．2        日 常 食  女川・石巻・仙台  62．11．18        上水（蛇口水）  仙 台 市  62．7．1   3．3   pCi／企   

上水（蛇口水）   仙 台 市  62．10．1   0．4   pCi／且   

ほうれん茸   仙 台 市  62．5．1   消費地                                                                           4．g  pCi／g生   

大  根   仙 台 市  62．9．1   1．3  pCi／g生  消費地   

＃  米   田 尻 町  62．12．25   0．5  pCi／g生  生産地   

牛  乳   仙 台 市  62．5．1  1100  pCi／‘   消費地   

牛  乳   仙 台 市  62．9．1  1300  pCi／l   消★地   

か れ い   仙 台 市  62．6．1   2．a  pCi／g生  消費地   

義3 牛乳（腐乱）申の1alI濃よ  （■董地点；岩出山町）  

採取年月日   62．5．29  62．6．24  62．7．29  62．8．25  62．8．22  62．11．18   

＝1Ⅰ■度（pCi／り  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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秋田県における放射能調査  

秋田県衛生科学研究所  

勝又貞一 佐藤泰子   

【1】緒 言   

昭和62年度（82．4～63．3）に実施した、環境放射能調査の結果の概要を報告す 

【2】調査の概要  

〔1】調査対象  

雨水．上水，淡水，土壌，農畜産物．魚介類．空間線量  

〔2】測定方法  

試料の調整および測定は．科学技術庁編「放射能調査委託計画書（昭和82年度）」  
「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」，川a（Tl）シンチレーションスベクトロメータ   

機器分析法（昭和49年）」．「放射性ストロンチウム分析法（昭和52年）」等に準じ  

た．  

【3〕測定装在  

所年度と同じ．   

〔4】測定結果  

イ．定時（9時）採水による雨水の全β放射能を表1．各種試料中の全β放射能を  
表2に示す．  

ロ．各種試料中の00s rと1＝c sの測定結果を表3に示す．  
ハ．牛乳（原乳）中のl＝Ⅰを表4に示す．  
ニ．モニタリングポストとシンチレーションサーベイメーターによる空間線量虻．  

表5に示す．  

【3】結 語   

本期間中は、いすれの調査項目にも異常値は検出されす、例年と同じ低レベルに推移   

した。  

表1．雨水の全β放射能の月別経過  

年月  測定回数  降雨暮  最高値●  最低値●   平均値●   降下暮  

ml【   PCi′う   pCiペ   PCiイ   mCiイm2   

6 2．4   8   64．1  119．0   N．D   73．6   3．2   

5   8   て50．0   53．9   N．D   1ら．2   1．0   
6   6   49．3   53．3   N．D   16．g   0．8   
7  1了   248．5   21．9   H．D   3．8   0．3   

8  14   513．1   25．3   N．D   l．8   0．3   

9  138．5   60．0   H．D   ＝）．0   0．6   

10   8   7了．7   55．8   N．D   33．2   1．8   

11   15   186．9   97．8   N，D   58．9   丁．4   

12  1丁   147．2  116．0   H．D   48．5   ＄．1   

6 3．1   18   139．2  201．8   H．D   6；．9   8．0   
2  18   8さ．8  150．0   47．8   9I．3   丁．2   

3  14   80．3   99．0   H．D   3！．6   2．8   

＊ ：6時間更正値  
N．D：測定値が計数誤差の3倍を下回るもの  
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表2．各種試料中の全β放射能  

試  料  名  採 取 地  採 取 年 月 日  放 射 能 濃 度   

牛乳（原乳）  62．8．25   1・10 pCi／ち生  

〝  〝 12．8   0．90  〝  
キャベツ   〝†0．21  1．75  〝   

ロ  〝〝  2．10  〝   

〝  〝10．15  0．04  〝   

コ  ′′  〝  8．10   1．90  〝   

タ  男鹿市  3．30  〝   

日 常食   1.700 pCi/ 

〝  〝  〝11．17   1，953  日         〝  
淡  水   〝  8．10   N．D   

上水（蛇口水）   〝 了．20  ′′  
′′  〝  〝12．7  3．3 pCiペ   

河辺町  1．053 mCi／丞m2   

〟（5′〉20cln）  ′／   〝 〝  3．312  〝   

表3 各種試料中の核種分析結果  

試  料  名  採 取 地  採取年月 日   90S r   137cs   

牛乳（原乳）  1．2 pCiバ   3，8 pCiペ  
〝   〝  〝 12 8   N．D  〝   5．2   〝   

ロ  〝 10．21   13・9 pCiイg   6・2 pCi／（g   

〝  〝 〝  14．6  〝   H．D   〝   

コ メ（精米）  〝10．15  N．D  〝   N．D   〝   

コ  ノ′  〝  8，10   30．9  〝   17．4   〟   
秋田市  6．3 pCi／   8・4 pCi古人  

〝  〝 11．17   3．6  〝  8．3   〝  

河辺町  22．7 mCiイm2  112． mCi／毛m2   
〝（5′〉20cm）  〝   ′／′′  96．0  〝   272．  〝   

表4 牛乳（原乳）中の －3－Ⅰ（秋田市）  

採 取 年 月 日  62．5．7  62．7．29  62．8．25  62．10．27  62．12．8  63．2．26   

la－Ⅰ 濃 度   H．D   H．D   N．D   H．D   H．D   H．D   

単位：PCiイ  

表5 空間ガンマ線計数率及び線量率  

空間ガンマ線計数率（cps）●   空間ガンマ線線量宰＝  
年  月  最大値l最小値l平均値   （けR／h）   

62．4   15．7  14．0  14．5   6．4   
5   16．2  14．2  14．6   6．4   
6   15．3  日．3  14．6   6．2   
7   17．2  14．1  14．9   6．3   
8   17．4  14．3  15．0   6．2   

9   15．4  14．1  14．8   6．4   

10   16．1  14．4  14．9   6．3   
11   16．6  14．3  15．0   6．5   
12   16．4  14．1  14．8   5．9   

63．1   15．6  13．2  14．4   5．7   

2   14．2  12．0  12．7   4．9   

3   15．3  13．2  14．3   6．3   

・モニタリンクポスト  ＝シンチレーションサーベイメータ  
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山形県さこおさナる放射甘巨孟曜l査  

山形県衛生研究所  
殻楽秀弥，須藤梨佳   

1．緒言   
62年4月から63年3月までの期間に実施した科学技術庁の委託による山形県における  

放射能調査について報告する。   

2．調査の概要  
（1）調査対象  
降水，降下物，土壌，日常食，陸水（上水），農畜産物（牛乳，野菜，米）及び海産生物   
（魚類，月難，海藻類）の全ベータ放射能並びにサーベイメータ及びモニタリングポス  
トによる空間線量を測定した。  

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全ベータ放射能及び空間線量の測定は，科学技術庁編『環境試料  
採取儀（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定儀（昭和51年度改訂）』及び昭和61年度放  
射能委託計画書により行った。  

（3）測定装置  

各種試料の全ベータ放射能の測定はGM計数裳置（Aloka製，T肛－103型）を使用した  
空間線量の測定はシンチレーションサーベイメータ（Aloka軋TCS－131型）及びモニ  
タリングポスト（Aloka襲，舶R－11型）を使用した。  

（4）測定結果  
全ベータ放射能の測定結果を表1（降水）表2（降下物）表3（各種試料）に示  
したが特に異常値は謎められなかった。また，空間ガンマー線の測定結果を表4に示  
したが例年とほぼ同様のレベルであった。  

表1降水の全ベータ放射能（定時採水）  （山形市）  

放射能濃度（6時間億）  

年 月  試料敷     検出回数  降水量  月間降下量    最  古  最  低  
（甚i／ク）  （pCi／2）  （mm）   （mCi／km2）   

62・4   6   66   ND   1   9．7   0．1   

5   6   ND   ND   0   74．1   ND   

6   7   ND   ND   0   61．8   ND   

7  12   ⅣD   ND   0   195．0   ND   

8  11   NI〕   ⅣD   0   159．0 ND   

9  10   ⅣD   NI⊃   0   98．1   ND   

10   5   ⅣD   NI〕   0   21．7   ND   

11   8   NI〕   ⅣD   0   59．8   ND   

12  10   ND   ⅣD   0   44．6   ⅣD   

63・1  13   ND   ⅣD   0   87．6   ND   

2  11   NI〕   ⅣD   0   51．8   NI〕   

3  12   ND   ⅣD   0   41．0   NI⊃   

計   111  1   904．2  
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表2 全ベータ月間降下量 （大型水盤）  （山形市）  

誓 ■11 ■鴎  ＝蔓i   月 間 降 下 量  
（mci／km2）   

S・62・ 4・1′・・■  5・1   0．3   
5・1′・・■  6・1   0．5   
6・1■－  7・1   0．2   
7・1′・一  8・1   ⅣD   

8・1′〉  9・1   ⅣD   

9・1′・・■  10・1   ND   
10・1～  11・2   ND   
11・2■・・■  12・1   ND   
12・1′・・■ S・63・1・4   0．5   

S・63・1・4～  2・1   ⅣD   

2・1′・一  3・1   ND   
3・1～  4・1   0．5   

計   2．0   

表3 各種試料の全ベータ放射能  

試  料  名   採掘地点  採取年月 日  放射能濃度（含K）   

土  壌（0～お皿）   山形市  82・7・30   18  pCi／g乾土   
土   壌（5～10c皿）   山形市  62・7・30   14  pCi／g乾土   
日 常 食   山形市  62・6・9■〉 8・12  1800  pCi／人・日   
日 常 食   山形市  62・11・25・～11・27  1500  pCi／人・日   
上  水（蛇口水）   山形市  62・6・11   ⅣD   

上  水（蛇口水）   山形市  62・12・14   ND   

牛  乳（消蒙地）   山形市  62・8・24   1200  pCl／更生   
牛  乳（消費地）   山形市  63・2・23   1100  pCi／£生   
大  根（消費地）   山形市  62・10・4   1．7 pCi／g生   

山形市  62・10・4   3．5 pCi／g生  
酎染ん革消重量i  山形市  6Z・11・20   0．81pCi／g生   
ワ カ メ（生産地）   酒田市  62・6・25   3．7 pCi／g生   
サ ザ エ（生産地）   酒田市  62・6・25   3．5 pCi／g生   
イ ワ シ（消費地）   山形市  62・9・16   2．1pCi／g生   

表4 空間ガンマー線計数串及び線量串  （山形市）  

年  月   モニタリングポスト （cpm）  サーベイメータ  

最  高  最  低  平  均   （〝R／b）  

62・4   15．5   11．5   12．7   6．7   
5   16．5   11．5   12．9   6．8   
6   16．5   11．5   13．0   7．1   
7   17．5   11．5   13．1   7．7   
8   18．5   12．0   13．1   6．7   
9   16．0   12．0   13．0   6．5   
10   15．0   12．0   13．1   7．0   
11   17．0   11．5   13．1   6．8   
12   20．5   12．0   13．2   6．8   

63・1   21．0   10．5   13．0   6．8   

2   17．0   10．0   11．6   5．8   
3   17．5   11．0   12．5   6．7   
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福島県における放射能調査  

福島県原子力セン ター  

高橋  教則  落合  良二  鈴木  徹  

三瓶  良和  酒井  広行  伊藤  繋  

1． 緒言  

昭和62年度に福島県が実施 した科学技術庁委託環境放射台巨水準   
調査結果及び原子力発電所周辺の環境放射能調査結果を報告す る。  
2． 調査の概要  

（1） 調査対象  

ア． 委託調査……空間線圭率、 大気浮遊じん、 雨水、 野菜、 牛  

乳（市販乳、 原乳）、 精白米、 日常食、 汲水魚、 上水、 淡水、  
陸士、 海水魚、 海水、 海底土。 （福島市、 相馬市、 大熊町）  

イ． 原子力発電所周辺調査…… 空間線量率、 空間積算線圭、 大  

気浮遊じん、 陸士、 陸水、 海水、 梅底沈枝物、 農畜産物、 松  

葉、 海産生物。 （楢葉町、 富岡＝町、 大熊町、 双葉町、 浪江町、  

小高町）  

（2） 測定方法   

ア． 全β放射能測定は、 科学技術庁マニュ アルに従った。   

イ． 核種分析は、 試料乾燥後450℃で灰化し G e 半導体検出  

測定 し た。  

ウ． 牛乳中の131Ⅰは、  析
広
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 （3） 調査結果   

ア． 委託調査（表－1）  

空間線量率については、 5．79～6．73〟 R／h（平均6．27〟  

R／h）で、 前年度と ほぼ同程度であ っ た。  

環境試料中の全β放射能濁度についても、 前年度とほぼ同  

程度であ っ た。   

ま た、 牛乳（原乳）中の13】  検出されなか っ た。  

は、 前年度と ほぼ同程  て
 
 

は
）
い
 
 

Ⅰ
 
2
 
つ
 
 

イ． 原子力発電所周辺調  

空間線圭率、 空間税  
一
に
 
 

表
土
 
 

（
線
 
 

査
算
 
 度であ っ た。   

環境試料の核種濃度については、 フ ォ ールア ウト お よびソ  

連原発事故の影響に  

前年度に比べ減少し  

沈絹物、 精白米、 牛  

▲■  3  Cs，t37csが松葉か ら検出されたが、  る
い
お
 
 

よ
て
乳
 
 

る。 ま た、 同 じ く13Tcsが陸士、 海底  

よび魚類か ら検出きれたが、 前年度  

と ほぼ同程度であっ た。 さ ら に松葉の一郎か ら、 原子力発電  

所に由来する と思われる8Ccoが、 撞 く微生検出きれた。  

3． 結語  

空間線圭率は、 前年度と同程度であ っ た。 環境試料では、 フ オ  

ソ連原発事故の影響に よ る核種が検出 さ れた が、  

し てい る。 ま た、 松葉の一郎か ら原子力発電所  
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6〇coが、 極 く 微量検出きれた。  
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表－1科学技術庁委託環境放射能水準調査結果  

義一2  原子力発電所周辺の環境放射能測定結実  

≡、．…顎   （彊黛蒙）  単  位   測  定  値   

平均値  W▼‾‾■川‾血 最大 値  Ⅷ■【二‾“「▼▼  

空間緩豊率   （15）  〃．R／h  4・3～5・8  l   

空間積算線量   （18）  i山R   62  ～  78   

：大気  全α濃度；全β演度l核 種 濃 度   

浮遊じん  4  pCi／m3  
l； l     川■■■■訂  ■    こ・  

環                     「‾檜－ 
盲】す一斎盲▲「核 種 濁 度   
‾“t‾‾‾劇‾‾‖▲‾‾ 

i 

LTD・～37  

30  PCi／g幸三  6．1～2j．2 い37csILTD ～0．069  「㌻古‾「▲】‾」一‾‾‾  

LTD～0・003  

・－1．3  

TD～0．006  
TD～0．029  

12  PCi／g乾   PCi／g生  3．8 ～】2．3！ 検出された核種なし   
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茨城県における放射能調査  

茨城県公害技術センター  

村上重信 平井保夫 橋本和子  

三好 隆 久保田京子 森田茂樹  

1．緒言  

前年度に引き続き、昭和62年度の交付金事業及び放射能委託事業に基づく、原   

子力施設周辺環境調査及び核爆発実験による影響調査の結果の概要を報告する。  

2．調査結果の概要  

（1）調査の対象  

空間線量、雨水、降下物、大気浮遊じん、陸水、農畜産物、土壌、淡水産物、  

海産物、海水、海底土、排水。  

（2）測定方法  

試料の前処理、全β放射能測定及び核種分析は、主として科学技術庁のマニュ  

アルに従って行った。  

使用した測定器は、空間線量率は車載エリアモニター（HaI（Tj））、積算線量  

はTLD、全β放射能はGM計数装置、核種の測定は低パックブランドガスフロー  

型β線計数装置、液体シンチレーションカウンター及びGe半導体検出器である。  

（3）測定結果  

イ 空間線量率及び積算線量について、期間中異常値ほなかった。（表1）  

ロ 降下物、浮遊じん、定時採取雨水の全β放射能は、年間を通じて低い水準  

であった．また、降下物中の90S r、137C sはともに低く、ソ連原発事故  

以前のレベルであった。その他の人工放射性核種は全く検出されなかった。  

（表2）  

ハ 環境試料の全β放射能は、淡水（霞ケ浦）が＝Kに起因して高い債を示し  

たほかは、前年度と同様の債であった∴（表3）  

ニ 農畜産物中の90S r、137C s濃度はともに低く、ソ連原発事故以前のレ  

ベルに戻っている。（表4）  

ホ 土壌中の人工放射性核種濃度は、前年度と同様のレベルであった。（表5）  

へ 海水、海底土の放射性核種濃度は、海底土の】37C s濃度が動燃東海沖で  

やや高い値を示した以外、前年度と同様の値であった。（表6）  

3．結言吾  

環境中の放射能濃度は例年と同レベルであり、原子力施設からの影響は認めら   

れなかった。  
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表1 空間線量率および積算線量  

モニタリング  

ステーション   サー ベ イ   積算線量  

（〟R／h）   （〟R／h）   （mR／3カ月）  

東海地区大洗地区  東海地区大洗地区水戸地区  東海地区大洗地区水戸地区  

（7地点）（4地点）  （9地点）（3地点）（1地点）  （19地点）（9地点）（1地点） H   

4月  5．0  4．8   3．3  3．9  4．0   

5月  5．0  4，8   3．4  3．8  Z．6   7．3  6．8  7．5  

6月  5．0  4．8   3．4  3．8  2．5   

7月  5．0  4．8   3．Z  5．3  

8月  5．0  4．8   3．4  3．7  

9月  5．0  4．8   3．8  4，1  3．0  7．6    7．4    6．8                  2．8                 Z．8   
10月  5．1  4．9   3．5  4．6  

11月  5．1  4．9   3．8  3．9  

1Z月  （5．1） （5．Z）   3．6  3．9  

1月  （5．1） （5．1）   3．3  3．8  3．1  7．7    7．2    6．8                 2．8             2．8               2．4  l  
2月  （4．9） （－）   3．3  3．7  Z．4   8．0  7．4  6．9  

3月  5．1  4．7  3．5   3．8   2．4  

（ ）工事のため一部欠測  

表2 降下物、大気浮遊じん、定時採取雨水の全β放射能及び放射性核種濃度  

降 下 物   大気浮遊じん  定時採取雨水  

（■Ci／k■2）   （pCi／m3）   （pCi／ゼ）  

全 β ，OSr l＝cs   全 β   全 β   

4月  0．26  0．0029  0．0095   0．020   12   

5月  0．36  0．0039  日．D   0．OZO   13   

6月  0．33   H．D   O．0064   0．016   6   

7月  0．17   N．D  H．D   0．006   13   

8月  0．ZO   N．D  N．D   0．004   4   

9月  0．Z4   H．D  H．D   0．008   12   

10月  0．22   H．D  N．D   0．019   8   

11月  0．19  0．0017  N．D   0．O14   8   

12月  0．12  0．00Z5  日．D   0．01Z   3   

1月  0．10  0．0012  日．D   0．015   8   

2月  0．13   日．D   O．0046   0．020   58   

3月  0．82  0．0016  日．D   0．018   7   

－139－   



表∋ 環境試料の全β放射能  

試 料 採取場所 試料敷 革位 平均  試 料 採取場所 試料数 単位 平均   

蛇口水 水戸市   4  pCり」1．6  シラス  大洗沖   1 pCりg生 3．0   

原 乳  JJ  2  pCi／■沌1．3  コ イ  霞ケ浦   1   ノJ   Z．7   

市販乳  ／卜  2   JJ  l．2  淡 水  〃  1  pCi／l Z6   

さウレン草   〃  1 pCりg生 5．0  土壌（0、5）東海村   1 pCi／g乾 7．8   

大 根  JJ  l   〃   1．4  〃（5－20） 〃  1   JJ   6．3   

表4 農畜産物の放射性核種濃度  （pCi／Kg生）  

試料  採取場所  試料数  90S r濃度  137C s濃度  

東海村  2  

勝田市  2  

原乳  那珂町  2  

大洗町  2  

水戸市  2  

0．7 ～ 0．7  日．D 一・－ 3．1   

0．7 一、－1．4  日．D 一、－1．2   

0．5 ～ 0．7  N．D ～ 2．3   

1．0 へ一1．Z  H．D   

l．0 へ－1．4  日．D  

市販乳   水戸市  2  1．3～1．3  N．D  

東海村  1  

精米  那珂町  1  

大洗町  1  

水戸市  1  

0．1   

0．4   

0．1   

0．2  

東海村  3  

さサレン草  那珂町  2  

大洗町  2  

水戸市  2  

5．1～ 7．8   

6．8 へ・7．1   

8．7 一－ 7．1   

8．Z へ・1Z．1  

東海村  1  

大根  大洗町  1  

水戸市  1  

表5 土壌の放射性核種濃度  （pCi／g乾土）  

90Sr   1＝Cs   23書◆210Pu  

採取場所  試料数          最高  
平均   最高   平均   最高  平均   

東海村   2   0．14   0．12   0．Z8   0．25   0．007  0．008   

那珂町   2   0．20   0．16   0．57   0．48   0．012  0．010   

勝田市   2   0．06   0．04   0．36   0．33   0．009  0．007   

大洗町   2   0．23   0．19   1．38  1．12   0．012  0．01Z   

水戸市   4   0．24   0．19   0．71   0．44   0．013  0．007   
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表6 海水、海底土の放射性核種濃度  

（2回採取平均値）  

試 料  採 取 地 点  90Sr lO6Ru 137Cs l”Ce  Z＝＋240Pu   

久   慈   沖  0．15  0．05  0．12  0．012  

動 燃 東 海 沖  0．09  0．01  0．10  0．009  

海  水                                             阿 字 ヶ 浦 沖  0．11  0．01  0．16  0．002   

（pCi／β）  那 珂 湊 沖  0．10  0．01  0．14  0．005  

大   洗   沖  0．10  0．04  0．10  N．D  

再処理放出口周辺  0．08  0．02  0．09  0．005   

久   慈   沖  4．2  2．3  26．1  4．3  11．9  

動 燃 東 海 沖  Z．7  1Z．9  89．Z  5．6  18．4  

海底土                                                    阿 字，浦 沖  2．1  5．9  40．8  5．2  27．1   

（pCi／kg）  那 珂 湊 沖  2．1  1．7  25．9  3．3  15．2  

大   洗   沖  3．8  3．9  14．6  6．6  14．6  

再処理放出口周辺  Z．6  0．6  18．1  4．2  9．6   
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栃木県における放射能調査  

栃木県公害研究所  

伊藤 功 酢谷恭子 岡田安雄  

1．緒言   

昭和62年12月から実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果について   

報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）調査の実権概要  

環境放射能調査の実施概要を表lに示した。  

（2）測定方法 試料の前処瑠、全β放射能測定、核種分析及び線塁審測定は、科学技術   

庁の［放射能測定調査委託実施計画書］［全β放射能測定法］［Ge半導体検出器を   

用いた機器分析法］等に従って実施した。   

イ 全β放射瀧  定時掩水をGM自動判定薬置（印九肋：一163型）により測定し一た。   

ロ 7′核種分析 大気浮遊じん、降下物、牛乳等の試料（表1）についてGe半濱体  

核種分析装置（hンベラ（；C1518型‖㌢Ge棉出器、ルス95M（二A8kch）により測定した。   

ハ 空間線羞率 ＼a！（Tけシシルシ］ルベイメータ〈印力T（：S－131型）により測定した。  

（：－）潮定結実   

イ 全β放射能調査 定時降水の全β放射能測定結実を蓑2に示した。   

ロ・「核種分析調査 測定結果を蓑3に示した。   

ハ 空間線姜率調査 測定結果を表4に示した。  

3．結語  

131Ⅰ：いずれの試料からも検出きれなかった。   

137cs：降下物（2月）、土壌、野貰、牛乳及び日常食から検出された。全回の  

測定データ（59～61年度）－ と比較すろと、ほとんど差かみられなかっ  

た。また、大気浮遊じん、降下物（1月）、上水及び精米からは検捜さ  

れなかった。  
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表1 環境放射能調査の実施概要  

【 試 料 名  採 取 場 所   

栃木県公害研究所  

測定項目  

定時降水  全β放射能  

大気浮遊じん、降下物  

上水、日常食  

土壌  

精米  

野菜類  

栃木県公害研究所  

栃木県公害研究所  

栃木県林業センター  

栃木県農業試験場  

栃木県鹿沼市  

栃木県酪農試験場  
匡乳 l  

悸㈲朗墜」＿＿＿ 

蓑2 定時降水の全β放射能  

† † l  

」＿墾杢型準型準＿」「＿ヱ準堅竪＿＿」  

表4 空間線量率の測定結果  

9
7
3
5
 
 

り
】
0
5
7
 
 

D
D
D
D
 
 

N
N
N
N
 
 

り
】
 
 

表3 環境試料中の核種分析結果  

（220土21）封0  

11±0．99 椚Ci／kM  

0．0050±0．001臍Ci／k什I2  

11±1・00 mCi／kM2弓 l    ・     ‥‥－－ －    －  

一∴≡∴∴：  ‾         】   

∴  

【  

1  

†
F
！
十
－
†
 
 

mCi／k∬I2  240±13 汀tCi／kI【2  42±1．5  

13±1．7  麒i／km25 620±34 mCi／km2  

300±7．6pCけhg生：  

1  …‥－＝二＿、  

690±21pCi／kg生t  ∴
 
 
 

0．23±0．063pCi／kg生  

0．53±0．10 pCi／kg生  
」
．
L
【
い
「
」
－
 
 
牛
 

′
－
 
 
 

！ 1  

63／2‡ND…0．76±0．15 pCi／l：270±4．9  
耳生産地）  

0●76±0●15pCi′’270±4● 

童当町 0．93±0．08pCj／人・日⊥ 5．2±0．16pCi／人日≡灰分：．≠                          ，  63／31 ND  

＝三1艶  
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埼玉県における放射能調査  

埼玉県衛生研究所  

中沢清明 川名孝雄 宮沢正治  

1． 緒 言  

前回にひき続き、埼玉県で昭和62年度に実施した放射能調査について   

報告する。  

2． 調査の概要  

（1）調査の対象  

雨水、降下物、上水、農畜産物、海水魚、日常食、土壌、空間線量。  

（2）試料の調整及び分析測定法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976．改訂）」、「放射性セシウム  

分析法（1976，改訂）」、r放射性ストロンチウム分析法（1983．改訂）」、「NaI   

（Tl）シンチレーションスペクトロメータ機器分析法（1974）j に従った。   

（3）測定装置  

波高分析器：キャンベラ製シリーズ20  

ローバックグランドカウンター：アロカ LBC－451型  

GM計数装置．アロカ TDC－103型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－1ZIC型  

（4）調査結果  

イ 全ベータ測定結果  

いすれの検休も期間中に異常値は認められなったので省略する。  

ロ 核種分析測定結果  

（イ）大型水盤による1ケ月毎の降下物の分析結果は表1に示すとおり  

である。  

（ロ）一番茶、野菜、米などの食品における分析結果は表2に示すとお  

りである。  

（ハ）その他の分析結果は異常値が認められなかったので省略する。  

ハ 空間線量率並びにl＝Ⅰの測定結果  

（イ） 空間線量率測定結果は表3に示すとおりである。  

（ロ）原乳の＝り測定結果は全試料（6検体）検出限界以下であった。  

3． 結 語   

いすれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常  

な値は認められなかった。  
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表1降下物の核種分析結果  
mIれ．XlO‾3鵬i／kmZ   

月  4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3  

降水量 16  66  97 120  
90s r l  l   1   2  

137c s  7   5  Z   3  

47  56  21 12 133  

1   1   】  2   2  
2   5   2   7   5  

134  291 172  

1   1   1   

2   2   1  

注：】37csの測定値は13■csを含んだ値である。  

表2 食品中の核種分析結果  

【′ Od  

S
 
 

C
 
 

種  輯  採取地 採取月日 灰分％  
U
 
 

ハ
 
 

g
 
 

k
 
 

甚
 
 

pCi／kg   

生産地 入間市  
一 番 茶 生産地 入間市  

生産地 所沢市  
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【
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大  根 消費地 浦和市  
ほうれん草 消費地 浦和市  

精  米 消費地 浦和市  
あ  じ 消費地 浦和市  

5
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X
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O
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U
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7
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牛  
2  乳 ：：：：  

日常食 二 1：：：：  
注：a：g／1， b：pCi／1． c：g／人・1日，d；〆E／人・1日  
】37Csの測定値は13■Csを含んだ値である。  

表3 空間線量率  
〟R／h  

月  4  5  6  7  8  9 10 11 12 1 2  3  

曇  晴  曇  曇 曇  

6．3  6．6 6．5 6．4 6．3  

晴  曇  曇  晴  晴  雨  曇  

6．8  6．5  6．5  6．6  6．3  6．7  6．7  
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東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所  

笹野英雄 土屋悦輝  

鈴木秀址  

1．緒言  

昭和62年度に実施した放射能について報告する。  

2．調査研究の概要   

（1）調査対象の試料 全β放射能測定用試料及び核種分析用試料の採取場所、採取  

回数を表1に示す。このほかに新宿区、八丈島の空間線量調査を12回づつ行った。  

蓑  1．調査用試料の採職場所及び採取回数  

試 料 名  標取壊所  採取回数 全β散 核種分析※  

雨水．ちり（降雨毎）  

雨水．ちり（定 時）  

日常食  

牛乳（消貴地）  

米（消貴地）  

野菜くほうれん草）（消貴地）  

野菜（大根（消貴地）  

上水（原水）  

新宿区百人町  1
 
2
 
2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
1
 
1
 
4
 
1
 
 

9
 
1
 
 

葛飾区金町  

上水（蛇口水）  

土壌（0－5cわ  

土壌（5－20用）  

牛乳く生産地．WHO報告）   ∧丈町  

海水魚（生産地）  三宅島  

※：核種分析用試料は前処理後日本分折センターに送付した。  

（2）測定方法 科学技術庁振 放射能測定法（1976年）によった。   

（3）測定器  

GM計数装置 理研計器〈株） MODEL RSC－3M  

GM計数管 ALOKA GM－LB－2501  

シンチレーションサーベイメーター A川KA TSC－121  

3．調査結果   

（1）各試料の全β放射能測定結果を蓑2、3、4に示す。  

4．結語   

表2、3、4は昭和62年度の結果であるが、前年度にくらべ特に異常は認められなか  

った。  
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表2．雨水、ちりの全β放射能  

降   雨   毎   大型水鮨  
年 月  

測定緻   降水1  測定鰭   月間降下量   測定位  
（■■）  （pCi／l）  （■Ci／k■1）   くp（i／り   

62．4   5  36．6   HD   

S  

t   l   

〝  

8   l  
′   

7   10  220．5   最高せ  農高せ   」■   

8   9  T7．5   最小鰭  最小せ   ′   
g   12  223．6   平均瞳  平均蟻   ′   
10   l（】  柑9．4    すべて  すべて   〝   

6  59．6  ⅣD  ND   〝   

12  〝  

63．1  〝  

2   …；；…l l  Jr   

‡   13  203．p   ′  

㈹：穣出きれす  

表3．上水、土壌、日常食、農産物の全β放射能  

賦 科 名’  ■定数  単位  ■定鶴（■定年月日）  

上水（度水）  

上水（蛇口水）  

土壌（0－5亡■）  

土壌（石－25c●〉  

暮 8常食  

＊ 潜水魚  

暮 二米  

東 野菜（ほうれん華）  

★野菜（大根）  

半 年孔（絹★地）  

＊ 牛乳（生産地）  

∽ ㈹（8／12〉，仰く12／1g〉  

HO（8′15）．HDく1y19）  

… 丁柑（6／24）  

2
 
2
 
1
一
l
一
つ
－
▲
1
－
一
l
 
1
 
2
 
4
 
 

″
∵
′
昭
″
－
【
″
″
川
∵
 
 

C
 
 

C
 
 
P
 
 
 
 
P
 

P
 
 

1101く8／24〉  

0．78く丁／g），0．89（1／8）  

2．7くIl／11）  

0．5（10乃2）  

5．5（11乃T）  

6．1く11／2の  

1201（8／為）．1218（2乃S〉  

1115（8／‡〉，1180（8／29）  

13さ5（1：之／4）．13弼（3／2）  

生  

★：K含有測定せ  HO：検出きれす   

表4．空間線量率  〟R／hr（卜へ‾ィメーター）  

測定年月  新宿区内  八丈島内  
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手中 奈 ノIl鼎トニ おlナ る 放 射 骨巨 網 査  
19 8 7年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博、高城裕之、杉山英男、飯島育代  

［はじめに］神奈川県内において19 8 7年度に行なった放射能濃度、空   

間線量率およぴウラン濃度についての結果を報告する。  

［方法］核種分析はガンマ線スペクトロメータ、全ベータ放射能はG M計   

数装置を用いて行なった。ウランの定量は固体蛍光法によった。  

［結果］表1に放射能濃度および垂間線量率、表2にウラン濃度を示した。  

19 86年4月に起こったソ連チェルノブイリ原子力発電所事故の影響   

により、降下物、牛乳等にセシウムー134がわずかに認められたが、   

昨年に比べ低い値であった。その他の試料の放射能レベルは低く、事故   

以前の状態に戻りつつある。ウラン濃度については河川水、河川底質、   

土壌等は何れも自然のレベルであった。  

表1 環境試料中の放射能濃度（1987年度）  

試料名  試料数 単位  137 c s   134c s 全ベータ ＊  

雨水（降雨毎） 119 Bql■ユ  LTD  

上水  4 Bql●1  LTD  

降下物（月間）  12 MBqkm－2  0．ト0．3  

LTD  

LTD  LTD  

LTD－0．1 LTl）  

LTD－0．1 44－46  

LTD－1．2 －－  

LTD  

LTt）  51－200  

LTD  30  

LTD－16  －－  

LTD  60  

320  

LTD－3．6 220－370  

LTD  LTD  

牛乳  

粉乳  

米  

野菜  

日常食  

輸入食品  

海水魚  

海水  

14 Bqkg■1（生）  

10 Bqkg‘1（生）  

1 Bqkg－1（生）  
7 Bqkg■1（生）  

2 Bqkg－1（生）  

30 Bqkg‾1（生）  

6 Bqkg■1（生）  
1 Bql‘1  

LTD・・0．2  

0．5－9．1  

LTD  

LTD－0．13  

0．04－0．07  

LTD－51  

0．12－0．61  

海底堆積物  1 Bqkg●1（乾） －一  

土壌  2 Bqkg●1（生）19－61  

浮遊じん  64 mBqm■3  LTD  

空間線量率  50 〝Rh●1  5．5－7．2  

＊40Kの寄与を含む  

表2 環境試料中のウラン濃度（1987年度）  

試料名  試料教   卓位  濃度  

河川水  20  pgl■1  0．3～1  3
 
2
 
4
 
3
 
 

河川底質  20  mgkg－1（乾）0  

海水  4  ルgl■1  3  

海底堆積物  4   mgkg■1（乾）0  

海草（ワカメ） 3  mgkg■1（生）0  

3
 
3
 
1
 
 

～
 
～
 
～
 
 

6
 
0
 
9
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新潟県らこおもナる政男寸髄鞘査  

新潟県衛生公害研究所  

霜鳥 達雄、安達 患、石橋 幸三、斎藤 真一、大高 破格  

阿部 智夫、諏訪 成雄、寺島 敬一、佐藤 康治   

1 諸  盲   

前年度に引き続き、昭和62年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準甜査及び県が実施した原子   

力発電所周辺の環境放射線監視網査の概要を朝告する。  

2 調査研究の概要  

（1）礪 査 対 象  

科学技術庁委託の環境放射能水準調査は、雨水、降下物、浮遊じん、土壌、日常食、陸水、農畜産  

物、海産物、海水、海底土、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線量率、積算線量、降下物、浮遊じん、土壌、陸  

水、農畜産物、海産物、海水、海底土、指標生物を対象とした。  

（2）測 定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能珊定法シリーズ、「放射能委託  

調査計画書（昭和62年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書（昭和  

62年度）」に基づいて行った。  

（3）測定 機 器  

ア 全ベータ   ・自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置；アロカ製JDCr－153  

放射能 ・低バックグランドGM計数装置：アロカ製LBC－451  

イ 接種分析   ・高純度Ge半導体投出番付き16kch波高分析装置：キャンベラ社製tlP－Ge検出  

器－シリーズ85  

・低バックグランド液体シンチレーションカウンター；アロカ製LSC－LBl  

・低′ヾツクダランドGM計数装置；アロカ製LBC－451  

・シリコン半導体検出器付き4096ch波高分析装置；キャンベラ社製シリーズお  

り 空間線量率 ・低線量率測定器；DBM方式2”¢×2”NaI（Tl）シンチレーシさン検出器  

・モニタリングポスト：アロカ製 MAR－11  

・シンチレーシ∂ンサーベイメーク：アロカ製 TCS－121  

エ 積算線量  ・松下電器製TLD素子 UDu200S  

（4）調 査結 果  

表1に定時採水・降下物の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に低線量率湘定吉による空間線量率の測定結果を示す。  

表3にTLDによる積算線量の測定結果を示す。  

表4に環境試料の核種分析結果を示す。  

3 結   語   

環境放射能水準調査の結果は、空間線宝率、環境試料の全ベータ放射能ともチェルノブィル原子力発電  

所事故以前と同程度の健であった。環境放射線監視調査の核種分析では、一部の拭料から過去の核実験や   

チェルノブィル原子力発電所事故の影響による人工放射性接種が嶺出されたが、それ以外の測定結果から   

は特異な傾向は認められなかった。  
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表1全ベータ放射能測定結果  （単位；mCi／輯）  

拭鮎  簸料  管芳  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  汚  2月  3月  違均   

定時採水  126  0．06  ＊  0．13  0．04  0．18  0．05  0．11  0．44  0．98  0．71  1．57  0．98  0．44   

降下物  12  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

（注）「＊」は検出限界値以下  

表2 低線量率測定機器による空間線室率  
（原子力発電所周辺監視網査）  

（単位：〝R／h）  

表3 積算繰雇（原子力発電所周辺監視網査）  

（単位；mR〔91El間〕）  

測定地点  平均値  最高値  最低値   

柏晴市街局  5．0  10．5  3．2   

荒 浜 局  4．3  12．5  2．3   

下高町 局  4．6  12．6  2．2   

刈 羽 局  4．0  12．4  2．0   

勝 山 局  4．1  11．6  2．0   

宮 川 局  4．3  11．2  2．5   

西 山 局  4．9  12．8  2．5  

珊定地慧糊  鮎期  鮎靭  糾期  雛期  積蔓鮎  監視調査地域  14．1  13．9  14．9  14．1  57．3  対照地点  16．0  15．8  16．0  14．4  62．4   
（注）珊定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点は5か所  

表4  環境試料の接種分析結果（原子力発電所周辺監視網査）  

拭料  型蔓翠 試料数  単  位  
134cs   137cs   3H   90sr   Z39◆Z… pu   

備 考  

浮遊塵  2／12  pCi／m3   ＊   ＊  

降下物  2／12  pCi／mZ  ＊ ～6．0  ＊ ～19  

＊   

撤苗  

＊   同 上   

飲料水  3／12  pCi／g   ＊   ＊   ＊ ～44  

河川水  1／2  ＊   ＊   ＊ ～26  

陸 士  3／6  pCi／kg乾   ＊   90′－1100  

精 米  3／3   ＊   1．1～2．9  0．53～0．57  

pCi／kg生  
＊  野 菜  2／6  1．7～7．5  3．0～6．8  詣苗  

＊～30  1．4～1．6  ■・■奄・・  

松 葉  2／4  pCi／kg生  ＊ ～4．0  6．8～16  

海 水  3／6  些少   ＊   ＊ ～0．2   ＊  

海底土  3／6  pCi／kg乾   ＊   ＊  3．2～4．3   

魚 類  3／3   ＊   1．3～10  

指苗  

旦 類  1／1  ＊   ＊  ＊   

pCi／kg生                            藻類  ＊   ＊  

ホンダ  ＊   ＊  

ワラ   
3．4～5．6  

詣苗   

（注）1「＊」は検出限界値以下  2「－」は調査対象外  
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富山県8こおをナる放貞寸肯旨調査  

宵山県公害センター  

笠井悟善 久田俊之  

1．緒言  

昭和62年度に富山県が実施した科学技術庁委託による放射能調査結果に   

ついて報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、降水、上水く虎口水）、土壌、精米（生産地）、  

野菜（生産地）、牛乳（生産地）、日常食、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調整と測定は、科学技術庁絹「全ベーター放射能測定法（1976）」及び  

同庁原子力安全局編「放射能測定調査費託実施計画書（昭和62年度）」により  

行った。   

（3）測定装置  

GM計数装置  アロカ製  JDC－163  

Ge半導体核種分析装置  オルテックモデル GEM－20180  

シンチレーションサーベイメータ  アロカ製  TCS－131   

（4）測定結果  

各種環境試料中の全ベータ放射能測定結果は表1、空間線量率は図1に示す  

とおりである。  

なお、Ge半導体核種分析装置は年度末に整備され、63年度からは核種分析  

を実施している。  

3．結語  

いすれの調査項目についても、異常は認められなかった。  
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表1各種環境試料中の全ベーター放射能濾度  

試料名  試料数   単位   湘定結果   

大気浮遊じん  pCi／Ⅲ3   1．2   

降下物（月間）  カCi／Kコ2   0．97 1．7   

降 水（定時）  40   nCi／K血2   ND・－1．2   

上 水（蛇口水）  pCi／1   ND   

上層（0－5cⅦ）   nCi／伽2   1400  

土 壌  

下層（5－20c℡）   血Ci／K12   3100   

精 米（生産地）  pCi／g生   0．73   

大根   pCi／g生   1．4  

野菜  

（生産地）  pci／g生   5．5   

牛 乳（生産地）  pCi／1生   1300   

日常食  pCi／g生   0．80   

8  

7  

6  

5  

〟R／b  

63年   1月  2月  3月   

固1空間線量率  
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石川県における放射能調査  

石川県衛生公害研究所  

中谷  光 小森 正樹  

今井  利夫   

1 緒言  

前年度に引き続き、 昭和6 2年度に実施した科学技術庁委託放   

射能調査について報告する。  
2  調査の概要  

（1） 調査対象  

降水、 降下物、 陸水、 土壌、 日常食、 農畜産物、 海産生物、  

空間線圭率  

（2） 測定方法  

試料の調製および測定は、 科学技術庁編「全ベータ放射能測  

定法（昭和51年）」、「放射性ヨウ素分析法 く昭和52年）」、  

「N aI（T且）シンチレーションスベクト ロメータ機器分析法  

（昭和49年）」に準じている。  

（3） 測定装置  

低バックグラウンド 自動測定装置：アロカ製LBC・452U型  

波高分析装置：日本原子力事業製E シリーズシステム  

Nal（T息〉シンチレーシ ョンサーベイメータ：アロカ製TCS－121  
モニタリ ングポスト：アロカ製MAR－1  

（4） 測定結果  

イ． 降水、 降下物の全ベータ  

蓑1に示すように調査期間の定時採取試料数は122固である。  

放射能レベルは 0．00－4．56 椚Ci／klげ（0．00－169 M8q・km‾2）と  

平常値の範囲内である。 なお年間降水量は1865．5＝と前年よ り  

230＝少ない。年間降下圭は121．32HCi／kl㍉（4488．8MBq・k巾‾2）  

で平常値の範囲内である。 また、 月間降下土は冬季に高い。  

ロ． 陸水、 土壌、 日常食、 農畜産物、 海産生物の全ベータ  

表2に示すように全ベータ放射能はいずれも平常値の範囲  

内である。  

ハ． 牛乳中のヨウ素131  

表3に示すように全試料（6件体〉 検出限界以下である。  

ニ． 空間線量率  

図1に示すように例年とほぼ同程度のレベルを示しており、  

異常値は認められない。  

3  結語  

各種試料から異常値は観測きれず前年同様低いレベルである。  
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蓑l 陸水、 降下物（大型水盤）の全ベー タ放射柁  

降 水の 降下1  関水の  閲下嘲の  

年  月   試 料数  月常陸水暮  測定値 （用CレK膚）  月間随下暮  
（爪m〉  （爪Ci／KIげ）  

昭和62年 4月   5   」T．色   l．dl   ND   匂．88   3．8ら   l．▲3   

5 5 T   236．5   2．58   Nロ   8．T8   4．09   HD   

6   ¢   147．ら   3．3†   HD   l．12   ¢．7l   2．¢○   

7   179．5   2．13   NO   8．7匂   7．68   l．83   

8   9   218．5   2．96   ND   8．87   7．88   ND   

9   T   1◎d．5   3．TO  8．15  l．20   8．9丁   ND   

18   T   lle．5   1．83   ND   l．55   18．81   5．3d   

216．5   2．55   HD   l．38   14．29   ND   

12   12   148．8   d．5¢   NI）   l．3匂   15．68   ND   

昭 和63年 1月   16   lg7．5   ユ．54   HD   l．2g   2匂．67   丁，75   

2   】8   122．5   3．8l  8．B¢  8．93   】4．07   6．2l   

3   15   13l．¢   3．75   ND   匂．＄8   8．96   5．匂l   

年  間   122   l．86S．5   4．56   ND   8．99   12l．32   2g．J8   

衷2  各稚試料の全ベー タ放射柁  

決 董  試 料   洒董地点   採取 年月 日   放拍 柁ま 度   
上  水   会沢市三馬   ¢2． 6．13   l    ●  

82．12，l   ND DCi ILL 

牛  乳   羽咋 郡押水町   62． 8．28   l．色8B pC  

〃   83． 2． 9   l．1さB pC  

軍需  米   金沢市三馬   ¢2． 9．11   8．き8 pC  

大  根   〃   82．1l．38   l．63 pC  

ホ ウ レ ン 草   62．11 l   4．8‘ pC  

ワ カ メ   羽 咋 部首 来町   62． d．21   4．2  【〉C  

サ ザ エ   82． 8． き   3．9  0C  

フク ラ ギ   〟   82． g．2d   2．7  pC  

土  鳩   会沢市来町   62． 7．2l   26．ら  PC  

〃   25．2  pC  

日 常 食   金沢市及び町 々 市町  82． 8， ¢ － 62． 8． 9   0．64 pC  

〃   ¢2．12． 3 ′－ 82．12． 0   l．15 pC  

牛乳（生乳）中の＝ll  （場所；羽咋郡押水町 〉  
鼠  色： pCi′l  

83． 3．1匂  82．1l．1tI  83．l．10  ¢2． 9．21  12． T．14  82． 5．1l  
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福井県 に お け る 放射能派査  

福井県衛生研究所  

徳山秀樹  坪川博之  高山裕美  

松浦広幸  五十嵐修一  

吉岡満夫  伊藤希一郎  

1  緒言   

前年 に ひ き 続 き、福井県が昭和62年度 に 実施 し た科学技術庁委喜モの  

「放射能姻査」お よ び放射線監視交付金 に よ る r原子力発電所周辺の  

王芸嬢穂射能調査」の概要 を 報告す る。  

2  喜周 査 の 概要   

＜ 委託…周査 ＞  

而7K ち り・浮遊 じ ん・陸水・陸士・牛乳・食 品・空間緑1率   

＜ 交付金調査 ＞  

植物・降下物・海水・海底土・海産生物・空間積算線1  

陸7K ■ 陸士・空間緑tの 連続測定  

3  調査方法   

く 委託姻査 ＞  

科字技術庁編「全 ベー タ 放射能測定法（昭和51年改訂）」  

r放射能委託摘査計画暮（昭和62年度）」に よ っ た。   

く 交付 金調査 ＞  

福井県環境放射能測定技術会謙編 r原子力発電所周辺の環境放射  

能調査 一 計画書 －（昭和62年度）」に よ っ た。  

4  三周査結果   

①  全 ベー タ 放射能およ び空間練1峯（蓑1、2 およ ぴ 3）  

前年と同様に大気中での核実験はな く、測定値は従来と同程度で   

あ っ た。   

②  空間棟算綿1（蓑 4）  

地域差は大地の天然放射性核種濃度の差によ る ものであ り、発電   

所の寄与 は な か っ た。   

③  降下物およ び植物の核種分析（表 5 およ ぴ 9）  

発電所由来の核種の検 出 は な か っ た。   

④  海水、海底土およ び海産生物の核種分析（表 6、7 およ ぴ10）  

主に敦賀発電所席上辺で発電所由来の核種が微暮検出さ れた○   

⑤ 陸水、陸士の核種分析結果および空間繰暮の連続測定結果につ  

い て は、紙面の都合に よ り 省略 し た。  

5  結 語   

検出値は従来と同程度であり、発電所よりの禎嘘は無視し得る程小  

さ い。  
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蓑1 全ベータ放射能および空間線1  

〉 位・平均値㌻最高値  種   妻貞  採取地点喜式村数卓  
▲－－－－－十－一肌一一一⊥＋－－－－ ¶ ＋一一一 ＋－ 
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蓑 2 雨水ちりの全ベータ放射能の月変化  上段；定時採取、下段；大型水盤、単位；nCi／巾2  

表 3 モニタリングポストの月間平均値  単位；C P9  
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蓑 9 植物の核種分析結果（検出値の範囲）  単位：PCけk9生  

地区試 料 名  試料数■Co－6D  ト131  Cs－137 1sr－90  

敦賀ヨモ手・ヒメムカショモ‡ 7  10－20（5／7）48   

美浜］モトヒメムカショモ手  7  10－20（6／7） 2l  

大飯 ヨモ手・ヒメムカシ］モキ 7  38 （レア）J4l  

高浜］モトヒメム刀シ］モ手  7  卜10（3／7） 47  

対照】モトヒメムカショモ‡ 7  10－28（5／7）8．4，36  

福井 松  葉 1  － （0／1）  

注）90sr239＋240puでは（1〃）または（0／l）   
表10 海産生物の核種分析結果（検出値の範囲）  単位：PCけkg生  

地区 種   類 M〔－54  Co－68  C5－137  Sr－98   239◆240pu  

魚   精  一（0／9） －（0／9）   

貝   要貞  一（0／3） 3（け3）  

敦賀 藻   類－（0／4）1 －（0／4）   

－（0／1）  

0．26 r 3．6（l／l）  

l．3（2／2）  

l．0，1．1（2／2）  

3 － 8（9／9）   

一 （0／3），1．6（1／1）‡   

2 （l／4），l．3（l／l）＊  

Z－9   7．l．～2，5‡  

（21／43）  （5／5）  

－（0／1）  

ホ ンタ ワラ  ー（0／43）  

ムラウキイカイ  ー（0／l）   

魚  類－（0／5）  

貝  類 －（0／3）  

美浜 藻   類  －（0／3）  

ホ ン タ ワ ラ －（0／11）  

3－7  
（6／43）  

－（0／1）  

‾  一■ 【 →】▲【 T ’■■1  
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－ （0／3），0．8（川）‡－   
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山 梨県 乙こ お Gナ る 放射台巨調査  

山梨県衛生公害研究所   
小林規矩夫 凍沢 書延  

1 緒言  
昭和62年度に実施した科学技術庁委託による放射能測定調査の概要を報  
告する。   

2 調査研究の概要   

（1）調査対象試料  
降水、降下物、上水（蛇口水）、土壌、牛乳、緒米、野菜（大根、ほう  
れん章）日常食および浮蓮じんの全ベータ放射能を測定した。また全ベ  
ータ放射能を測定後の試料を日本分析センターに送付し核種分析を行っ  
た。   

（2）調査方法  
試料の前処理および測定は科学技術庁編 「全ベータ放射能測定法（19  
76）」および 昭和62年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行  
った。   

（3）測定者  
GM計数装置：アロカ T D C－501型  
GM計数管 ：アロカ GM－5004型   

（4）測定結果  
降水および降下物の全ベータ放射能の測定結果を表lに、その他の試料  
の測定結果を表2に示した。   

3 結語  

降水、降下物、陸水（蛇口水）はいずれも「検出されす」（N D〉 であっ  
たが、その他の試料では全ベータ放射臆が検出きれた。昭和62年度は測  
定試料赦が少なかったため、山梨県における環境試料等の放射能レベルを  
十分把掘できなかったが、検出された放射能濃度は既に報告きれている文  
献値とほぼ同レベルであった。  
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表l降水、降下物の全ベータ放射能測定結果  

年月 試料数  降雨土  降水 ：月間降下物  
（mm）（pCi／り て く鵬i／紬2）  

ND NDND 

ND ND  

63．1  4  19．0   

63．2  3  26．0   

63．3   10  125．5  

ND：計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの○  

表2 各試料中の仝ベータ放射推測定結果  

試料名  採取地   測定赦  測定結果  

陸水く蛇口水〉  甲府市  1   HD  甚i／l   

土壌く0～kH）  北巨脚高根町 1 16．3 pCi／g範士  
く600■叫／g 乾土）   

〝（5－2仇1）  〝   

牛乳く生産地）  〝  

野菜（大根）  〝  

（ほうれん革）  〝  

精米  〝  

日常食  甲府市ほか  

大気浮遊じん  甲府市  

1  HD   〝   

1 1．釘I椚／mほ  
（47■8qルJ生）   

1 1．糾 甚i／g生  
く乃■軸／g生）   

l T．57  〝  
（2糾■恥／g生）   

1   0．69  〝  
く26■恥／葛生）   

1 91．8 pCi／g灰  
（3．48q／g灰）   

1 1．即 p軋届  
く即■恥／■3）  

ND：計赦嬉がその計数誤差の3倍を下回るもの．  
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長 野 県 乙こ  お らナ る 放 身寸 台巨 調 査  

長野県衛生公害研究所  

佐々木一敏  内田英夫 笹井春雄  

薩摩林光（硯岡谷保健所）山田茂  

1．緒言  

前年度にひき続き、長野県において昭和62年度に実施した科学技術庁委託   

による放射能調査の結果について報告する。なお、62年11月にG e半導体検   

出器が導入され、γ抜放出核種の分析が開始きれた。  

2．調査概要  

1） 実施場所  

降水及び降下物は当研究所屋上において採取した。  

陸水、土壌、農畜産物、魚規及び日常食は表2のとおり県下数箇所で採  

取した。  

空間線量率は当研究所の構内で測定した。   

2） 測定装置  

G M計数装置  Alo k a T D C－103  

G e半導体検出器  N AIG  IG C－1619S  

シンチレーションサーベイメータ  Alo k a T C S－121C   

3） 測定試料  

降水、降下物、陸水（上水、淡水）、土壌、農畜産物（米、ほうれん葦、  

大根、牛乳）、魚類（わかさぎ、いわし）、日常食、空間線量率   

4） 測定方法  

試料の調整と測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

rゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979〉」及び同庁原子安  

全局福「放射能測定調査委託実施計画書（昭和62年度）」により行った。   

5） 調査結果  

降水及び降下物の結果を表1に示す。降水中の全β放射能はばとんど不  

検出であり、異常値は認められなかった。また、降下物による全β放射能  

の月間降下圭はいずれも検出されなかった。  

陸水、土壌、農畜産物、魚類及び日常食の結果は表2のとおりであり、  

全β放射能は前年度とほぼ同じであった。  

空間線量率は表3のとおり、6．9～7．5〃R／h範囲にあり、年間平均値は  

7．3〟R／hで前年と同様であった。  

3．結語  

環境試料の全β放射能、空間線量車とも前年と同程度であり、異常は認  

められなかった。  
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表1 降水及び降下物の全β放射能と核種分析結果  

降 水（全β放射能）  降下物（mCi／k爪2）  

全β 131I137c s  
放射能  
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／
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ND：検出きれず（測定値がその計数誤差の3情夫満）  
‡：測定器故障により4回欠測  

表2 各種試料中の全β放射能と核種分析結果  

測 定 値  

単位  全β放射能131I137c s  試 料 名  
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諏
長
 
 

上水（源水）   

〝（蛇口水）  

淡水  
土壌（0～ 5cI【）   

〝（5～20cM）  

米（精米）  

はうれん葦  

大根  
牛乳（市販乳）  
わかさぎ  
いわし（市販）  

日常食  

PCi／ク  HD   

〝  ND  

〝  

mCi／k椚2  659   

〝  1687  

pCi／kg（生）  
〝   

〝  

PCi／月  1066  

PCi／kg（生）  
〝  

PCi／人・日  2100  

0
 
9
 
 

D
 
D
 
D
 
D
 
5
 
・
 
・
 
 

N
 
N
 
N
 
N
 
1
 
3
 
9
 
 

ND：検出きれず（測定値がその計数誤差の3情夫満）  

全β放射能と核種分析用の試料は異なる（採取月）  

衰3 空間線量率  （単位：〃R／h）  

年月 62年4月 5  6  7  8  9 10 1112 63年1月 2  3  

線量率   7．2 6．9 7．5 7．4 7．5 7．2 7．0 7．4 7．4  7．5 7．1 7．1  
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静岡県における放射能調査  

静岡県環境放射線監視センター  

三
也
正
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達
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久
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郎
 
 

之
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鈴
長
 
 

1 緒言   

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託放射能調査を、また、昭和47年虔から浜岡  
原子力発電所周辺環境放射能輔査を実施しているが、今回は、昭和62年虔におけるこれら   
の調査の概要を朝告する。  
2 礪査結果の概要  
（1）綱査対象   

ア 科学技術庁委託放射能調査  
定時雨水、浮遊塵、空間線量率、陸水、上水、農畜産物、海産生物等。   

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査  
積算線量、空間絶望率、降下物、浮遊塵、陸水、海水、農畜産物、海産生物等。  

（2）珊定方法   

ア 積算線量  
熱蛍光経書計を用いて、約3ヶ月間の積算線量を測定した。   

イ 空間線量率  
シンチレーシさンサーベイメータによる定期測定（科学技術庁方式）、モニタリン  
グステーション（Nal）及びモニタリングポスト（Nal）（科学技術庁仕様）による  
連続珊定を行った。  
り 全ベータ放射能  
科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法」に準拠した。但し、浜岡原子力発電所周辺  
環境放射能調査の浮遊産については、l週間連続採取後、3日間放置し測定した。   
エ 核種分析  
① ガンマ線スペクトロメトリー  
Mnr－54、Fe－59、Co～60、ZrM95、Nb－95、Csr137、Ceq144及  
びⅠ一131を対象接種に行った。（Ge半導体検出器及びNal検出器）  
③ 化学分析  
S r岬90の分析測定を行った。（低バックグランドカウンター）  

⑧ 機器分析  
H仏3を液体シンチレーション測定法により珊定した。  

（3）測定結果   

ア 科学技術庁委託放射能調査  
表lには各種拭料の全ベータ放射能を、表2に雨水の放射能の月別推移を示した。  

表l 各種試料の全ベータ放射能（委託）  

種  別  試料数  測 定 値   単 位   備 考  

巴  0．18～0．67  pCi／d  
12   ＊   mCi／昆   

0～5cm   4．6   pCi／g乾土  
5～20cln   3．4   〝  

都市成人   pCi／人・日          2  1600～2000   
蛇口水   ＊   pCi／g   

荒  茶   2  14～15   pCi／g荒茶   
市販乳   2  0．9～1．l  pCi／g生   
精  米   0．4   〝   

板  部   1．3   〝  

葦  部   3．2   〝  

全  身   2．1   〝  

（注）＊印は、「投出されず」（標準偏虐の3倍以下）を示す。  
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表2 雨水の放射能の月別推移（委託）  

採取月  試料数  最低値  最高値  降水量  月間降下量  備  考  
pCi／ml  pCi／ml   Mm  mCi／kd  

6   ＊   ＊   77．0  
5   ＊   ＊   283．0   
6   ＊   ＊   172．5  

10   ＊   ＊   298．5  
8   ＊   ＊   46．0  
9   ＊   ＊   321．5  
10   ＊   ＊   110．5  

6   ＊   ＊   106．0  

12   3   ＊   ＊   30．0  
＊   ＊   29．0  

2   ＊   ＊   37．5  

3   12   ＊   ＊   108．0  

年間  97  ＊  ＊  1619．5  
（注）＊印は、「検出されず」（標準偏差の3倍以下）を示す。  

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能鋼査   
表3には、浜岡儒子力発t所周辺の積算線壬の測定結果を、表4には、浜岡町内2   
地点における空間線量率の月別推移を示した。また、表5には環境拭料中の放射能測   
定結果を示した。  

表3 浜岡原子力発t所周辺の積算線量（知日換算偲）   （mR）  

62年  62年  62年  63年  62年度   4月～6月  7月～9月  10月～12月  1月～3月  茄5日換  平 均 債  17．1  16．9  1T．6  17．7  70．3  景 小 健  15  田  田  15  62  最 大 値  2l  20  2l  22  84   
（〝R／hr）  表4 空間線量率の月別推移   

月5月6月 月8月9月10月I1月12月 月2月3月 年間平均  

平場 8888889998979 l       忘白砂788 77 789799799 8」   十 8I  
（注） モニタリングステーションでの測定値である。  
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表5 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能  

試  料  採取月  全ベータ   Sr－90   Cs－137   単  位   
放射能  

上水   6，9，12，3   ＊  ＊   pCi／β   

海水   5，8，1l，3  ＊  ＊～0．15   〝   

海底土  〝  15．8～23．6  ＊～0．032   pCi／g乾土   

土壌  10  14．1～20．6  0．099～0．49   〝   

玄米   10   l．4～l．8   ＊   ＊～0．0017  pCi／g生   

キャベツ  2   1．5～2．0  0．0011～0．0015   ＊   〝   

大根   3   0．9～2．0  0．0020～0．0046   ＊～0．0013   ′′   

茶葉   5．8   3．l～3．9  0．0033～0．024  0．016～0．034   〝   

原乳   4，7．10，l  0．9～l．3   ＊～0．0016   ＊～0．0020   〝   

しらす   4，8．10  l．0～2．1   ＊   ＊～0．0034   〝   

ひらめ   3．l～3．9  0．0070～0．0098   〝   

かさご   4，10  2．3～3．3   ＊   0．0048～0．0092   〝  

あわび   1．4～l．7   ＊   ＊～0．0020   〝  

むらさき  l．1～l．3  ＊～0．0022  〝  
いがい  

なまこ   0．4～0．5  ＊   〝  

いせえび  2．8～3．4   ＊   0．0033～0．0044   〝   

あらめ   2   6．2′〉7．6  ＊   〝   

わかめ   2   2．7～3．1   ＊   ＊   〝   

松葉   6，9，12，3  0．0050～0．042   〝   

浮遊塵   毎週  ＊～0．044  ＊   pCi／d   

降下物   毎月  ＊～0．0071  mCi／昆  

（注）l全ベータ放射能のみを測定した拭料及びトリチウムの測定結果は省略した。  
2 ＊印は、「検出されず」（榛準偏差の3倍以下）を示す。  
3 Mn－54，Zr－95，Fe－59，Co－60，Nb－95，及びCe－144は、全試料とも「検出されず」  
であった。  

3 結語   

今回の綱査結果では、一都の環境拭料からチェルノブイリ原子力発t所事故及び過去の   
核実験の影響と思われる放射能が検出されたが、それ以外の調査結果には特異な傾向は見   
られなかった。  
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愛 東口 県 iこ お iナ る 放 射 骨巨 竜同 査  

愛知県衛生研究所  
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3、 細萱結果  

（1）全 β 放射能  

測定結果を表1に示 し た。 こ の う ち 陣水に よ る年間＝降下量臥  

7．5 皿Ci／km2（280 MBq／km2）であ っ た。  
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3）放射化学分析  
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云 1  全 β 武 野 琵、  

測 定 イ直  
鑑定勉又は測定芸所  制定 回数  主任  

最高値  最低値 平均値   

隆一水（玉露三采反）※  名言星市 （鮎宥研）  82  mci／bF  l．3   〃．D．   0．09   
降下物（大型水盤）  名古屋市 （愛知‡苛研）  12  〔i／嫡  3．8   Ⅳ．D．   0．88   
浮遊じん  ※  名古屋市 （愛見ー宥研）  3  pci／㌔  5．00  1．83   3．19   

上  水こ（原水）  犬山市 境歪賢台  2  ■pCi／1   
4．l   2．丁  3．4   

（虎口水）  名古屋市 （愛知宥研）  2  pCi／1   2．4  H．D．  1．2   
海  力く   伊賢帝 dヽ鈴谷沖   ロ  p⊂i／1  肘．D．   

海底土   伊努湾・dヽ鈴答辞   1  pCi／尋  22．了   

土  壌（0～5⊂扇  逸莫訂 志三野1長町   934．   
（5－20⊂皿）  三蓋美罪 悪習1長町   

ロ  丸Ci／b～          1  皿Ci／血チ  

574．   

野菜 大根   ；定業原 田原町   1  pCi／  l．99   
ほうれん葺  瀬島打 田原町   1  pCi／  5．02   

記夏 清光   名古屋石   口  pCi／  0．丁4   

魚貝真顔 きす  ！知多郡 甫知多町   ロ  pCi／  2．13   
大あさり  知多こ郡 青史【多町   1  pCi／ ＿  2．23   

牛  乳   名言星市   1  pCま／1  919．   
日 常食   名古屋市   ¢．95  仇8g   

※ 軸足値は6時間真正イ直  
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≡麦 2 空 間 線 丑 率  

測「定：・匝  
i町．定 芸 扉  ミ町定 画数  皇位  

最高1直  衰僅く直  平埼1直   

空間緑丑率  名 古 屋 石 飽  87  ノ〆・  ‖I．9  4．9   7，5   

≡ 3  放射化学分析  

閑sr  
137c5  

寂鞄  ロ  皇 位  
衰苗†直  最低イ直  平考イ直  最高イ直  羞沌引直  平等僅   

降 下 物  石墨口  E  

牛  2  

2  

2   

鶉  4  核  種  づ計  析  

測定  河  鹿  せ  

採 取 地  麟」」拉  襖出機覆  

回数  貴書せ  上位す  平均鶴   

降下物   名富農市 （愛知衛研）  4  ■Ci／■量   ＝＝Ⅰ   N．D，  Ⅳ．D．  N．℡．   

（大里水盤）  l暮7cs  

■tX  

TBo  

＝Ⅳb   

浮遊じん   名首尾市 （愛知衝研）  ロ  pCi／1l■－  l事lI  打．D．  

ltTC8  粁．D．  

▲●Ⅹ  N．D．  

TB●  0．O7   

精米   名富農市   、pCi八‡生  ll▼c8  Ⅳ．D．  

llk  480．   

茸＃（わかめ）  知多郡  甫知多町   ロ  pci／kl生  l●▼c8  Ⅳ．D．  

りⅩ  700．   

牛乳   名書■市   ロ  PCi／1   ＝＝Ⅰ  〝．p．  

l＝cさ  H．D．  

＝Ⅹ  8る0．   

日書義   名盲点市   ロ  pCl／k生  l｝TCs  1．丁  

一ix  1000．   
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京 者βJ不才 ここ お らナ る 放 身寸 台巨 調 査  

京都府衛生公害研究所  

辻 厚男・人江重美・藤波直人・江阪 忍  

1．緒言   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁委託による環境放射能  

水準調査及び放射線監視交付金による高浜原子力発電所周辺の環境  

放射能調査を行ったので、その結果の概要を報告する。  

2．調査研究の概要  

2．1 調査対象  

（1）環境放射能水準調査   

空間線量率、浮遊じん、陣  水
ん
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れ
 
 
 

、
つ
 
 

）
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横
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大
 
 

月
 

び
米
 
 

及
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水
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（
 
 

時
物
 
 

定 （  物 下  

（増水及び蛇口水）、き炎水、農畜水産  

草、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

（2）高浜原子力発電所周辺の環境放射能調  査
 
 河

 
 

び
 
 

及
 
 

水
 
 

源
 
 

（
 
 
 

水
 
 

陸
 
 

物
 
 

下
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〉
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乳）、指標植物（松葉、よ もぎ  
ま こ、わかめ、ほんだわら）、  

2．2 試料採取地点  

（1）環境放射能水準調査   
淡水・ふな（宇治市）、茶（宇治市、与謝那加悦町）、土壌（宮津  
市）、空間線量率（綾部市）、その他の試料については京都市内  
（2）高浜原子力発電所同辺の環境放射能調査   
空間根算線量・陸士・よもぎ・松葉（舞磁市、綾部市）、海産生物・  
海底沈積物・海水（若狭湾）、その他の試料については舞鶴市内  
2．3 測定方法及び●機器   
試料の調製及び測定方法は、科学技術庁描 r 全ベータ放射  

器分析法』  横
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2．4 調査結果  

（l）環境放射能水準調査   

今年度の全ベータ放射能測定結果には、ソ連チ  

カ発電所事故の影響は認められず、従来の測定値  

動は認め ら れなか っ た。  
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表1 測定機器  

空間線量率   
モニタリンク｛本山スト：DBM方式Na＝Tl）シンナいション検出器  

放射能水準調査：NaI（Tt）シンナいションサーへ“イメータ   

空間積算線量   熟蛍光線量計  TLD素子（CaSOd：Tm）   

力■－ンマ抜放出核種  ケ山ルマニウム半導体検出器   

ト リ チ ウ ム   液体シンナいション計数装置   

全へM一夕放射能   
GM計数装置  

ブ○ラスチックシンナいション検出器   

全7Jlプァ放射能  
モニタリンク‘、ホ）スト  

ZnS（Ag）シンチレーション検出器   

スト ロ ン チ ウ ム  低ハ“ヅクク’、ぅゥント、●放射能測定装置   
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3．結語   

前年度に検出きれたソ連チェルノフィル原子力発電所事故由来の  

核種の漉度が減少 し、事故以前のレベルに戻り つつあ る。  

表2 環境試料の核種分析結果（昭和62年度）  

試料名   単位   137cs   134cs   l18mAg   98sr   ■‡H   

浮遊じん  fCi／m＝∋   N．D．   N．D．   N．D．  

降下物  mCけkm2  N．D．－0．004  N．D．   N．D．  

陸水   PCi／l   N．D．－0．038  N．D．   H．D．  26・37   

陸土：0－5cm  pCi／g幸三土  1．0－5．7  N．D．・0．047  N．D．  
米   1．6－7．3   N．D．   N．D．  

大根（板）  N．D．   N．D．   N．D．  

PCけkg生                         ほうれん章   2．0－5．7   N．D．   N．D．  

高菜  N．D．－3．5   N．D．   N．D．  

みかん  8．3   1．9   N．D．  

牛乳   PCiハ   1．8－3．6   N．D．   N．D．  

よもぎ   2．5－30  N．D．－6．2   N．D．   15－70  

松葉  3l・75   7．8・13   N．D．  

めばる  6．2－12  N．D．－2．2   N．D．  

PCi／kg生                                      さざえ  N．D．   N．D．   19－20  
なまこ  N．D．   N．D．   N．D．  

わかめ  N．D．－2．5   N．D．   N．D．  

ほんだわら  N．D．－6．3   N．D．   N．D．  

海底沈楕物  PCi／g乾土  0．09－0．13   N．D．   N．D．  

海水   PCiハ   0．11－0．12   N．D．   N．D．  N．D．・72   

注）N．D．：測定値が標準偏差の3倍以下  
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大 阪 府 に お け る 放 射 能 調 査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村幸子、渡辺功、布清雅子  

1．緒 言  

前年度にひき続き、大阪府において、昭和62年度に実施した科学技術庁委託によ  

る放射能調雇の括異について報告する。  

2．調 査 の 概 要  

Ⅰ．調 査 試 料 及 び 測 定 方 法  

降下物、降水、大気浮遊じん、上水（原水、蛇口水）、潜水、土壌、海底土、牛乳   

（原乳、市販乳）、米、野菜、澹産魚、日常食の全ベータ放射能測定、またサーベイ  

メータ及びモニタリングポストによる室蘭線t率測定を行った。方法は、科学技術庁  

編「全ベータ放射能儒定法（昭和51年度）」によった。   

Ⅱ．測 定 装 置  

GM計数装3E：アロカ製TDC－501型  

低パックガスフロー型GM計数芸才：アロカ製LBC－451型  

N aIシンナレションサーベイメータ：アロカ製TC S－121型  

N aIシンナレション式モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型   

Ⅱ．結 果   

（1）全ベータ放射能測定括果（表1）  

① 降下物及び降水中放射能の測定結果に異常値は認められなかった。なお、4月  

の降水に年筒最高値 95pCi／l（3．ちBq／l）（6時間饉）を検出したが、同試料の  

72時間儀は検出限界以下であった。62年廃除下土は、3．2餌Ci／】暮2（122＃Bq／  

Ⅹ■2）であり、チェルノブイリ事故の影響のみられた61年度に比べ約1／4に減少し  

ていた。  

⑧ 大気浮遊じんにおいても異常値は検出されず、昨年度の平常時の測定結果と同  

様のレベルにあった。  

⑧ 上水、潜水、土壌、海底土、食品中の測定結果ほ、＝Kの寄与を含むせである  

が、いずれの試料においても異常慮は検出されなかった。   

（2）サーベイメータ及びモニタリングポストによる空同線王事測定結果（表2）  

① サーベイメータによる空間線1率測定は、一般環壌及び∬子炉（京都大学原子  

炉実験所、泉南郡熊應町）周辺について行った。いずれも平常餞の厳密であり異  

常傭は検出されなかった。なお、公衆衛生研究所（測定場所：中庭）における測  

定は今年度初めて行ったもので、他の4ケ所と比較して高い億を示したが、これ  

ほ、中庭の周囲を建物（コンクリート製、4階）が取り囲んでいるため、コンク  

リート骨材（砂利や砕石）中の＝Kの影事等によるものと考えられる。  

⑧ モニタリングポストによる儲は、当所屋上（地上24m）に裸出器を設憂し、  

連続測定を行った結果である．測定結果は平常値の範囲であり、異常値は検出さ  

れなかった．  
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3．括 諸  

調査期間中、異常値ほ検出されず、測定結果は全て、前年度の平常時（ソ連チェ  

ルノブイリ事故の影■が覇者にみられた5月以外）と同棲のレベルにあった。  

表1 各種試料中の全ベータ放射能（合川E）  

試 料  採 取 場所  試料数  単 位   

降下物（月同） 大阪市（府公衛研） 12   ▲Ci／h2  

降水（定時）＊  同上  門   pCi／1  

大気浮遊じん＊  同上  う6   pCi／t3  

上水（原水）  守口市  2   pCi／l   

（蛇口水） 大阪市（府公衛研）   2  ノJ  

0．94   0．01  0．27  

95  0  8．1  

4．52  0．50  1．87  

う．0  2．5  2．8  

3．1  3．0  3．1  

0．39  

2う  

21  

21  

海水  大阪港  
海底土  同上  

土壌（0－5川） 泉南都熊取町  
（5－20c■）  同上  

牛乳（原乳）  豊能郡儒勢町他  

（市販乳） 大阪市  

野菜（舛ヰキす） 泉南郡熊叡町  

1  〃  

1  pCi／g乾土  
1  〟  

1  〝  

4   pCi／1 1270 1160 1220  
2  〝  1310  1190  1250  

1  pCi／g生  1．1  

1  〟  1．7  

1  〃  4．8  

1  〃  1．1  

1  〃  0．7う  

1  〃  2．2  

2  pCi／人・日1640 1510 1580  

（キヤヘ■，）  岡上  

（トレン草） 大阪市  

（タ■イコン）  同上  

同上  

海水魚（サ八■）  同上  
日常食  寝屋川市  

＊測定卓は6時間慮  

表 2 サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線上串  

測定場所   

サーベイメータ   

ー般環境  
羽曳野市  

大恢市（府公衛研）  

測定回数  単位  測 定 儀  

最高値 最低倭 平均儲  

′
れ
V
 
l
 
 
 

′
b
 
2
 
 

1
 
 

6．0  6．4  

11．3  11．8  

原子炉周辺（泉甫群熊取町）   

大久保周辺   

築留池周辺   

弘法池周辺  

つ
ム
ー
▲
ュ
ノ
 
9
 
 
 

7
 
7
 
ハ
員
U
 
 

る．う  6．9  

6．4  る．9  

7．9  8．4  

モニタリングポスト   

大阪市（府公衛研）  368  1る．ア  1う．0  14．1   



兵廣具における放射能測定調査  

兵庫県立衛生研究所 生活秀境都  

議村公郎 寺西 浦   

1 緒言  

前年にひき焼き，昭和62年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射能測定調査  

結果について報告する．なお今年度下半期から高魂度ゲルマニウム半導体γ線波高分析機によ  

る核種分析が加わった．   

2 諦査の概要  

く1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水），土壌，日常  

食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地，消費地），海産生物（あじ），垂  

同線量率   

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定，および核種分析は，主として科学技術庁のマニュ  

アルに従って行った．  

く3）測定機需  

アロカ  L B C452  
書士t気 NHS710  
日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

3 調査結果  

つぎの測定結果のまとめを真に示すように，定時採取による降水，大型水盤による降下物，各  

種食品，土壌，上水の全ベータ放射託の測定値については60年度とほぼ変わらす特に異常値  

は認められない．62年皮下半期から測定を開始した枝種分析はゲルマニウム半導体γ鯨波高  

分析装置を用いた． 降下物の1ユ7－Csについては，昭和62年1月以後の金屑平均値（阿部ら，  

第29回魔境放射能講査成果論文抄♯集 p65－71，1987）に比べて特に差はなっかた．その他  

137－Csの検出された大根と日常食についても昭和60年度の全国平均償（阿怒ら，第28国  

男境放射能謂査成果論文抄録集 p60－66，1986）に比べて特に差はなかった．131－Ⅰは全ての試  

料について検出されなかった．さらに各種食品中の40－Kについては四訂日本食品標準分析表（  

科学技術庁資源調査会＃，昭和57年）と比較して特に異常は認められなかった．  

空間線量串についても前年度と変わらず異常は淀められな－かった．  
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未 聞定紹果のまとめ  

滑走対象 測定項目  試料数 採取場所 採取年月日 測定値  

2  神戸市  3カ月に1回  

2  豊岡市  3カ月にl回  

12  神戸市  毎月1回  

73  神戸市  降雨毎  
1 神戸市 1987．06．O1  

2  神戸市 1987．07．27  

1 三原町  1987．08．28  

1 加古川市 1987．06．26  

1 神戸市 1987．07．23  

浮遊▲   全ベータ  

浮違塵   仝ベータ  

降下物   全ベータ  

降水  全ベータ  

蛇口水  仝ベータ  

土壌  全ベータ  

牛乳  全ベータ  

日常食   全ベータ  

あじ  全ベータ  

0．43－1．30pCi／m3  

0．87－3．35pCi／m3  

偵出されず－0．40mCi／km2  

倹出されず－0．25rDCi／k爪2  

検出されず  

748および1577rnCi／km2  

1160pCiハ  

0．86pCi／g  

2．79pCi／g  

137－Cs，13卜工 機出されず  

40－K O．0051－0．0081pCi／m3  

137－Cs，13卜Ⅰ横山されず  

40－K O．0（144－0．0070pCi／m3  

131－Ⅰ検出されず  

137－Cs換出されず－7〃〔：i／km2  

40－K O．06－0．18pCi／km2  

137－Cs換地されず  

40－K 2．4pCi／l  

13l－Ⅰ検出されず  

137－Cs O，37pCi／kg，  

40－K1600pCi／kg  

13l－Ⅰ，137－Cs検出されず  

40－K 540（lpCi′kg  

137－Cs 放出されず  

40－K 69（1pCi／kg  

13一卜Cs 検出されず  

40－K 880pCl′kg  

137－Cs．13卜l故出されす  

40－K 1400pCi／kg  

13卜Ⅰ娩出されず  

137－Cs 2．6pCl／人目  

40－Kl1日座Ci／人日  

7．4－7．7〝R／hour  

浮遊▲   137－Cs．13l－Ⅰ．4ローK 2  神戸市  3カ月にl国   

浮遊虚 137tCs，13卜Ⅰ，40－K 翠 玉岡市  3カ月に1固   

降下物   137－Cs，131－Ⅰ，40－Ⅸ 6‘ 神戸市  毎月1回  

蛇口水  137－Cs，40－K  l 神戸市 ′1987・12．07   

大根  137－Cs．13卜l，40－K l 加西市 1987．1l．04  

ヽ ホウレン草  13■卜Cs，13卜Ⅰ，40－K l◆ 加西市 1g87．11．04   

生産地米 137－Cs，40－K  l 加西市 19紆12．04   

消費地米 137－Cs，40－K  l 神戸市 1987．12．04   

、牛乳  137－Cs，131－Ⅰ，40－K l 三原町 1988．02．22   

日常食  137－Cs．13卜Ⅰ，40－K l 加古川市1987．12．1n  

12  神戸市  毎月1固  空間線t率（サーへ－イメータ）  
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手口歌山県らこおらナ■る放射能毒周F査  

和歌山県衛生公害研究センター   

内田勝三，有本光良，宮本邦彦  

1．緒言   

前年度に引き続き、昭和62年産科学技術庁委託による放射能測定結果につい   

て報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白菜、大   

根、アジ、米）の放射能測定および空間線量率の能測定を行った。今年度の測  

定回数は140回 であった。   

（2）調査方法  

試料の調製および測定方法は、昭和51年産改訂科学技術庁編「仝ベーター  

放射能測定法」に従った。   

（3）測定機器   

（イ）GM計数装置；アロカ社L B C－452型   

（ロ）シンチレーションサーベイメーター；アロカ社製TC S－121型  

3．調査結果  

降永および降下物の仝ベータ放射能測定結果を表1に、また土壌，日常食，陸   

水，牛乳，米，ハクサイ，ダイコン，アジ中の全ベータ放射能測定結果を表2に   

示した。いずれについても異常値は認められなかった。次に和歌山市内における   

空間線量率の測定結果を麦3、図1に示したが．前年に比べて全体としてやや低   

い値を示した。  
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真1 降水及び降下物の全ベータ放射篭  
（6時間更正債）  

降  水  降 下 物■降雨暮  

（ 
（Ⅱ、【n，   

（・8q・J言検出酢町  測定件数：放射能濃度 pCi／L  
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兼2  環壌拭料中の仝ベータ放射能濃度  

拭  科  名  測定同勲  測  定  値   単  位   

土壌（0～5c■）   I 127L 
（47027）  （   

土壌（5～20c■）   1 2647 
979う9  （   

日 常 食（5人分）   2  0、朗  0．96   
（2〕．68）  （35．52）  

陸水（蛇口水）  2，う  2．0  
（92．う）  （74．0）   

牛  乳   2  1045   
46065  （う＆665  

米  0．54  
（19．98）   

野菜（ハクサイ）   1．47   pCi／g （生）   
54．∋9   ■8q・g  生）  

野 菜（ダイコン）   1．86   ・ 
68．82）  ；．妻・   

海産生物 （アジ）   う．う  

（122．1）   
（  

＊  採取地！和歌山市   

表3．和歌山市内の月別空間はt串（62年よ）  

（単位：〝R／b）  

●－・・－●和歌山市山口   

4  5  6  7  8  9 10 1112 1 2  3 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月  

回1．和歌山市円の月別空Ⅶはt事（62年ま）  
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鳥取県における放射能調査  

鳥取県衛生研究所  

佐藤 白 谷口早苗  

畦崎俊敏 稲村正博  

1．緒言   

前年度に引続き、昭和62年度に実施した科学技術庁委託による   

放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査研究の概要  

（】）調査の対象  

降水、降下物、上水、牛乳、野菜、米、海水魚、日常食、大   
気浮遊じん、土壌及び空間線量。  
（2）試料の採取及び測定法  

科学技術庁編1全ベータ放射能測定法（昭和51年）」他、放   

射能測定法シリーズ、及び「放射能測定調査委託実施計再審」  

に基づいて行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置   ：ALO仙1DC－103  

波高分析器  ：日立 505  
サーベイメータ  ：ALO仙 TCS－121C  
モニタリングポスト：ALOKA HAR－11  

（4）調査結果の概要  

降水の全β放射能は、測定数1用でHD～330pCけl、月間降‾F   

寵の最大は7．5RCi／knl（3月）であった。 検出件数は、年間17  

回で昨年に続いて多かった。 また、大型水盤法による月間降   

下量は．1．75朋Cけk■1（3月）が最大であった。（表l）  

大気浮遊じんの全β放射能は、例年と同じく 9月、11月にか   

けてピークを示し、叔高値は3．6pCi／♂で、全体では昨年に引  

続きやや高かった。（表2）  

⊥填では、前年度から表層土が下層土より高い傾向を示し、   

サーベイメータによる（地表1m）の空間線量も、前年度と同   

程度でやや高かったが、その他の試料と同様異常値は認められ  

なかったu（表3）  

モニタリングポストによる空間線敏の川帯の変動は、例年と  

同じく大きな変化は見られなかった。（表4）  

3．結語  

本年度の調査において、前年度から引続いて土壌の放射能は  

表層土が下層士より高い傾向を示した。  

測定結果は、いずれも平常のレベルであった．  
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衣l膵／lく及び桂lこ一物の企β放封‖jヒ  

1月  5月  8月  り1  川  皿  川ノ1  lり1  12日  りl  皿  皿   

さ団 漣 仲 秋   6  8  8  lO      6  川      川  
l   

定  

岬  赦 此一 億   pCけl  HD  HD  HD  HD  HD  HP  HD  HP  HD  HD  H【I  HD   

M  平 均 値   PCl／l  8．8  HD  HD  【P  HD  HD  仰  H8  4．7  54．2  13．7  15．0   

測  月I針帽下凡 nCけ一山リ′l  1．12  HD  Hu  H8  HD  HD  HD  HD  0．16  d．29  d．イ9  r．50   

大出水出法  円Cけhl／月   0．38  0．32  0．3¢  HU  0．39  0．56  0．5～  0．82  l．2l  1．Z7  l．d7  l．75  

HD：検出されず tl患準旧蓮のヨ†詩以‾FI  

衆2 大丸抒通じんの全β放射値  

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  †2月  1月  2月  3月   

測 定 件 数  3  ロ  ロ  ユ  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ   
迫高値 PCi／が  1．58  4，92  1．50  2．36  2．01  3．60  3．㈹  2．56  2．01  1．0（】  1．50  1．30   
最低値 PCi／m倉  0．36  1．05  0．23  1．29  0．92  0．23  0．40  1．30  0．15  0．29  0．28  0．15   
平均値 PCi／が  1．04  2．23  0．鋸  1．80  1．68  2．12  2．10  2．02  1．25  0．73  0．93  0．58   

表ヨ 陸水・食品・土壌の放射能及び空l㌫」線量  

品  名   試料数  測 定 値  単  位    偏   考   

上 水  蛇口水  l川   pCi／l  含   K  

牛 乳  生 乳  口  1．1一－1．ユ  PC  ／g生   含   K  
全  市 乳    し1．1．2  PC  ／g生  

β  
大 損  ロ  2．2．2．ユ  pC  ／中生  

放  0．6．0．8  PCi／g生    含   K  

射  
陀  
日 常 食  0．6．0．7  pCi／g生    含   K  

土 壌  ○一－ 5（1  ロ  3．534、3．600  ■C   ／h  直接測定法  
5、20（】    3．365一－ユ．530  ■C   八■▲   

核 種  牛 乳  i雷1Ⅰ   ユ．6一－11．4  PC   ハ   仇；；分析法  

l叩cs   6  2．4 一－ 9．6  PC  

丑 1  空 間 技 量   四  9．l一－1l．1  〃R／h    サーベイメーター法   

表4モニタリングポストによる空一礼抜足単位cps  

4月  5月  6月  7月  8月  9月  川月  11月  12月  り1  2月  3月   

上 垣  19．6  22．d  19．0  22．5  29．0  21．0  27．7  28．8  25．2  22．8  2l．0  27．2   
下 値  14．0  14．3  14．5  ‖．7  1d．7  1d．0  1d．3  1d．0  13．8  14．1  10．2  13．7   
平均値  15．4  15．7  15．9  16．2  16．2  15．6  15．7  15，6  18．3  15．9  14．5  15．6   
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島根県における放射能絢査結果  

島根県衛生公害研究所  

細田 晃、寺井邦雄、江角周一  

吉岡勝広、山本春海、五明日孝   

ll．緒卦   
昭和62年度に、島根県において実施された科学技術庁委託の放  

射能調査及び県が行った原子力発電所周辺の環境放射能調査等をあ  

わせて、その概要を報告する。  

呈⊥」臥酪農農  

」」）訴査乳象   
原子力発電所周辺を重点に、雨水、浮遊塵、陸水、海水、農畜産  

物、植物、海産生物、陸士、海底土等の放射能を調査した。  
また、T L D、モニタリングポスト等によ り、空間線量を調査した  

」脳虹盈空遡＿墓且塾   
科学技術庁による各種の放射能測定マニュアルおよぴ「放射能調  

査委託計画書（昭和62年度）」に準じて行った。また、使用した  

測定機器については、昭和60年度の本報告書を参照されたい。  

（3）調査結果の考泉＿   

Z へ一   
年間積算線量は県下全体で約56～85m Rであった。また、モ  
ニタリンーグポスト線量率は原発周辺8地点平均で4．4JIR／hであ  
った。モニタリングカー、シンチレーションサーベイメータを含め  

全体として前年度と同程度の結果であった。   
イ、食べー 少放射能   

概要を囲1、表1に示す。全体として、ソ連原発事故前のレベル  

と同等であった。なお、月間降下物の放射能は、4月及び、1～3  
月に検出されている。   

ウ、桜穐分析   
概要は表2～4のとおりである。γ線分光分析結果（表2）にお  

いて、茶、松葉、陸士等からソ連原発事故の影響と思われる1＝cs  

等が検出されたものの、全体としては事故前のレベルとほぼ同等で  
あった。  

且⊥軋劇   

昭和62年度の島根県下の環境放射能調査結果において、山部の  

試料で、ソ連原子力発電所事故の影響が見受けられたが、全体とし  
ては、事故前とほぼ同程度の放射能レベルであった。  
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回1 降下物（大型水盤による1カ月毎）の全ベータ放射能  
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表1環境試料中の全β放射能測定結果（“K含む）  

検 体  区 分   検体数  単位  試料 
水 道 管 天 水  2  pCi／超  蒸 銅盤嶺  最高値  最低値  平均値  採 取 地 点             発法  1．7  1．4  1．5  松 江 市   

2  pCi／人・8  灰化法  1さ54  1676  1765   〝   
4  Ci／g生   1．4  1．0  1．2  八東郡八雲村  
2   〝   〝   1．3  0．9  1．1  松 江 市  
1   〝   〝  

菜   〝   〝  
1．5  大 田 市  

物   1  1．9   〝  
米  1   〝   〝  l●  松 江 市   

松  1   〝   〝  2．1  八束郡鹿島町   
海産  か  さ  ご  1   〝   〝  1．6  浜田市沖合   
生物  、らさきいがい  1   〝   〝  2．5  原発周辺海域   
陸  0（一 5 c■ 層   1  pCl／g乾  直接法  16．0  大 田 市   
土  5′〉20cm層   
定  時  降  水   降 

1   〝   〝  12．0   〝  
雨萄  pCi／且  蒸発法  45．6  N．D    松 江 市   

月 間 降 下 物   12  1Ci／ld   〝   3．5  N．D  〝   

表2 核種分析結果  

稽  葉  d   〝   54  1】●cさ  18   〝  

14－57  1】＝■cs  4－19   〝   

陸士（0－5亡■）   4  pCl／kg  481－3480  1■●cs  45．6－63．9   〝   
海  底 土   3   〝   ーー21．6  発周辺海域   
月間浮遊塵  8  王Ciノーば  へ東耶鹿島町   

注：       ーは検出限界以下を示す   

表4 環境試料申のストロンチウムーgO濃度  

検  体  区 分   検体数  単  位  吉式 科 王胃 整 法  測定結果  採 取 地 点   
降 水   10  pCi／J・30日  イオン交換機脂浅  LTD－3．4   

さ  ぎ え  1  pCiノkg一生体   ■   LTI）  原発周辺海域  
わ か め  1   〝   ■   6．6   〝  
tほんだわら蕉  1   〝   〝   5．4   〝   

鼻音  
a   pCi／止   〝   0．09－0．17   〝  

大根（兼）   2  pCi／kg一生体   〝   11．2－21．1  八東郡鹿島町  
産物               ほうれん葺  2   〝   〝   5．1－9．1   〝   

籠  葉  1   〝   〝   63．4   〝  
葉  1   〝   〝   46．9   〝   
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岡山県こ お け ろ 紙射畠巨調査  

岡山県環境保健セ ン タ ー  

杉山広相  生本照子  

道廣憲秀  片岡敏夫  

柚木英二  

1．緒言  

昭和 6 2年度（6 2 年4 月 ～ 6 3 年 3 月）に、岡山県で実施 し  

た各種試料の全ベー タ放射始、空間線量事、牛乳中131Ⅰ測定結果  

並びに、動力炉核燃料開発事業団人形峠事業所周辺におけ ろ、陸  

水のウ ラ ン分析結果を報告す る。  

2．調査結果の概要  

（1）調査対象   

降水、降下物  

産生物、河川水  

浮遊塵、土壌、日常食、上水、農畜産物、海  

空間線量率、牛乳中13tI。  

（2）測定法  

全ベー タ 放射能ミま、科学技術庁編「全ベー タ放射能測定法」   

（昭和 51年改訂）に、空間線量垂は科学技術庁編「放射能調   

査委託計画書（6 2 年度）」に、牛乳中の131Ⅰは科学技術庁   

績「放射性ヨ ウ素分析法」（昭和 5 2 年）に、ウ ラ ン分析は科   

学技術庁嬉「ウ ラ ン分析法」（昭和 5 7 年）に 従 っ た。  

（3）測定器  

全ベー タ放射能：G Mカ ウ ン タ ー（富士電機‘製N GトⅠÅ1210、  

N S H －2001お よ ぴ ア ロ カ製 G M－5004、  

T D C －501）  

空間線量率：シ ンチ レーシ ョ ンサーベイ メータ（アロカ製T  

C S121C）  

ウ ラ ン分析：分光吸光光度計（島津製IJV・200S）   

131Ⅰの測定：3‘●× 3－ N aI（TI）（堀甥製1212D3）、  

512ch P H A（キ ャ ン ベ ラ社製シリ ーズ35）  

（4）測定結果  

本年度の測定結果は、全項目 と もバ ック グラ ンド の変動範  

囲内で あ っ た。  

降水の全ベータ放射能、各種環境試料中の全ベータ放射能、  

空間線量率、原乳中の131Ⅰ凛度を表1－ 4 にそれぞれに示す  

い ずれ も異常値は認め ら れなか っ た。  

ウ ラ ン の採鉱製錬転換濃縮を 行な っ て い ろ事業所のあ ろ、  

人形峠周辺に お け る 河川水のウ ラ ン 凛度を表 5 に示す。  
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ウラン濃度は全ポイ ント と も昨年度と同様検出下限値未満で  

あ っ た。  

3．結語  

大気圏内核実験が行なわれなか っ た ため、各試料と も低い レ  

ベル であ り 異常値は認カ ら れ なか っ た。  

ま た、人形峠圃辺地域の河川水のウ ラ ン濃度につい ても低い  

レ ベ ル で あ っ た。  
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表l 持水の全ベー タ放射能（鵬i／k洞2）  

（）内は測定誤差3け以下の値  

表 2  空 間 練 王 事（uR／hr）  

62  3  

ほ取地点   

岡山市内尾  8．¢  8．6  8．5  8．6  R．3  8．3  8．2  臥2  8．2  8．1  8．1  臥2   

表 3  牛乳中の1311（甚i／L）  

62年  63年  

採取地点   5月12日  7月21日  9月17日  11月19日   1月20日  3月 7日   

津山市大田   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表 5  河川水中のウ ラ ン濃度（川名／L）  
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広島県における放射能調査  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 坂本征則  

1 緒 言  

前年度に引続き．昭和62年度に実施した科学技術庁委託による広島県における   

環境及び各種食品中の放射能調査結果の概要を報告する．  

2 調査研究の概要   

（1） 調査対象  

降水（定時採水）、月間降下物（大型水盤による）．浮遊塵．陸水（蛇口水  

湧水）．土壌，日常食．農畜産物（牛乳．野菜＝ダイコン．ホウレン草．精  

米）．海産生物（淡水魚＝コイ．海産魚＝カレイ．貝＝カキ、海藻＝ワカメ）及  

び空間線量率．   

（2） 測定方法  

試料の調整及び測定方法は．科学技術庁編「全べ一夕放射能測定法（昭和51  

年改訂）」及び「昭和60年度放射能測定調査委託計画書」に従って行った．   

（3） 測定機器  

GM計数装置：アロカ製 TDC－501型，TDC－511型及びTDC－103型  

GM管：アロカ製 GM・2503B型及び研一馳04型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－121C型   

（4） 調査結果  

雨水及び降下物の全ベータ放射能測定結果の月別推移を表1に示した．又、  

食品等各種試料の全ベータ放射能測定結果を表2に．更に，サーベイメータ  

による空間線量率を表3に示したが．特異な傾向は認められなかった．  

3 結 語  

昭和62年度に行った総ての調査項目について、前年度とほぼ同程度の嵯を   

示し．特に異常な値は認められなかった．  
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表1．雨水及び降下物の全ベータ放射能濃度  

年 月 試料 降水生 長高値末 長低値＊ 検出回数 月間降下量米米  
穀 （m） ［pCiハ（的／り】  くmCi／kM2．MBq／km2）  

62 4  7  64．0  
5  7 158．5  
6  5 243．4  
7 10 327．0  
8 14 226．2  
9  8  204．2   
10  7 150．3  
11  5  40．8   
12  2 13．4  

63 1 4 17．5  
2  6  46．8  
3  9 114．9  
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年間  851607．0  52（1．9）ND  

NDは不検出（計数誤差の3情夫満）  
米：6時間値  
＊米：大型水盤による1ケ月の悼  

表2．各種試料中の全ベータ放射能濃度  蓑3．空間線量率  

試 料 名   採取地 測定  測 定 結 果  
回数  

年月  〃R／hr  
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陸水（蛇口水） 広島市  2   
（淡水）  庄原市 1  

土壌（0－5cM） 広島市 1  
（5・20c闇）  〝   1  

牛乳（生産地） 高田郡  4  

（消費地） 広島市  2  

ND  pCi（8q）／l  

ND  〝  

33（1．2） pCi（8q）／g乾土  
32（1．2）  〝  

1000－1300 pCi（Bq）ハ生  
（38－49）  

890－1100  〝  

（33－42）  

4．6（170） pCi（MBq〉／g生  
1．4（52）  〝  
0．60（22） 〝  
2．7（100） 〝  
1．7（64）  〝  
2．9（106） 〝  
1．8（67）  〝  
0．93－1．4  〝  
（34－51）  

野菜（如しン葦）  

（タ’、ィ］ン）  

精米  
海産生物（仙イ）  

（舶）  

（ワカメ）  

淡水魚（］イ）  

日常食   

浮遊塵‡‡‡   

〝  1   

〝  1   

〝  1  

大竹市 1  
広島市 1   
〝  1  

庄原市 1  
広島市  2  

平均値  

〝  4 l．4－10  pCj（鵬q）／m3  
（50・380）  

NDは不検出（計数誤差の3倍未満）  
‡‡‡：6時間値  
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山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山口県衛生公害研究センター  
松 尾 博 美  上 利  洋  
松 崎 幸 夫  

緒言   

昭和62年度に実施した、山口県における環境および食品等の、全ベータ放射能調査結果の概要  
を報告する。  

2  調査研究の概要  
（1）調査対象試料  

降水、降下物、上水（じゃ口水）、海水、海底土、海水魚（メバル）、牛乳（市販）、精米、野  
菜（大根，ホーレン草）、日常食、土壌、空間線圭率およびモニタリングポストを調査対象として  
実施した。  

（2）試料採取、調製および測定  
試料の採取、調製ならびに測定は、「全ベータ放射能測定法」（昭和51年）および昭和62年  
鹿放射能調査委託計画書に準じて行った。  

（3）測定器  

低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカLI∋C－452  
シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  
モニタリングポスト：アロカMAR－11  

（4）測定結果  

各測定試料の調査結果をそれぞれ、表1，2，3に示す。  

結語   
本調査期間内においては大気圏内核実験及び核事故等もなく、したがって、各試料とも高値は見  
られず、いずれも平常値であった。  

五＿＿⊥ 」阻」  お よ び 降 下 物   

年  月   
降 水 （mCi／km2）   降 下 物 （mCi／km2）  

最大値  是小値  平均値   降下量  pCi／ゼ   降水重附   

暗 62． 4   N D  N D   1．1  16   174．0   

5   N D  N D   0．95  8．6   158．0   
6   N D  N D   0．43  3．6   221．0   

7   N D  N D   0．63  2．2   356．5   
8   N D  N D   0．65  5．2   187．5   

9   0．32  0．22  0．27   0．36  4．3   132．0   
10   N D  N D   0．67  4．8   136．0   

N D  N D   0．36  16   61．0   
12   N D  N D   0．50  19   28．0   

昭 63．1   0．14  0．12  0．13   0・59  16  38・0   

2   0．22  0．044  0．13   0．50  13  l                       49．0   
3   0．29  0．20  1．1   1．2  9．4  154．0   

蓑  2   モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト お よ び 空   ＝＝和■怒 ＝＝  

年  月   
モニタリングポスト  （cps）   空間線量率  
最大値  鼻／日直  平均値   〟R／hr   

昭 62． 4   29  16  17．9   10．8   
5   22  16  17．3   11．2   
6   22  16  17．4   11．8   

7   26  16  17．5   11．5   
8  28  16  17．5  11．2   

9   25  16  17．5   11．4   
10   26  17  17．7   10．8   

22  17  17．8   11．0   

12   27  16  18．0   11．0   
昭 63．1   38  10．6   

2   23  11．1   

3   26  16  17．7  11．0   

－187－   



上
海
 
 

3
 
 

表
 
 

、海 水、 海 底 土、土 壌、牛 乳、野 菜、精 米  
魚 お よ び 日 常 食  

試  料   名  採 取 年 月  測 定 値  

上水 （じゃ口水） 1  

上水 （じゃ口水） 2  

海水  

海底土  

土壌 （0～5m）  

土壌 （0～20e¶）  

牛乳 （市販）1  

牛乳 （市販） 2  

野菜 （大根）  

野菜 （ホーレン草）  

清米  

海水魚 （メバル）  

日常食 1  

日常食 2  

宇 部 市  

〝  

阿知須 町  

〝  

萩   市   

昭和62年 6月  

〝 12月  

昭和62年 8月  

〝  

昭和62年 9月  

〝  

昭和62年 8月  

昭和63年 2月  

昭和63年 1月  

〝  

昭和62年12月  

昭和63年 2月  

昭和62年 7月  

昭和62年12月  

0．75  

0．78  

0．98  

26  

20  

24  

1247  

1151  

1．7  

5．7  

0．62  

2．8  

1196  

1632  

市
 
 
町
 
 
市
 
湾
 
市
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口
 
口
 
口
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愛媛県におけろ放射台巨調査  

愛媛県公害技術センター  

真木  強  大西  哲  

矢野 隆司  篠原 広充  

影浦  久  一色 祐子  

1．緒言   

昭和62年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において行った   

放射能調査の概要を報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）測定対象  

空間ガンマ線主審、空間積算線量、大気浮遊じん、陸水、土壌、農産食品、植   

物、降下物、降水、海水、海底土、海産生物  

（2〉測定方法  

科学技術庁篇「速読モニタによる環境r線測定法」く57年）、「熟ルミネセ   

ンス線量計を用いた環境γ緩測定法」（57年）、「全ベータ放射能測定法」（   

51年改定）、「ゲルマニウム半＃体検出器を用いた横器分析法」〈54年改定）   

「放射性ヨウ素分析法」（52年改定）、「放射性ストロンチウム分析法」（5   

8年改定）、「トリチウム分析法」（52年）及び「プルトニウム分析法」（5   

4年）等に準じて行った。  

（3）測定結果   

ア 空間線量  

モニタリングステーション及びモニ●タリングポストにおける連続測定の結果  

は、表1に示すとおりである。  

また、モニタリングポイント（31地点）における年間積算線量は、40－93  

爪Rであり、いずれも前年度と同じレベルである。   

イ 大気浮薄じん  

モニタリングステーションにおける連続測定では、全アルファ放射能の1時  

間平均値が0．1～1．6pCi／m3（0．0037～0．0598q・職‾3）、全ベータ放射能のl  

時間値が1．6－5．4pCi／m3（0．059－0．208q・m‾3）である。  

また、ハイポリウムエアサンアラーによる全ベータ放射能は0．3－7．8pCi／用3  

（0．011～0．298q・M‾3）でいすれも前年度と同じレベルである。   

り 環境試料の全ベータ放射能  

降下物の全ベータ放射能は表2に、降下物以外の環境試料の全ベータ放射能  

は表3に示すとおりであり、チェルノブイリ原発事故以前のレベルと同程度で  

あった。   

エ 環境試料の核種分析  

Ge半導休検出器を用いた機器分析結果は表4のとおりであり、フォールア  

ウト核種は137csのほか186Ru、118nAg、131Csが検出されている。  
Nal（Tりシンチレーション検出器を用いた機器分析結果は、表5に示すとお  

りであり、131Ⅰは検出されていない。  
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9¢srの放射化学分析結果は表6に、3Hの放射化学分析結果ほ表7に、238pu   

239pu＋2d8puの放射化学分析結果は表8に示す。いずれも前年度と同じレベ  
ルである。  

3．結語   

昭和62年度のフォールアウトの影響は、前年度までの調査結果と比較して同じ  

程度であった。なお、一部の試料から検出きれた人工放射性核種はソ連のチェルノ   

ブイリ原発事故及び過去の核爆発実験の影響と思われる。  

貢1． 空間ガンマ繰凰率（連続測定）  

（単粒：〃Iモ／h）  

モニタリングステーション    モニタリンク ポスト    モニタリング ポスト   

場 所   伊方町九町迅公園  伊方町 洪わt竜  伊方町 九町   

測定路  HaI（Tl）シンチレーション    高 圧 篭 鵬 箱  高 圧 裾 鮎 箱   

区 分  息 帯  最 低  平 均  「・二 ・ニ  息 砥  平 均  最 高  農砥  平 均   

Jユ．4月  ∫′ユ  ／．‘  ／．㌢   7． 

5月  ∫．∂  ／．‘  ／．タ   クイ  ∫．J  ∫．β  ♂．タ  〆′3  ‘．7   

6月   〃，占  ／．J   ／′き   ‘．7  ∫′7  ∫．デ  ♂．g  ‘．√  ∫．P   

7月■  ‘，4  ／．√  ／一9   オ．∫  ∫．‘  ふ，  ／ク．ユ  J．≠  ∫，P   

7一っ  ∫．‘  ∫，P  ♂．P  占，‘  J′P   

9月  J、′ユ  ／．‘  ／．ヂ   ∂一ヴ  J、′j  ∫′7  タ．∂  J′7  7．∂   

川月  イ′7  ／′J  ／，タ   7ク  ∫′j  ∫′∫  デ′／  〆．∫－  ∠．P   

＝月  J′7  ′一‘  ／．㌢   J′∫  ∫．2  ∫．≠  矛．／  占．∫  占．7   

12月  J′‘  ／t‘  ／．タ   〆．タ  ふ3  ∫．∫  ♂．ヰ  ‘．∫  ∠．   

‘3．1月  イ．∫  ／，J  ／′g   ∂．∂  ∫．ユ  ∫．∫  よ‘  ‘，J  J．g   

2月  イ′‘  ／．‘  ／′P   占．タ  ∫一j  ∫．∫  オ．P  J．∫  〆′厨   

3月  ∫一チ  ′J  ／′タ   7．≠  ∫．≠  √′7  四  J′∫  J′g   

年 間  J．す  ／．√  ／．∂   

8月  4－4  ／．‘  ′∂  

ケ                                                                       お一∫  ∫．ユ  √′7  ／クーユ  〆′j  ∫′P   
表2． 降下物の全ベータ放射能  

（叫位：lCi／kⅦ上・月）  

場所  月  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  川  皿  四  l  ロ  ユ  平均   

公智技摘センター  ♂．ヰ  ♂．5  ♂．ヰ  久4  ♂，4  ♂，3  ∂．ヨ  ∂．ユ  ク．イ  久イ  ク，∫  れJ  ク．イ   

伊方町九町迅公幻  ク′∫  ♂．イ  ク．∫  β．7  ク．≠  ク．イ  久J        ♂．‘  ∂，J  久√   
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表3． 慣境試料の全ベータ放射鵬  

試 料 名  種 類  郡位  地点致  試料数  測 定 結 果   即位   

大気浮遊じん  2   8   久j ～′ 7′㌢   pCi／¶‘   

陸  水  河 川 水  4   〟ク／、／ノー∂   PCl／′   

士  風  来 朝 土  0～15c爪  3  36   4一∂ ～／／   PCけ0柁土   

海  水  表 面 水  4   〟D ～／．ユ   PCi／ク   

海 底 土  表層 エ  2   8   ∂′∫．～′／／   PCi／○陀土   

み か ん  可食酢  10  10   0′㌢ ′）／一3   

戌座食品  表皮  10  10   ／′コ ′〉／′P  

野 菜  粟   3   9   jノユ ～∫．9   

柄  物  松 葉  菜 ユ′3  

杉 莱  羅   2   8   ／，‘ ′〉J．ヱ   PCけ○生  

魚 罰  可食酢   8   フ、∫ ′〉 j．5  

海産生物  可食郡外  8   ／．7 ′レ ヱ．／  

無育種動物  可食那   8   久ヲ ′）ユ′7  

海 詔 研  全体   6   タ．／′）／∫   

注） 未知試料の放剖能N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき「ND」と表示した．   

寮4．核ほ分析（G8半場体検出掛こよる掛器分析）  

旭  釈尊  定  薄  黒  

試 料 名  厘 規  即位   点  自 然 核 種  単  位  

数   1‖Cs   一日o   41K   

降 下 物  大型水場  ロ  田  〟P 〈ノ♂．ク／ヱ  ∂′汀′）≠・ク  ♂一♂j／～久コ∫  血Ci／拍娼   

大気浮遊じん  〟ク   ク．0‘／～♂．ユ／  〟β ～∂．の7  PClノ正   

陸  水  河 川 水  ∧／∂   ／＞∂   ／Vβ   PCi／′   

土  壌  未 別 土  0～15甜  巴  田  ク′／／へ′ コ．／   〟β   j′厨〝∫，5  PCi／0乾土   
満  水  表 面 水  l  ロ  ∂′／／～∂′／4   〟D  PCけ～   

海 底 土  表層二L  ロ  ロ  仇♂コ㌢〝a♂界≠  ／Vβ   ¢．才〃J′訝  PCけ0蛇土   

み か ん  可食甜  柑  10  ク′（Xガイ∫～玖ク∂ヱ∂  〟ク′）∂．α追∂  次郎～／．≠   

農産食品  表皮  18  10  久ク♂八子～∂．∂♂J∫  ββjj～♂′β72  ／．／′〉ヱ・∂  

野 菜  菜  巴  ロ  〟D～釦妙卵  ♂′∂‘∫～∂J7  ．！′‘′〉J′ヱ   

博  物  松 葉  莱  口  口   ∂．Oj占   ∂．j計   ／．訝  

pCけ8生                                                    杉 葉  塞  ロ  ロ  ク．のコ7〈′ク．クj3  ∂．／3～ク，∫0  ／．∫′）j・9   

魚 類  可食部  l  ロ  ∂．α商一ク．∂♂タj  〟D   j．♪～J●∫  

洞産生物  可食餌外  口  ロ  β．βP∂≠′）a♂ク∫7   人／β   ／．P～2、ヱ  

細野稚軌物  可食那  口  ロ  〟ク〟♂．J砂コ3  〟ク～♂′♂∫ヱ  久好～コ．¢  

・ニl：；‾  全休  l  ロ  〟D～ク．ク∫コ  〟ク～ク．♂∂∂  れJ～／占   
旺）兼畑試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と襲示した。  

以下、表5～黄8においても同じ．  

要5． 核職分析（Nal（Tタ）シンチレーション検山訪による必出分析）  

試 料 名  樺 痢  部位  地点数  試料数  ¢tIの制 定 結 果  単 位   

み か ん  可食印   3   3   〟ク   
此座食晶  表皮   3   3   人／∂  

野 菜  薬   3   9   人／ロ   PC榊8生  

植  物  松 葉  疑   人／D  

杉 譲  葉   4   ／Uβ   

海産生物  海 洋 頸  全体   
∧／D   
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表6，1－S「の放射化学分析  

試 料 名  題 煩  部位  地点数  試料数  孤筍 定 梅 見   単  位   

降下物  大型水姐  2   4   〟∂   由Cl／kl正月   

陸  水  河 川 水  ロ．クエ官   PCi／ク   

土  壌  兼 馴 土  0～15c瓜  3   3   ヰ†～／ぎ0   pCiパ川柁土   

海  水  表 雨 水  4  ♂・銅ユ～ 0、什   PCi／′   

海 底 土  泉用 土  2   8   〟D ～  ノ∫   PCj／山姥土   

農産食品  野 菜  粟   ／∫   

魚 煩  可食抑   〟D  

海産生物  可食部外  〟D  PCj／如生  

無晋椎勤勉  可食郡   

漸 溢 癌  全休   

パD  

2   〟∂ノ ヰ、す   

表7． 3卜lの放射化学分析  

試 料 名   種   類  地点致  試料数  測 定 桔 災   ll】 位   

陸   水   雨   水   2  〟β ′） ∫7   

河 川 水  4  〟β～49   PCi／タ  

洞   水   鶉 而 水   4  人ノク  

顎8． 山Pu．凸Pいi、●Puの放劇化学分析  

試 職 名  葦 満  那＆  地点毅  試料散  ．  ‾  ヨ■L  単  位  

印Pu   かPu●l●●Pu   

降下勒  大型ホ盟  2  2   〃D  〃．…り∫ノ¢、脚叫  ■C  

巨  木  河 川 水  〃D   〃D   PC  

土  曜  兼 別 土  か－1Sd  3  3  β、ヨ0′－仇叩  Aj～ユl  pC  

漏  水  要 面一水  f 4 〃D  M相○～0．川朗  PC  

減 丘 土  泉眉⊥  2  8  0、ユi～〃、糾  ヰ、す～ユl  pC  

魚 苅  可食証  〟∂   〟D   

病産生勒  司会払外  ロ  1 ■  ノ∨∂   〟β  OC  i／如生  

知育柁軸物  可食掛  ロ  ロ  ♂、0拍   ク、ヰ7  

闘 訂 頒  全休  ロ  ロ  久ク∫ユ   ♂．9‘   
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高知県に お け る 放射能調査   
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表1 降水の全ベータ放射能  

降  水  降下物  
年月  試料数  降雨量               降下圭     最 大 値  最 小 値  平 均 値  降 下 量  

（mm）  （pci／t）  （pCi／り  （pCi／り  （mCi／km2）  （爪Ci／km2）   

62．4  150．6   ND   ND  トl【）  ND   

5  10  348．5   HD   ND   ND   ND   

6  8  331．8   ND   HD   

7  14   568．0  ND   HD   ND   ND   

8  13   182．0  N【）   HD   ㈹   ND   ND   

9  228．0  ND   HD   ND   HD   

10  9   257．5  ND   HD   

7   49．2  ND   HD   

12  3   8．6  ND   ND   ND   ND   ND   

63．1   6   41．3   ND   ND   ND   

2  6   32．4  ND   ND   ND   ND   

3  226．1   ND   ND   ND   HD  

（注）HD：検出きれす（測定値が計数誤差の3倍未満）   

表2 食品等の全ベータ放射能  

試 料  名   採 取 場 所  測定赦  測定値  単 位   

上 水（蛇 口 水）  高知市丸ノ内   2   HD  PCi／】   

牛 乳（原  乳）   〝 円行寺   4   1．3  PCi／l（生）   

〝 （市  乳）   〝 桜井町  2   l．3   〝   

米 （精  米）   〝 新屋敷   0．8   PCi／g   

野 菜（ほうれん革）  高岡郡窪川町   5．7   〝   

〝 （大  根）   〝  〝   1．7   〝   

日常食（都市成人）  高知市   2   0．9   〝   

海水魚（か つ お）  土佐市宇佐   3．3   〝   

土 壌（0－ 5cm）  高知市丸ノ内   370．1  mCi／k打12   

〝 （5－20cm）   〝  〝   701、5   〝   

（注）ND：検出きれずく測定値が計数誤差の3倍未満）  

●．．．．．．．、  一・′一  ■■■■‾、●・－・・・－・●一一    ●・一‾▼■こ 「 ＝＋●・・・一‾■   ‾、‾∵‾－一三ーート＼ゾーー：‾さ、、r－「‾r   
d 5 〔∋ 7 互∋ 9 1〔〕＝．12 ■1 2 3  

月  

園1モニタリンク‾木○スト及びサーへ、ィメータによる空間鰻重  

卓 計数率  0線量率  
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手高岡県乙こおらナる放身寸台巨調査  

福岡県衛生公害センター  
楢崎幸範，毛利隆美，森田邦正，深町和美  

1． 緒 喜‘  

科学技術庁委託により，昭和62年度に実施した福岡県内における放射能調査の概要を報告する．   

2． 調査の概要   

（1） 調査対象  

降水，降下物，上水，土壌，日常食，農畜産物，海水，海底土，海産生物，空間線圭率．   

（2） 測定方法  
試料の採取．前処理及び測定は，科学技術庁緬『全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）』  
『放射性ヨウ素分析法（昭和52年改訂版）』 『NaI（Tl）シンチレーションスベクト  
，     ロメーター機器分析法（昭和49年阪）』，『放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）』，  
『放射性ストロンチウム分析法（昭和58年改訂版）』に準拠して行った．  
空間線量率及び計数審は，ア放射能測定調査委託実施計画書（昭和62年度）』に基づいて測定  
した．  

（3） 測定装置  
仝β放射能  
β線計測  
r繰スペクトロメトリー  
空間線塁審  

Aloka製TDC－601型GMS十教養  
Aloka製L8C－451型低バックグラウンドGM計数装置  
NAIG製NaI（Tl）付き・r線波高分析装置  
Aloka製TCS－121型シンチレーションサーベイメータ  
Aloka製MAR－11型モニタリングポスト  

3． 調査結果  

昭和62年度に実施した降水，降下物及び各種試料の全ベータ放射能調査結果は表1，2に，空間  
線量率の調査結果は表3に示した．更に，牛乳中の131Ⅰ及び137Cs， 90Srの核種分析結果  
ほ蓑4，5に示した．   

4． 結 語  

降水，降下物及び各種試料並びに空間線量率の測定結果は，例年と同程度のレベルであった．又，   13117 
牛乳中のⅠ及び3Cs， 90Srの分析結果でも，特に異常値は認められなかった．  

表1． 降水の定時採取及び降下物の大型水盤による放射能調査結果  

月 間  潮 路下物の大型水盤  
月  降水量  放射能凛度（甚i／り 月間降下量  月間降下量  

（m） 測定数  最低値  最高値 （祀i／K㌦）  （祀i／K㌦）  

昭和62年 4月  
5月  

6月  

7月  

8月  
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12月  

昭和63年1月  
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3月   
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表2． 各種試料の全ベータ放射能調査結果  

試料名  放射能濃度（含K）   前年度平均値  単位  備考  
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表3． 空間線量率調査結果  
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表4．原乳中の131王 （福岡県宗像郡福間町）  

採取年月日  62．5．21 62．8．5 62．9．17 62．1l．10  

放射能濃度（pCi／り  ND  ND  ND  ND  

表さ・上れ牛乳中の137cs，90sr核種分析結果  

放射能濃度（pCi／1）  
試 料 名  採 取 年 月 日   

137 90 
cs  sr  

上水  源水  昭和62年1  
蛇口水   昭和62年1  
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億甥廣（くおけろ放射能妻綺  

防  

守島乳賓、舌癌夜飯  

1 紳盲  

2狗をの耗草   

を言写 

3 剰ぇ玖及げ刺乳酪  
象lのbおり  

4領をよを泉  

（j）：勲聖告を禁竺幣雪線芸虚妄誓描都督      艮 

∫頗  

レ」、 縫農禦吉尾誉讐た誓言号賓欝畏；警告警㌣誓チ夜  
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長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公専研究所  

半田佐由利 力岡右二 平山文俊  

1 緒言  

前回にひきつづき、昭和62年度に実施した放射能調査について   

報告する。  

2 調査研究の概要  

（1）講査対象  

降水・浮遊塵・陸水・土壌・食品・空間線量等182件  

（2）測定方法及び測定器  

試料の前処理ならびに測定方法は科学技術庁編「放射能測定法   

（19丁6 改訂）」にしたがった。全β測定にはアロカ製低バック  

グラウンド自動測定装置 L8C－452u、131Ⅰ測定にはN AIG社  

製波高分析装置、また空間線量測定にはアロカ製 TSC－121C 型  

シンチレーションサーベイメータをそれぞれ使用した。  

（3）測定結果  

イ．降水（降雨毎）及び降下物（大型水盤）の月別全β放射能  

の結果を表1に示す。降水の年間平均せは12．8pCり戚（473  

■8q・月‾1）．降下物の平均値は1．17RCi／鵬（43．3H8q・柏‾2  

で例年並の観であった。  

口．浮遊摩の月別放射能強度を表2に示した。全β放射能の年  

間平均饉は1－59pCり 戒 （58．8●8q・m‾3）で例年並の瞳で  

あった。  

ハ．陸水・食品・土壌などの全β放射能測定艦を表3に示した。  

いすれも例年並の鐘であった。  

二．空間線量串の測定結果は 5・5～ 5・叫R／hの範囲で平均籠は  

5・叫R／hであり、異常は認められなかった。  

ホ．牛乳（原乳）中の131Ⅰは、いすれも検出限界以下であった。  

3  結語  

降水、降下物、浮遊塵及び、陸水・食品・土壌中の全β放射能   

は例年並のせであり、空間嶺＝■率、牛乳（原乳）中の131Ⅰについ   

ても、異常は認められなかった。  
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表1降水（降雨毎）及び降下物（大型水盤）の全β放射能  

（6時間更生値）  

降  水  降下物   

年 月  測定数  降水量  

（■）   

62．4  8  139．3  11，9  3．9 19  1．4  2．5   

5  10  249．0  24，8  ND  93  5．3  1．5   

6  8  230．2  21．4  ND l16  1．1  0．8   

7  15  648．1  8．5  ND  47  1．6  2．0   

8  17  268．4  4．3  ND  22  0．g  1．9   

9  5  丁3．7  9．6  4．9 17  0．6  0．3   

10  8  91．0  10．4  ND  25  0．6  0．丁   

5  32．1  5．3  ND lO  0．1  0．4   

12  5  25．9  33．8 17   77  0．丁  1．9   

63．1  7  68．0  16．3  ND  39  0．5  1．0   

2  6  42．4  11．5  ND  26  0．5  1．0   

3  9  182．2  5．6  ND  41  0．5  ND   

ND：計改組が計数誤善の3倍を下回るもの  

表3 陸水・食品・土壌等の全β放射能  表2  浮遊塵の全β放射鍍（6時間更生鐘）  

放射能強度（PCl／d）  

年 月  測定数      平均磁  1低鎖  最高敏   

62．4   3  2．2  1．8  2．7   

5   3  1．5  0．4  2．4   

6   3  1．3  1．0  1．9   

7   3  1．1  0．2  1．6   

8   3  仇5  0．2  1．0   

9   2  0．9  0．4  1．4   

10   3  2．8  1．0  4．3   

3  2．5  2．3  2．6   

12   3  2．2  1．2  3．0   

63．1   3  1．3  1．2  1．4   

2   3  1．7  1．3  2．2   

3   3  0．8  0．1  1．4   

年間平均値   1．59  

放鋼能濃腐（含K）  

試 料 名  採 取 地  測定数       測定瞳  単位   

土壌（0～5亡薫）  小浜町雲仙  ロ  2300  ■i／一J   

土壌（5～20α）  〝   1700  ／，   

巳常食（5人分）  長 崎 市  2  0．8  甚i旬（生）   

上水（蛇口水）  〝   2  3．5  甚i／上   

牛乳（消費地）  〝   2  1．5  甚i／ロ（生）   

米 （ 〝 ）  〝   14．8  〝   

ホウレン草（〝）  〝   4．丁  〝   

大根（ 〝 ）  〝   1．6  ／l   

アサリ（生産地）  高来町裾江    1，4  JI   

アマダイ（〝）  長 埼 市    5．8  ／l   

ワカメ（〝 ）  島 原 市    8．0  〝   
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大分県に お け る放射能調査  

大分県公害衛生セ ン タ ー  

吉川 政治  足立和治  

三浦清篭  疋田昭彦  

1．緒言  

本県では、昭和 6 2 年12月1日から科学技術庁の委託を受け、  

環境放射能糟定調査を実施する こ とにな った。以下、6 2年度にお  

ける調査結果の概略を報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査内容等  

①  G M 式 β  （㈱ア ロ カ 製JD C －16 3）に   

降下物、降水、陸水、土壌、穀物、  

日 常食  
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に よ る 空間線量率調査  
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 12 月）」及び科学技術庁編「環境試筆斗採取法   

「全ベー タ放射能測定法（昭和 51年度改定  
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（2） 調査結果  

表1に降下物及び降水、表 2 に その他の各種拭料中の全ベータ   

放射能測定結果を示した。ま た、衷3 に空間線量率の測定結果を   

示 し た。  

3．結語  

昭和 6 2 年虔（6 2 年12 月～ 6 3 年 3 月）の大分熱における   

環境放射能 レベルは、全拭料について通常の レベルであ っ た。  

なお、昭和 6 3年度からは、各種環境試料中の γ 線接種分析及   

びモニタリ ングポスト による空間線主事の測定もあわせて実施す   

る 予定 で あ る。  
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表1 降下物及び降水 の全 ベ ー タ 放射能測定結果  

（大分市）  

降  下  物   降  水  

年月  降水宴                        月 間降下量  試料数  検珪＝司教  放射能濃度  

（tl）   （mCi／昆）  （糟Ci／山）  

最低  最高   

63．1   0．23  

63．2   26   0．70   2   N【）   1．0   

63．3  208  8   ND  l．5  

（注） 機器整備の都合上、測定は 2 月 28日 か ら開始 した。   

表 2  各種試料中の全ベー タ放射能  

試  料  名   採取地  放射能濃度   

年月日  

大気浮遊 じ ん   大分市  1．5 pCi／ポ   

上  水  （蛇口 水）  大分市  63．3．10  2．9  pCi／g   

土  壌（0 ～ 5c■）  直入都  63．2．9   12  pCi／g 乾土   

土  壌（0 ～20c■）   直入郡   

米  （生産地）  宇佐市  62．10．13   63．2．9・   7．8 pCi／g 乾土           0．63 pCi／g 生   
ハク サ イ （生産地）  宇佐市  62．12．8   1．9  pCi／g 生   

牛  乳  （生産地）  直入都  63．2．9  1500  pCi／g 生   

日  常  食   大分市  63．2．25   pCi／人・H   

～26   

表 3  空間線量率  

（北海吉野郡）  

測定年月 日  空間線量率   

63．1．30  9．3 〝 R／h   

63．2．24  8．4 〝 R／h   

63．3．26  9．8 〝 R／h   
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鹿児島県らこおちナる放舅寸髄鋼査  

鹿児島県環境センター  
四反田 昭 二  
下 甘 滑 香  

香
郎
 
 
 

三
 
 

博
大
 
 
 

村
田
 
 
 

今
福
 
 1，はじめに  

昭和62年度に鹿児島県が実施した川内原子力発電所周辺環境放射線調査及び科学技術庁委託の   
環境放射能水準調査結果について報告する。   

2，調査の概要   

（1）珊査内容  

＜委託粛査＞  

空間線量及び降水（定時降水），降下物（1ケ月毎），上水，牛乳，茶，米，野鼠 日常魚  
海水魚，海れ 海底土，土壌の全β放射能  

＜周辺環境放射線調査＞  
空間線量〔モニタリングステーション・ポストによる連続測定線量率（7地点），モニタリン  
グカーによる定期測定線量率（14地点）．TLDによる3ケ月間積算線量（25地点）〕測定  
魚類，藻類，軟体類，海九海底土，米，白菜，らっきょう，大根，甘しょ，ぱれいしょ，  
えんどう，茶，みかん，牧草，掛象 牛乳 陸水陸上 浮立じん，降下物の全β放射能及び  
90sr，”co，131Ⅰ，137csを指棲接穂とした核種分析   

（2）珊査結果の概要  

ア，空間放射線圭  
空間放射線宝測定結果は表1のとおりである。委託綱急用辺環境放射線調査ともに，  
これまでの調査結果と同程まのレベルであり，異常は舐められなかった。  

イ，全β放射能  
委託調査による各種試料の全β放射能測定結果は表2のとおりであり，異常は組められな  
かった。  

ウ，環境拭料の放射能  
周辺環境放射線調査による環境拭料の放射能分析結果は表3のとおりであり，これまでの  
調査結果と同程度のレベルであり，異儒は認められなかった。  

表1空間放射線室蘭定結果   

は  士  卒 （〟R／h）    軒数辛 （cps）  積算線t（3ケ月）  

（mR／91甘）   連続測定（月平均）  定 耕 測 定（1圃／月）   連続瀾定（甘平均）  
蝿年月 
周 辺 押 査  委 託 調 査  周 辺 ＃ 主  垂 托 欄 杢  周 辺 爛 査  
UII内市7地点）  （よ児島市1地点）‘  UIl内市等14地点）  （虎児よ市1地点）  （川内市等お地点）   

62．4  3．1～ 5．1   5．8   3．0 ～ 5．3   11．0 ～12．6   
3．1－ 5．2   5．4   3．0 ～ 5．3   11．0 －12．5   13 －17   
3．1～ 5．2   5．6   3．4 － 5．7   11．1～12．6   

3．1～ 5．1   5．7   2．9 ～ 5．2   10．9 ～12．4   
3．0 － 5．1   5．6   3．1～ 5．3   10．9 －12．0   13 ～18   
3．1－ 5．3   5．9   3．0 ～ 5．2   11．0 ～12．3   

10  3．1～ 5．3   5．7   3．7 ～ 6．4   11．1－12．7   
3．1～ 5．2   6．0   3．1～ 5．4   11．3 －12．2   13 ～17   

12  3．1～ 5．1   5．8   3．1－ 5．4   11．2 ～12．2   

63．1  3．1～ 5．1   5．6   3．0 ～ 5．7   11．1～12．9  
2  3．3 ～ 4．9   5．7   3．0 ～ 7．0   11．1～14．2   
3  3．3 － 4．9   5．5   3．7 ～ 6．0   11．1～12．8   
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表2 各種試料の全β放射能測定結果（委託網査）  

試   料   名   採 取 場 所  試料数   辿      ・．  ＝＝   

ND～164 pCi／β（9回検出）  
12   ND  mCi／扉月   

2  

露 時下降 義   

鹿 児 島 市  107      ≦喜…萱≡萱E÷  4   

鮎据鼻城雷  
2   

13 

葉  粛児間島宕  1．8   
‡915茶  
5．4  pCi／g生   

回  0．81，0．84 pCi／g生   
たうれんそう（生産地）  開  聞  町   2．6  pCi／g生   

海  水   加 世 田 市 沖   0．87   pCi／g   
海  底  土   加 世 田 市 沖   20  pCi／g乾土   

土壌（0 ～ 5c皿）  開  聞  町   5．9  pCi／g乾土   
土壌（5 ～20e血）  開  聞  町   5．2  pCi／g乾土   

表3 環境拭料の放射能分析結果（周辺珊査）  

全  β  放  射  能  捺  茸  分  析  

項  目  90sr  t37c5  
単   位  拭料赦  測 定 値  単   位  

試料数  測 定 鐘  試料載  測r定一瞳   

海   ND～0．9   ⅣD′－5  

海  ND   ND  
物   
洋  2．0～13  甚i／k生   1～2   Nロー1  

海  Np，0．7  甚i／戚   0．10   0．Ogl，0．10  
拭  
水   Nl】  甚i／‘   0．Og7   0．12  

料  ND   2   ND  
底  
土   ㈹   ND，57   

米  甚i／g生   1．6．1．9  〆i／互生   2，3  

白   菜  甚i／g生   1．4  甚i／k生   1   0．9  

陸  
らっきょう  甚i／g生   1．7  〆i／k生  ND  

大   坂  甚i／g生   1．4  甚i／k生  ⅣD  

甘 し ょ  甚i／g生   3．5  甚i／k生   

ぱれいしょ  甚i／g生   3．4  甚i／b生  
上  

えんどう  pCi／g生   2．4  甚i／k生  2  

茶  〆i／g生   3．4  〆i／k生   10   4  

物  0．9，1．0  甚i／互生   1，2  

拭  3．5  甚i／k生  

松  葉  甚i／g生  4  2．4～2．6  甚i／k生   390   9～器  

畜産物（牛乳）   甚iノ戚   4  1．1－1．3  甚i／‘   0．9   1～2  

陸  
料   

水   甚i／止   8  1．8～2．8  甚i／‘   2  ND，0．0韮    ND～0．騰3  

陸  士   甚i／g乾土  4  13～22  〆i／h範士  188   4  33～400  

浮 遊 じ ん   甚i／d   8  ⅣD～0．03  〆i／d  ⅣD  

降  下  物   戒i／山月  田  0．1－0．6  ■：i／山月  ⅣD～0．（氾5   

空欄は分析しなかったことを示す。▲Oc0．＝1Ⅰについては検出されなかった。  
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沖縄県における放射能調査  

沖縄県公害衛生研究所  

金城義勝、宮国情栄  

長嶺弘輝、比嘉尚哉  

1． 緒言   

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け、昭和 62 年度に沖縄県が実施した  

放射能調査の結果を報告する。  

2． 調査研究の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、農畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、海産生物、  

空間線量等の調査を行った。  

（2）試料の採取および採取地点  

試料の採取は科学技術庁編「環境試料採取法（昭和 58 年）」に従った。  

採取地点は表1～表4に示した。  

（3）試料の調整および測定法  

試料の調整および測定法は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」、「昭  

和 61年度放射能調査委託計画書」、「ゲルマニウム半導体検出器を用いた  

機器分析法」に基づいた。   

（4）調査結果  

今年度の降水の調査試料は117試料で、その中、2 試料に16．3～50．9pCi／L   

（0．6－1．9Bq／L）の放射能が検出され、その平均値は33．6 pCi／L（1．28q／L）で  

ある。また、降下物の年度間降下量は0．5日Ci／km2（18．5MBq／kM2）で降水、降  

下物ともに前年度に比べ約1／12 －1／20 の減少である（表1）。  

上水、農畜産物、土壌の放射能濃度は前年度と同レベルで平常値の推移で  

ある。今年度は一部の日常食試料にチェルノブイリ由来の Cs・137，79．9pCi   

／人・日（3．OBq／人・日），C＄－134，21．4 pCi／人・日（0．88q／人・日）を検出した  

が問題になる濃度ではない（衰2）。  

海水、海底土、海産生物の全ベータ放射能濃度は前年度と同レベルの推移  

である。海水中の Cs－137 は0．06～ 0．14 pCi／L（2．2～5．2mBq／L）の濃度範囲  

にあり平均濃度も 0．11pCi／L（4．1mBq／L）と平常値での推移である。海底土中  

のCs－137はN．D～0．13pCi／g（乾土）（N．D～4．8m的／g（乾土））の濃度範囲で平均  

値は 0．05pCi／g（乾土）（1．紬Bq／g（乾土））である。海産生物の Cs－137は平常  

値と同レベルの推移である（表2）。  

サーベイメータによる空間線量率は与儀公園で 6．2 ～ 7．1〟R／h（平均値  

6．7〃R／h）、奥武山公園で 9．1－10．2 〟R／hく平均値 9．7〃R／h）で平常値  

と同レベルの推移である（表3）。モニタリングポストによる空間計数率も  

7．6～19．1cps（平均値 8．9 cps）で平常値と同レベルの推移である（表4）。  

3． 結語   

今年度の環境試料中の放射能レベルは日常食を除き平常値の推移である。また、  

日常食の一群試料にチェルノブイリ原子力発電所事故由来の Cs－137，Cs－134が検  

出されたことから今後食品中の放射能濃度も注目する必要があると思われる。  
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表1．降水、降下物の全べ一夕放射能および核種分析結果  
（降水：大里村，降下物：与那城村）  

採 取  測定  降雨量  最下値  最上値  平均値   降 下 量（mCi／k巾3）   

年月日  検数  椚M  PCi／L  PCi／L  PCi／L  全β 137cs   131l  48K   
S61．4  10  67．5  50．9  33．6  0．4  

5  9  328．5  

6    365．5  

7  5  38．5  

8  6  135．0  0．1  

9  8  55．0  

10  13  134．0 0．05   

13  129．0  0．07   

12  7  142．5  0．19   

S62．1  12  96．0  0．15   

2111   156．5   －－ 0．09   

3  12  170．3  O．12   

（－）：不検出である。   

表2 上水、日常食、農畜産物、土壌の全ベータ放射能および核種分析結果  

試料  
試 料 名  部 位1  採 取 地   数   

均  値  
単 位  β  137cs  131l  ＝K   

上 水  蛇口水  那 覇 市  2  1．51  1．14  PCi／L   

上 水  源 水  那 覇 市  2  1．52  2．45   〝   

牛 乳  市 販  与那城村  2  1233  0．48    1223   〝   

大 根   根   〝   2．54  0．28  pCi／g生   

大 根   葉   〝   2．29  0．22   〝   

ホウレン草  葉、茎   〝   6．75  0．43   〝   

米   精 米   〝   0．70  0．001    0．65   〝   

日 常 食  5 人分  那 覇 市  2  1691  11．29    1550  PCi／人．日   
土 壌  0・－ 5   〝   

土 壌  5 ～20   〝   24．8  0．07    13．8   〝   

海 水  表 層  5地点   
海 底 土  表層土  5地点   口  25．9  0．14    13．3  PCi／g乾土          口                    10  1．56  0．11    9．05  PCi／L          10  11．1  0．05    7．51  PCi／g乾土   

タカサ］“  勝 連 町   口  3．46  0．005    3．02  PCi／g生  
海 産生物                     シャ］がイ  宮古石垣  5  4．43  1．87   〝  

（一）：不検出である。  

表3 サーベイメータによる空間線量  

測定場所：那覇市（上段：与儀公園 下段：奥武山公園）  （単位：〃R／h）  

4月  5月  6月  7月   8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月   
6．7  6．4  6．9  6．8  7．l  6．4  6．5  6．2  6．8  6．9  6．8  6．4   

10．2  9．6  9．9  9．7  9．4  10．1  9．3  9．1  9．2  9．5  10．0  10．1  

表4 モニタリングポストによる空間計数率  

測定場所：与那城村  く単位：cps）  

4月  5月  6月   7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月   
上値  12．1  12．3  19．1  10．5  9．4  12．6  13．1  15．6  1l．5  14．0  14．1  14．0   

下値  7．8  7．8  7．7  7．6  7．8  7．7  7．8  7．8  7．8  8．9  8．7  8．6   

平均  9．0  9．0  8．8  8．5  8．7  8．6  8．7  8．7  8．8  9．8  9．7  9．6   
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